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建 築 と 社 会
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近 代 建 築 の 機 能 を 生 か す /

t主築の fi :i Mii と こ れ を 生 か す そ れ ぞ れ の 機 器 d 近代役築美に，Vl. lf[[ し

た設計と機能を1 r l 1 i えねばなりません。

。
H 立製作所では、ビルテインタに不可欠のみf o [ ( ポンプを、多 q: の

ま主験を生かして ［ｾｦｴ ，し各 ｽｪ rfri か ら 絶 大 な 称11 を博しておリます

O V 型 渦 巻 ポ ン プ

D V 型商吸込渦巻ポンプ

G M C 型タービンポンフ

モートルホンプ

TRADE 門A R K

地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完壁

の防水効果を発揮して居ります

事fJ 主主 ・見 本 ・仕様子?

術l'l' U'，! トー

汚物周プレートレスボルフ

水中モートルポンプ

ボアホールホンフ

自 主 差 是 佐 南

s :  9  ｾｊＢ＠ :.，;ri57k 

の補強税料1130余与の経J B誇 5

E出DJ i A
却 で グ

ドッグ印 アスヌァノレトノレーフィング

H  ア ス フ ァ ノ レ ト フ エ ノ レ ト

石 料i ノ レ ー ブ f ン グ

砂 川 ノ レ ー プ ィ ン グ

メ ル タ イ ト ノ レ ー ブ ィ ン グ

1 /  キンマレアタイト ( 丙級挺 15金麻布〉

H  へッ ν ャシブァプリック( 涯 111 黄 麻 布 )

H  コ ッ ト ン ブ ァ プ リ ッ ク ( 挺 占 綿 布 )

1 /  i' I  麻 フ ァ ブ リ ッ ク ( 漉 ，'J-c!p麻 布 )

H  グ オ ン タ イ ト ( flt 紡目地似)

株 式 会 紅 Z 英語土



米 国 u s ラ パ 一 社 と の

技 術 提 携 に よ る

ビニールと 金 属 との積 層板

新発 ｾ晶
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⑧中之島銭銅株式会社

本社 ・工場 大 阪 市 東 区 弁 天 町 4

東京事務所 東京都中央区西八丁刷4- 10

東 京 工 場 東京都足立区千住関屋町38

氾 (881) 6  1  4  1  - 4  

。 八 幡 製 銀 株 式 会 社

- 6  リノリ z

主 要 製 品

軽 ill ｪｾ 鋼 附 必 鋼 矢 板

デッキプレ ート ガ ー ド レ ー ル !

サ ッ シ J イ ー サッシフレーム l

a:; 縫 鋼 管 ア ー ト ポ ン ド :

皆様の設計と施工に東洋の床材

リノ

1::ヲート'1' イル

ヌ市ンジシート

イル'1 

リユーム株式会社

兵 ]11ι 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

fG話伊丹( 代)3531 ・大阪 (48)4490

東京都中央区銀盛 4 丁目 三 和ピノレ

電 話 東 京 (561) 1  7  0  1 ・2 5 6 4

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目 三 和ピノレ

屯 語 大 阪 (23) 0 3  7  5  - 0  3  7  9  

東洋リノ

本 社 工 場

東 京 支 庖

ｾソフトな感触

ｾ 優 秀な耐久力

ｾ美しい色彩
カ

タ

ロ

グ

進

目玉
大阪事務所



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トtf7EII

( 中心吊自由開型)

⑩ 
特 許

平 ｾｉ ト ｍｐ ボイラ

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り 型)

( カタログ御入用の節は御申込下さい )

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 横 沼 田T 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布 副 長(72) 839 ・7713 番

東京都千代 図区神田和泉町 1 / 11 電話 東京 (866) 3051- 2 番

続節減527万円の

利益を ｾｴ
女 高 性 能 • 語 射 型

煙管式ボイラの「華命先，現るノ 武石炭・オイル・刀ス焚

4  ・ 女 1年間 (7200時間)の燃料節系り客員

太 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

缶

望

日百三境lこて

排刀ス温度 ]97

0

C

株式翫土平川鉄工所

平川 ~水管ボイラ 、平川~機関車型ボイラ

<J 営業科目 [>

平川~竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

本剖 ・工 場 大 阪 市 大 従 区 大 仁 plj 2の1 H.i 話福山⑮ 1 9 7 5 - 8

'u;;f 営 業 所 lUJ;r i $中央区八if_( 州6の7 H.i 話 (281) 5883 ・7787- 8

九 州 出 張 所 稲 岡 県 小 企 I ! i ［Ｇ［ｲｾＡｦＵ ＴＵ＠ fu 話 小 企 ⑤ 1 3 6 2



侃 強 力 型

h 重 荷 用

いふ

ア ム ス ラ ー 油 圧 式横 型 引 張 試 験 機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機によって試験す

f  御 用 命 は 全 国 有 名 土 木 機 械 工 具

合物 !苫へ 御照 会 闘 い 孟すf 斗 れ

くM ，K ，K . )

' レール接続の革命!

新製品完全防錆

" ? - i ¥ンt 1-

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会願い ます

種 目

トラ ックレール ガイドレール カープレー} I "

P 雇用G丈μ 立 入〉複車 ・ 単 車ハンガ ー

軽 50務 ，60務 ，70協

そ の 他 プ ラ ケ ッ ト 附 属 品 一 切

1  1 M 三 谷 製 作 所 ? f f TZVi 3 1  



厚③

必註6 ゐ1- q1" ｉｾ＠
:  1 ・5 事毛 j享)

藤 森 建 材 株 式

A

Q

一
品 社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 l ノ 2 (大 倉 ピ ノレ)

電 話 東 京 (271) 6  4  3  2  - 5  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 - 1  ( 大同生命ピル内)

電 話 大 阪 @ 9 4 1 7 - 8 ・8 4 6 1 - 4

九州出張所 福岡市楽院大通 2 ー 73 電 話 福岡 @ 1945 ・⑤3473

.近惜築のでご; 日耐火ボード

@ 塗 装不 要 の 化 粧 板 エ ス ロ ン ボ ー ド ・ カ ラ ー ド ボ ー ド

・左1' ，技術的 革 命 NBf i 膏 友 ヲ 友 宇 一

- ア サ ヒ ト ー ン ( 吸 音 板 ) ・ 防水 ボ ー ド ( 防 水 処 理 品 )

・ ラ ス ボ ー ド ( 壁 下 地 材 ) ・ 各種 石 膏 プ ラ ス タ ー

21世紀のi J ' 材

- 社名 が変り ま した… ・- 旧大 阪 耐 火 ボ ード株式 会社

日 本 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 制 i 1L 町 50 1; t ピル 屯話大阪 (36)5453- 6・1141I1

東京支庖 点 京 剖l 港 区 芝 新 幡 4 の 38 屯 お 東 京 (431) 6814 ・8417

大阪工場 大阪i I i 点能川区元今思北述5の24 H. i 話大阪 (37) 836 1 - 2  

栃木工場 筋 木 市 平 柳 町 1 300 H.i J百街木 2 4 1  9 ・0 0 6 4



ｾ＠

最 新 の 設 備

f憂 秀 な 製 品

-ID:J P!:I':I-

甲種・乙種防火シャッター

電動式・手動式・スプリング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

株式会5t E租:1，，':1司・製作用

三和;;"'3':1・株式怠1ft

本 社 及 工 場 尼 崎 市 久 々 知 コ ヱ 2 3 番 地 大 阪 (48 )5341 - 32959

東 京 支 広 東 京 都 新 宿 区 西 大 久 保 |丁目 370栄 ピ ル 東 京 (341 )  2  4  7  8. 9678 

札 幌 支 底 札 幌 市 南 九 条 6 丁 目 札 幌( 3  )  1368 ( 川 4878

東 北 支 底 仙 台 市 土 樋 1 1  2 番 地 仙 台 ( 3 ) 3 2 9 6

金 沢 支 后 金 沢 市 上 胡 桃 町 3 6 金 沢( 4 )  1  3  8  7  

名古屋支底 名古屋市中村区広井町2丁目 的八;州ビ ル 名 古屋 (54 ) 2  8  4  6  

九 州 支 底 福 岡 市 渡 辺 通 5 丁 目 9 2 番 地 福 岡 ( 5 )  5  1  8  1  

営 業 附 全 国 主 要 都 市 に 寄 り
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驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品

拘ヲf ｾ｡Ｍ Ｎｸ＠
原紙に着色せる優秀製品
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東京営業所

東京都千代 田区神間独楽IIl J 2の7

T  E  L  (291)  9  3  7  5  

名 古 屋 ・広 島 ・初 悶

製 造 発 売 元

津 装 飾 株 式 会 社

大阪市北区堂島上ーノ二四 T E L 大阪⑧1351ー3

河

本社 所張出



経室、緩勾配屋根氏

軽快た近代建築枚

Ｘｾｩ ヌー Ｑ｜Ｐ｟ i' ｉｾ ソイド

日施 ]':"11- テン2レ7イ〉タ

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区堀上通 り3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の街生陶器ヒ付属金具

し国2 2 0

オ パ ー ル

ピル ・アパート はもとよ り一般住宅

‘コ勾 Ｕ おたｾ 御愛用頂い て いた製品

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社 茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 S  8  大阪営業所 大阪市東区高館総 5 - 3 2 T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅 ヶ崎市

f E L ⑤ 248 1- 5  ' 8 . 地営業所 以京 ・ 名 古 屋 ・小 倉 ・ 広島高松・札 幌 ・ ＱＱＱＱ 台・ ｾ￮Ｎ 山 ｔ E  L  2 10 5 - 8  

定 価

陶 誌 ( 1級 ) L 220￥ 2 ，750 

金 具 ( .;; 布 陣 哨 1)

立 水 絵 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 2倒) ￥ 1，200

止 水 位 T 4A Y

@ ￥ 670  ( 2倒) ￥ 1，340

排水金具 T 6 P "t 1，210 

ノぜ y クハンガ

取 付 木 ヰ ジ T L  220D ￥ 200 

ｾ ｴ ￥ Ｖ ， ＷＰＰ＠

参 考 定 価

陶 総( 並級) L  220 ￥ 2 ，200 

金具 Ｈ ｾヘァ κＮ 印 Ｉ

立 本 校 K 2  0  5  Y  

@ ￥ 510  ( 2  i凶) ￥ 1，020

止 水 位 K 4  A  Y  

@ ￥ 570 ( 2  f凶) 子 1，140

排水金具 K  6  P  C' "  1  ，030  

明 る い

モダンリビングに

同シリウム ロシタイル
7五
e、

品 質 凶 ー と 定評 ある

丈 夫 な 塩 ピ 床 張 材 です

あ ら ゆ る 1京 に " 7 '/ チ す る

品 質 li"It 日 の 美 し い フ ロ ア ー ヲ イ ル

日J 火l J ! 築1<: は

網入 ( 通産大

一臣賞)

1*光 用 度 恨

ｊ 事ｾｾＧＺＧＺ

長口シプbー ト 叫 法 板 耳 叡)

ポ寝=主目シ7レ ー ト ( トタンイ 法普及川

J3ji ロシガヲ又 〔透明 崎町)

掃 端 組 棉

J'- 2< 2 mm 

30. 3cm1' 1  

( 1 1"! f' l) 

惜列島胤柿

I11 9 6cm 

( 3. 17尺)

k  1 8 m 

(  5 )事曹 }

jji 色 ・ニ色

フ ラ ノ

簡 単 に 貼 れ て 水 拭 き 出 来 る

最も進んだ> & ' 槻目占村です 。

mm 

'

F
閣

総
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時

必
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4

，
泊

H
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昭 和 35 年 2 月

催

本会出版の「鉄骨構造計算と実例」図書を教材として西 日本各府県の

建築士会と共催で標記講習会を開催する 乙と にな りました。各地方在住

の会員各位も窃って本講習会tζ 受講下さ るよう 御 案 内 申 上げます。 尚

2月27日名古屋市，3月11 日岡山市の両会場での講習会詳細は次の通

りですが他の都市は 4 月中旬以降 IC地域別によ り順次開催予定 でありま

すので，詳細は迫てお知らせいたします。

開
4
一
品

習講算計造構骨鉄
鉄骨構造計算議習会開催

可

F
】

----R 

領要
4

Z

 

習講造構骨鉄
鉄 骨 構 造 講 習 会 要 領

名 古 屋 市 鉄 骨 構 造講 習 会

2月27日( 土) 午前10時→午後 5時

名古屋商工会議所北館 3 階

(市電大池町電停北側)

き

ろ

と

と

名古屋市鉄骨構造機習会

科目及び音量師

鉄 骨 構 造 の 設 計 方 法 (10時- 12時)

大阪大学 教 授 工学問士

軽量形鋼構造の使用実例 (13時- 14時)

富士製鉄側 調査役

鉄 骨 構 造 の 実 例 解 説 (14時- 16時)

京都大学教授工学問土 石 崎

「鉄骨格造計算と実例」本会発刊図書

1，000円( 教材代を含む) 教材持参の方は2∞ 円

1001"， 

愛知建築士会事務所( 名古屋市中区大池町横田ビ

J レ 内 電 話@0249番)

愛知建築士会，愛知県建設業協会，日木建築協会

健三氏鷲尾

ー

‘ー

允文氏字井

液対t氏

材

費

員

込

教

会

定

申

••

•
• 

1

1

1

1

 

催主

善 雄氏

邦男氏

f亘次氏

場

周

江

馬

山

大

岡 山 市 鉄 骨 構 造講 習 会

と き 3月11 日( 金) 午前10時→午後 5時

と こ ろ 未定

科目及び講師 ( 予定)

鉄骨構造の設計方法 大阪大学助教授

鉄骨格造の実例解説 ・京都工芸繊維大学講師

軽量形鋼の使用実純例 富士製鉄岡嘱託

主 催 岡山県建築士会，日本建築協会

以上の 2 都市の外次の各都市でも開催を予定しております。

4 月中旬以降開催予定都市

広 島 市 ( 広島県建築士会と共催)

山口市か従1山市 ( 山口県建築士会 と共催)

米 子 市 ( 島根県 ・鳥取県建築士会と共催)

高 知 市 ( 高知県建築士会，学会支所と共催)

松 山 市 ( 愛媛県建築士会 と共催)

徳 島 市 ( 徳島県建築士会 と共催)

福 岡 市 ( 福岡県建築士会 と共催)

金 沢 市 ( 石川県建築士会と共催)

•
•
• 

1

1

1

 

岡山市鉄骨横造 議 習 会



電 通 株 式 会 社 大 阪 支 社 見 学 会 大阪府建築士会制限

1  . と き

1  . 集 合 所

1  . 申 込

1. 建 物 概 要

所 在 地

設計・監理

施 工

工 期

構造・規模

2月23 日( 火〉午後 1時30分( 集合) - 3 時30分 ( 解散〕

同ピノレ玄関前( 新朝円ピ J レ西隣り)

20日までに申込みの ζ と。尚定員 (200名) に達し

た際は〆切ります。

大阪市北区中之島2ー19- 1

丹下健三計画研究室

株式会社竹中工務庖

昭和33年 8月10日- 35年 3月10日

S. R . C  地 下 2階，地上 9階，塔屋 4階

建築面積 1，574 .2
m2  

延面積 9，092
m2

56 

第 13回 工 場 見 学 会 た ば こ 工 場 見 学 会

1  . と き

1. 集 合 所

1 . 申 込

2月25日( 木) 午後 2時( 集合) - 4時( 解散)

国鉄茨木駅出口附近

23日までに電話で申込の乙と。定員50名 lζ 達した時

は〆切ります。

日 本 建 築 学 会 冬 季 ゼ ミ ナ ー ル 開 催

- 標題 「民家の調査と保存J

・場所 兵庫県有馬( 銀水荘)

・口干呈 ( 数字は時間を示す)

2月27 日 大阪駅西日発パス服部緑地帯着( 民家来落見学) パス

12
30

ーー一ー一一一一一13
30

一一一一一一一一14
00

一一一一一一一一一

神 戸 駅 パ ス 箱 木 千 年 家 着 ( 見 学 ) パ ス 坂田千年家着( 見学) パス

- 1500- 1510- - 1550一一16
20

一一一一一一一一1640- 1710
一一一一ー一一一一

有馬着( 銀水荘)

- 17
30  

講 演 「民家の保存J (特I乙ヨ ー ロッバの実状と円木の比較)

18
00

ー 19
00

講 師 大 岡 実 君

夕食及座談

19
30

- 22
00 

2月28日

朝食 ・講演とパネルディスカッション「民家の現状と調査」

7
30

- - 8
30

- 一一一一一ーー12
00

司会 野地修左君

諮 問 野 村 孝 文 君 白 木 小 三 郎 君 浅 野 清 君 増田友也君

昼食… ・・・( 有馬附近の民家見学) 有馬発二ごと大阪駅西口解散

12
00

一一一一一一一一一ー一一一一一一15
00

一一一一一一一一17
30

・会費 800 円 ( 1泊 3食付，専用パス代を含む)

・申込 2月20日までに日本建築学会近畿支部へ会費を添え御申込下さ

い。但し定員IC達すれば〆切ります。

""与τE  告 2

電通株式会社大阪支社見学会

第13回工場見学会

たば こ工場 見学会

日本建築学会

冬季ゼミナール 開催

3 月の会と催予定

( 詳細はノ、ガキ又は会告で

お知らせします〉

往/ 江織物工場見学会

東本願寺同朋会館と大徳寺の茶

室

宝酒蔵見学会

創立記念日の講演と映画の会

貿易センタ 一見会学



3  告

. 6.  

zコE

本会後援 「設 備 に 関 す る 講 習 会 」 開 催 通 知

高速ダクトに関する講習会

社団法人衛生工業協会

社団法人 日本建築協会

昭和35年 2 月27 日( 土) 午後 1 時- 6 時

大阪市立大学理学部第 1教室

( 大阪市北区南扇町 12)

称

催

援

時

所

名

主

後

日

場

￥ 350 

150 名

￥ 800 ( テキスト代共)

昭和35年 2 月25 日

大阪府管工事業協同組合

大阪市北区伊勢町 2 ノ 3 (34)  4838 

本 建 築 協 会

大阪市東区北浜 3 ノ37

テキスト

員

料

切

所

講

込 〆

込 場

定

聴

由

甲

申

•
•
•• 

1

1

1

1

 

良 輝 氏

修一氏

功 氏

国 際 住 宅 会 議 参 加 方 申 越 に つ い て

今般イスラ エJ レ国公使館より下記会議に日本建築界から数名の代表の

多加方に つき関係各方面lζ 周知勧奨方がありましたのでお知らせ申し上

げます。

記

イスラエ J レ国労働省主催 ・同外務省協賛

国際住宅会議

イス ラエJ レ国

1960年 5 月 4- 31 日 会議 ・ゼミ ナー J レ

6 月 2 - 1 5日 見学 ・実習等

(  1  ) 渡航費 : 参加者負担( 約￥ 400，000)

( 2 ) 滞在費 : 室代 ・食事代 ・主催者負担

アジア ・アフリカ ・中南米 ・地中海沿岸諸国

大学卒 ・Housing(こ経験ありゼミ ナ一 川ζ 資料提出

し得る者( とくに日本代表については指導的人物

を望む由〕

申 込 期 日 来る 2 月20 日

なお，会議の詳細説明パンフレットは本会! こ備えつけてありますの

でどらん下さい。

•

••

. 

1

1

1

1

1

 

訟 備 に 関 す る 講 習 会

高司氏

(23)  9648 

服部

上

国際住宅会議参加方

申越について

名

地

問

参 加 招 請 先

参 加 者 資 格

j毎野

押田

勝因

• 

議

催

期

日

科目ならびに講師

( イ) 高速ダクト用送風機について

KK 荏原製作所

( ロ) 高速ダク トの設計施工について

東洋キャ リア工業 KK

( ハ) 高速ダクト用吹出口について

東京大学生産技術研究所

( ニ) 二重ダクト方式の設計について

高砂熱学工業 KK 名古屋支庖長

以

会

経

設計部次長

技術部長

助教授

開

同

5.  

6.  

7  

2.  

3. 

4  



4  

1  9  6  0 年 度 会 員 名 簿

発 行 予 告

告

A .  

z <  

1  960 年 度 会 員 名 簿 発 行 予 告

名簿の調製発行は多数会員を容する団体としては容易ならぬ難事業と

されていますが，本会としては斯界の発展と共に会員各位の活躍移動も

多々あり，加うるに新会員の数も1析次地)J 日していますので，今般 1960年

} 坂新宿簿を本年度内 lζ 発行する事とし，折々と準備を進めております。

乙の度は一般の要望lζ 応えて会員名簿の正確詳記を期するは勿論建設業

IC関述する各面 lζ 亘る案内欄をも多数l乙取入れ各位の用途に使する事と

致しました。

本号挿入会員調査票の私製ハガキ ( 郵送受取人払) に所定ついては

事項ご記入の上，折返しご送附下さい。なお，乙の際新会員獲得にど俊

助下さいまして本会会勢発展にご協力下さるよう切望します。

なお，業者案内側の申込lζ も絡別のど協力とご支援をお願い致しま

す。

画計
函計行事も

ff 発

A 5 版 6 号活字繊組，用紙上吏紙，約 300 頁。大 き さ 体 裁 等

6000部予定。

目次，凡例，定款，名誉顧問，役員，部会委員会，

事務局，本文( 正会員，団体会員，准会員，氏名，

出身校，勤務先，職名，住所) 官公庁，学校，団体

発行部数

-甘内集編

建築事務所，各業者案内，建材ノ ー ト。

全会員，広告主に限り一部無料配布。法方布領

夫

晴

雄

混

三

宏

平

夫

茂

成

敏

正

栄

大

秀

尚

内

津

i母

上

木

久 間

賀

木

上

本

竹

大

浅

井

岩

佐

須

松

村

山

( ただし郵料負担)

委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

名簿発行委員会



建築事務所，業者案内概要と掲載料金ならびに一般広告料金

会 告 5

会民倍加速勤にど協力下さい。一月号挿入の入会申

込容を有効にご利用の上会員増加にご尽ノりをお願いし

ます。

なお，挿入のハガキ! 立会員名簿調製につき必要です

ので，記載事項を折返しご回報下さるようお願い申上

げます。

ど移動のない方も是非ど回答を煩します。勤務先等

は局，部，課， { 系等なるべく詳細にど記入願います。

1  9  6  0 年 2 月

社団法人 建 築 協
4

2

 

本日

大阪市東区北浜 3丁目 37 TEl @  9648・9649・9640

娠替口座大阪 39975 番

1. 原 稿 は別 紙 原 稿 用 紙 に 明 瞭 に 記 入 の 上 5月20日迄 に 申 込 み の こと 。

1. 記 載 字 数 は 下 記 組 見 本 参 照 の 上 ，換 算 字 数 程 度 と し ，文字，数字に限る。

マー ク 図 案 等 は 用 い な い 。 尚 字 数 が 枠 内 に 収 ま ら な い ときは略記する こと

もある。

掲 載 順 序 は す べ て50音 順 と す る 。

1. 掲 載 料 は 1小 間 1，000円 ( 1 頁12小間) とし前 金 払 込みの こと 。 同 封 の 振

替 用 紙 ご利用願います。

建築事務所，業者案内組見本

〔建築事務所案内〕

庖 : } ' ， I 所 在

大 阪 @{ ; ; ; ;東洋建築事務所

本 応 大 阪市中之島朝日ピ J レ

支 庖 東 京 ・名古屋 ・博多

〔業者，綜合，電気，管工業者案内〕

地 邑 話

庖 在 話名 所 地

ＮＢ，Ｍｲｾ＠

時弘

朝日建設株式会社

本 庖 大 阪 市 東 区

支庖神戸市生田区東町 1 T 目5

大阪⑫3151- 2

神戸① 123ー 1



会 告 6

「昭 和 34 年 度 優 良 建 築 賞 」 の 募 集 に つ い て
「昭和34年度優良建築賞」

の募集について

ζ のたび， I財団法人建築業協会」において，優良建築を表彩するた

めに多数応募されるよう求めています。下記の表彰規定を了承の上奮っ

て同会までお申出で下さい。

『

t

a

E

E

伺

東京都中央区西八丁堀 2 ノ16

財 団 法 人 建 築 業 協 会

「昭和34年度優良建築賞」 表 彰 規 定

( 目 的)

財団法人建築業協会は毎年園内における優良建築物を表彰し. 設計.

施工，その他建築技術の進歩向上を図り，文化の進展lζ 寄与せん乙とを

目的とする。

(選衡の範囲)

近年中 l乙園内に竣功したる耐火建築物のうち，とくに設計および施工

技術の優良なる作品十点内外を選ぴ毎年乙れを表彰する。

(選衡の候補)

1. 候補作品は毎年 3 月末までに当協会lζ て資料を取纏めて，乙れを選

衡委員会に移管する。

1.  候補作品の募集は全国建設業協会ならびに友好同体の機隠誌等をも

って行なう。

1. 応募作品は建築主，設計者，施工者その他一般の推的によるものと

す。

(選衡の要領)

1. 当協会に選衡委員会を設りる。

1.  この委員会の委員は毎年白木建築学会， 日本建築士会連合会， 日本

建築家協会および日本建築協会の四会会員中の若干名およびその他

の適任者を委員 lζ 委嘱して組織する。

1. 選衡は選衡委員の合議により決定する。

1. 選衡資料は作品の説明書，図面( プラン，エレベーゾヨン等) とし

完成写兵( カビネ判) を添付する。( 当協会は乙の技用を負mしな

い) 以上の資料は応募者の希望により審査後返還する。

1. 選衡に当りてはとくに現地につき実物を視察精査して決定を行なう

ものとする。

1. 右決定は毎年 5 月末までに ζ れを行なう。

(表彰の要領)

1. 表彰作品はその建築主，設計者，施工者 lζ 通知するとともに広く友

好団体機関誌その他をもって広告する。

1. 表彰は作品を対象とするが' 丘を受ける者は建築主，設計者，施工者

とし，建築主には当選建物!C取付けうるプロンズ製の版に表彰文，

設計者，施工者の氏名を刻みたるもの，設計者，施工者には表彰状

および: u 牌を贈るものとする。

1. 表彰作品はさらに必要な資料を加え毎年あるいは隔年に印刷物にし

て関係方面に無償頒布する。

このため建築主，設計者，施工者は無償で作品lζ 関する資料の伎

用を認めるものとする。 以 上



東 本 願 寺 同 朋 会 館

段 計 財 団 法 人 建 築 研 究 協 会

施 工 東 海 興 業 株 式 会 社



金 層 性 建 具

ス チ ー J レ ナ ッ ν

ス チ ー ノレドアー

スチ ー ノレν ャァ タ ー

浪 速 建 材 工 業

6  

株 式

6 .  

=  

点 本 願 寺 同 朋 会 館

ネ土



住 友 宝 塚 放 射 線 研 究 所

段 計 日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖



書

住 友 宝 塚 放 射 線 研 究 所

小 野 田 セ メ ン 卜

小 野 田 セ メ ン ト 株 式 会 社



放射宇| ガス排安'UTJ 硬質域化ヒ・ニ ーノレ製ダクト
キャリア 17 P31型 ・115k w 120米冷凍 l噸ヒートポシ プ式タ ー

ボ冷凍機

空 調 設 備 工 事 東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

住 友 宝 塚 放 射 線 研 究 所

水 源 お よ び 一 般 給 排 水 な ら び に 廃 液 処 理 設 備 工 事

山 田 工 業 株 式

洗 面 所 の 一 部

4 合h

"'" 

本土

浄 水 設 備



住 友 宝 塚 放 射 線 研 究 所

耐 酸 プ ラ ス タ イ ル

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

10 



全 景 模 型

大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所

施 工

本 館

第 一 期 工 事

第 二 期 工 事

股 針 大 阪 府 庁 営 繕 謀

京 大 増 田 研 究 室

株 式 会 社 間 組

11 



電 気 工 事 株 式 会 社 ヤ マ ト

受 屯 所 高 l じ配 75 盤

12 

大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所

))IJ  I l i ' i 講堂 JijJ 後! ¥任 tYJ

会議五J ! ( ¥ tYJ 

電 気 商

. 6.  

τ"" 



大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所

，炎

本 館 化 粧 室 壁 タ イ ル

別 館 厨 房 壁 タ イ ル

陶 株 式

. 6恒

Z コE 社

暖 冷 房 空 気 調 和 な ら び に 給 排 水 衛 生 設 備 工 事

山 回 工 業 株 式

会 ＺＺＧ ｉ ｾ ｪ Ｂ 主 Ｚ 仙うを 3 F T ボイラ ー ド ラ フ トチ ャ ン パ ー

. 6.  

=  
ネ土

13 



サ ッシ ・ドアー工事

住 友 宝 塚 放 射 線 研 究 所

ア ル ミ ニ ウ ム サ ッシ お よ び ド ア ー

14 

東
吉

小

大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所

ア ル ミ ニ ウ ム サ ッ シ お よ び ド ア ー

鋼 業 株 式

. 6.  

:rJ尽 社板 工



日 本 放 射 線 高 分 子 研 究 協 会 大 阪 研 究 所

設 計 京 大 増 田 研 究 室

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

.. 

15 



日 本 放 射 線 高 分 子 研 究 協 会 大 阪 研 究 所

電 気 工 事 施 工

株 式 会 社

大

大

阪

阪

電

暖

' == 

ヌL 商

商

4

2

4

冨房

旭 硝 子 株 式

. 6.  

=  
社

ヒ シ ク ー ) ( . .

16 



住 宅 美 素 工 事 の 創 始 巻

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

戸庁業工棄美
株 式 会 社

電話@4938 ・5888 ・⑪8050
大阪市東区五町二丁目 (三和ピル)

可、'i.，

テ パ ヤ シ 商 l苫

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電 貼

田 建 材 株 式 会 社

名 古 属 市 西 区 西 崎 仲 町 2 ノ 1 Ｒ 電 ｅ 誕 ｾ ｏ 1 2 1 ・2 0 5 7

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 富 山 町 4 1 ノ 2 電 Z畠3>1329・21師 2817

@  4 4 6 8  

タ

岡

株式会社 木 下 建 三 商 庖

大 阪 市 西 区 は 戸 姻 開 通 5 ノ 3 5  

電 話 @  5 4 0 8 ・5 4 8 6

株 式 会 社 久 保 商 底

大 阪 市 北 民 真 砂 町 5

電 話 @ ω 01- 8 ・ 岨 持 - 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 峨 江 上 過 1 ノ 3 Ｕ 電 鈴 ｾ 6 1 6 1 - ・

日 東 物 産 株 式 会 社

本 牡 ・ 名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  電 話 ⑮ 6 17 6 - 9'

u. 出損所・ 帥 串 刑 竹 摩 町 2 7 電 Z証:i) 2  2  0  1 ・2 3 6 0

合名会社 利 倉 主 主 商 后

大 阪 市 南 区 長姻 橋 筋 2 ノ20 (道釧姻電悼附)

電 話 ⑮ 伺71- 2・但 71 @ 両 個

京 郵 嘗寝 所 京 都市中東区河原町斑711下ル 電 ｉｾ @  3 2 7 7  

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 絹 筋 2 ノ 3 6 電 信
青 盛 建 材 株 式 会 社

本 祉・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8 電 話 ② 2 2 8 1 -・
岡 山 ・岡 山 市 東 国 町 3 電 腕 l ) 7 9 1 1 ・8 1 6 9

福 岡 ・ 椙 岡 市 万 行 寺 削 町 1 4 電 話 ③ 122 5 - 6

@  3 2 8 6  

和

弁 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 民 荒 田 町 1

電 話 ⑥ 2 6・7 ・2 1  ， 0  

関西三星タイ ル会員

石



Je脅

RIfi( .ノ ナ デ ロ ン J ウ

東 レ ナ イ ロ ン 絞髭 ・鍛通 lま100%スパン

ナイロ ン糸移f電用し たもので・摩擦に強 〈

・弾 力性に富み ・吸豊性が少なく

・虫の害を全く 受けません

E E :  
議戎童毛・来段ミ量

このほか価格低廉な 100% レーヨンによる

東レカーペット も好評を降しております

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社 完売元( 株 ) 泉 商 会 大阪市北区京官 I iZf:??と;

ピニ デラ ァク ス は 当 社 の 技 術 陣 が 久 し く 鋭 む研 究 を続 け て

完 成 した 新 しい型 の 合 成 樹 脂 ラ テ ックス ペ イン トで ，他 の

ラテ ック ス ペ イ ジ トl乙比べ て ， 多 く の 優 れ た 性 能 を も っ 品

質 優 秀 な アクリノレ系 合 成 ゴ ム を 主 成 分 と す る 布食料で す 。

ピニテ. ラ ック ス の 用 途 は 主 lζ コン クリ ー ト ・モ ノレタノレ ・プ

ラスタ 一面 な ど の 塗 装 に 好 適 な徐ーが|で ， E;l: 築 内 外 部 用 主食料

と し て発 売以 来 好 評 を 博 し て お り ま す。

・ピニデラックスの特徴

園 作業性が非常によい

ノ、7 3トノミキが JI '常に軽く ，乾燥 も普通 のエマノレ ク ョy""' : ' イY ト

より速く て， 作業能卒 t.，i よろ しい 。

・ 耐久力がよく' やけ M がない

アク 3 ノレ 系合成ゴムを主成分 とするため，イ也の ラテ ックス ペ イ

y トにみられる ' やけ・がなく ，耐久力に佼れています。

圃 耐水性 ・耐水洗性がよい

乾燥塗膜は非1Hに強1l籾てイ袋水性があるため耐水性がよく . Hに

塗膜が汚れたときには石総7kでおt うと ，たやすくきれいになり

ます。

園 優雅な光沢 ある{ 上ヒり

主色而はエマノレジョ Y ペイ Y トに 見 られない優雅な光沢がありま

す。

・ 付着力がよい

コテ仕上のよい 平滑な塗面や ，ハ「ト プラ スタ ー，調合 ペ イ y

h塗面にもよく付着 し. ν ー卜状にはげることがありません。

・ 耐薬品性がよい

耐ア リカ リ性が強< ， f ，f . 簿な酸にも耐え，又カピが生 えませ ん。

・ 色見本; 付カ タログご希望の方は当社宣伝課 Z 係までお申付け下

さい。

正=宇弓nま

4彊 み 関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社

'  大阪市東区伏見町 5 丁 目



原 子 力 利 用 施 設 特 集

表 紙 デ ザ イ ン 村 尾 ｾ＠

写 真 ・大阪府立放射線中央研究所

本町fの一部

建 築 と 社 会

第 4 1 集 ・ 第 2 号

売 価 1 書官 1 8  0 円 ・送料共

昭 和 3 5 年 2 月 20 日 印 刷l

昭 和 3 5 年 2 月 25 日発 行

発行所社団法人日本建築協会

大阪市東区北浜 3 丁目 37

電話 大阪@ 9648・9649・9640番

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5番

編 集 人 松 井 昭 光

発 行 人 沖 田 誠 一

印 刷 所 抹 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

電 話 @ 2 0 9 1 - 3 番

印 刷l 者 網 野 栄

建 築 と 社 会

2  
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圃邑置E国・幽-書.

原 子 力 利 用 施 設 特 集 号 に よ せ て

佐 藤 太

今や世を挙げて原子力の 11を代となるの感がいたします 。一日と

して私どもの耳目に原子力という言葉の触れない日はないといえ

るほど急速かつ広汎に原子力の研究は進み，利用は広がり ，従っ

て原子力への関心が高まって参りました 。

すでに原子力は ，学究や軍備などの特定の壁枠の中 lι 在るもの

ではなく ，私どもの日常の活動と生活にきわめて身近いものとな

りつつあります。

原子力のエネルギ ー狐としての利用もそうでありますが，その

l i X 射能の工業，医療 ，はたまた農業方面への活用は誠 lζ 驚くべき

ものがあり ，新しい世代の人類文明は原子力によって開発進展さ

れ，その平和的利用によ って乙そ人類の福祉は招来されるものと

信ずるのであります。

しかしながら ，人類文明の起源が火を扱う乙とにあったが，そ

の火そのものも誤まれば，かえ って大きな災禍をもたらすように ，

原子力においても操作と施策によっては ，怖るべき不詳事を ・…

人類の似滅ともなる ・・ ・・を惹起すのであります。

乙とに ，わが国としては原爆の悲惨を体験しておりますだけに ，

原子力と聞くさえ耳を蔽いたくなるのでありますが，徒らに原子

力そのものを無知に危険視して ，世界の進運 lζ 遅れをとる ことは

許さ れません。

国力の増強と国民の福祉のため ，産業 l乙文化 lζ 原子力の恩恵を

敢然と採入れねばなりませんが，それには ，乙れが利用の施設に

当るものが ，予め充分原子力に対する知識をきわめ，綿密慎重な

高度の技術によって ，原子力の前途をはばむととのないよう ，絶

対の安全を確保する重大な責任があると痛感いたしている次第で

あります。 ( 鍛者本会浬1 )1 ・近畿電気工事株式会社社長)

=  

=  

=  

=  

z  

z  

z  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

=  

z  

=  
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' 圃幽-

大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所

設 計 大 阪 府 庁 営 繕 部

京 大 増 田 研 究 室

施 工 株 式 会 社 間 組

( 詳 細は本文参照下 さい)

綜 合 計 画 ( 慎 型〕

本館 ( 研究管理棟) . 南側より全最を見る

外壁軒裏 ・コンデリ ー ト打放し ゴー レッタス防水剤吹付仕上。

段 板 ・プレキャス トコ ンクリ ー ト製。 サ γ シ . エ アタイ ト式アルミ ニ

ューム サッシ ，無色アルミラ イト仕上。

21 
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大 阪 府 立 政 射 線 中 央 研 究 所

本 館

上 本館正面玄関廻り

打肱しコ ンクリートと

アルミ ニュームサッシによる パ ターン

下 本館傑準実験室内部 ( 化学実験室)

[1' 火廊下ゾステム ，南側 ，研究弔，北側 IC' )!

験引を立 ｪＡ ベ各部は ￐￭ ｩ 則自 Ｇｊｉｃ は 耐ＮＺｴ Ｇｩ ｾ ｉｃ よって

1111(1: 切ら れた 3 スパ y を占める 。

実験室床 ピニアスタイル。明 プラ スタ ー

天井 パ ーライト プラ スター 。疋 ItlI 可動問

{I: I:IJ キ 4 ピネ ッ ト。



大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所

別 館

上 別館 ( 講堂， 食 堂， 機織室) 。 守衛棟より

全景を: I t む

外 部 コンクリート 打政しゴーレ ックス吹付仕上

段阪 プレキャストコンクリ ートプ ロ γ ク

舗装，芯図工、) I A、完成。

下 別館内部。 ポーチよりホール食堂を見通す

ポーチ11，敷K 駅き 俊 夫 )j コンクリート打政

し仕上

ホール天井 本 '11; レーパーを過してト γ プサイ ド

よりの円快光並びに人工照明 1C よる保光を Jt る

ホール 左側廊J町立人 11 ，正1m廓食食入円

23 
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日本放射線高分子研究協会

大阪研 究所

股 計 京 都 大 学 工 学 部 建 築 学 教 室 増田研究室

施 工 鹿 島 建 股 株 式 会 社

( J F紛は本文参照下 さい)

所 在 地 大 阪 府 校 区 川 rli 大 字 三 井 508

敷地面積 約17，000坪

1. 綜合計画配置図

右 Ｓ ｬｬＱＡ は線諒並 ｉ ｃｾ 験 ｬｬｉＡ ( 内一棟完成)

上 部のkI!物は研究管理j)i[

左 7械 は研究訂アパート昨

2. 線源 ・実験棟正面外観

E軒袈コンクリート打放しゴー レックス

吹 付 仕 上

スティールサッシオイルペンキ仕上

3. 線源・実験棟全焼



築建館|日社
Aλ 

コ玉式株i境保命生本日

2  

てられたものと考えなければなら

ぬ。

(  3  ) 工 期 明治29年 (1896

年) 4 月27日起工式をあげ，明治30

年 2 ) 118日始めてエを起し ，34年 4

月 7 日上棟式， 35年 3 月上旬，起工

式以来ￌ￭ ｾｪ 6 ヶ年の歳月を経て竣成し

たものである 。 そ の 後 大 正 12 年

(1923年) 9 刀 1 日の関東大地長の

経験により ，木造マシサ ー ド屋根を

取り除き ，鉄筋コンクリ ー ト造の屋

根スラブとし，との際，名階床も鉄

筋コンクリ ート iti の梁， スラプと

し，銑鉄製のれも鉄筋コンクリ ー ト

で被額 した 。

( 4) 工 費 唆工11寺の経伎が

415，963円26銭2)' I I とな って いる 。

関野貞博士の明治31年 3 )J の日誌に

は

近 代 建 築 調 査 委 員 会 報 告

1 3  )-Jl 4日 午前保険会社工事見

秘りをなす。午後山本) ¥来る 。と

もに肋材計百Eをなし ，LIニ育Ij 2 時に

至る 。

3 月15日 前日 K 続き計算lζ 従事

夜に入り予算金額 22 万円を得ら

る。銀行の分「住友銀行が日本生

命|同館に入 っていた ζ の分) 4 万

円を加えれば26万円 となる 。」

とあるので，松初の予37' ーは26万円で

あったととがわかる 。いかにこの越

物が予算にしばられず，工事を丁寧

にしたかが苦笑せられる 。

(  5  ) 設 計 者 上様式線札( 第

l 図) κ よって本建物の設計者は関

野貞氏である 。事rr築掛筆頭の山本鑑

之進氏は余程| 対係深か った校総で，

関野博士の日誌にも

「明治30年 9 J1 2 日午後 5 11寺白雨

あり ，暑熱，u ; し午前 6 時半より新

薬師寺IC赴く ，午後 4 11寺山本君大

阪より来る保険会社玄関側石明細11

図及階段! 日] 和l区| 及階段攻寸図，空

気抜欽物現寸凶，北側非常口明細

図並ひ' IC側;r i現寸図を交附す 」

とあるように常に現場と ，当時奈

( 1) 概 況 本建物は 1959年

6 )J - 8 月に取り放しの. i l l i 命とな

り，現存しない建物であるが，取り

扱しの以前に災訓l したので，乙の実

測図等をとりまとめ報告する 。

( 2) 所 在 大阪市今繍 4 -J  

自にあ った。すなわち大阪心斎精通

りと今橋筋通りの交叉ー1.字路の西北

角の地を占めていた。心斎精通りは

南の難波よりは前 ｉｧｾ Ｇｬ［ ｪ としてにぎや

かであるが， ｾｴ のプ ｊ は ｍ｡ｩｮ St reet  

としての景観は，今は乏しし 〉。乙れ

はとの建物のた った後において邸筋

通りの拡張があり ，乙れが Mai n 

St reet  となり，後，御堂筋の拡張

があり ，現在は乙れがM ain St reet  

とな って， 日本生命のその後建築さ

れた建物は御 .: ;t: 筋に而しているの

で，現在の街路から ，I日] 治の '1'頃の

心斎橋通り を忽像するには， Jt} f 筋も

御堂筋も現;(Eのようにならない| 時代

である乙とを考えなければならな

い。ζ の: 在、像を適礁にすれば日本生

命 Illiiti は当11寺としては一等場所に述

今

夏

「

命

払

長

3

5訟

が

ι

管

s

h

制
品

F

L

札第 ｬ 図お ｾ

買J 2図 平 而 図

25 



円本生命保険株式会社旧館建築

近 代 建 築 調 査 委 員 会 報 告 2

良県i乙tf' l倣されていた関野時土との

述絡にあた っていられた綴子がわか

る。! 刻野博士は lリj 治 28 ｻ ｬｾ 市大卒 業

後，奈良県 lζ 奉職されつつ ζ の保険

会社の設計をされたのである 。現寸

図までも自ら製図されたととを考え

れ ば，真 lζ 心血をそそがれたもので

あるかがうかがわれる 。新築所顧問

に片岡安博士の名前がみえるが，片

岡' ] ; ; . 博士は明治30年帝大卒業， 日本

銀行 ｬζ 本 ｬｾ 放され ＳＲ 年片岡家の人とな

られ，義父片岡山iE[ 氏が口本生命副

ネ1 : 1 ミであった関係上，顧問となられ

たことと祭せられる 。

(  6  J 施 工 者 機キしによる lζ[1'1

日工引であったように苦笑せられる 。

(  7  J 構造概要 道路lui より 12尺

掘り下げ， これに生必杭長さ 12尺 末

115 寸のものを 1. 3 尺問 Iζ 配置し，

ill :，160買の重銭 i乙てnち 3 分 11:. り

にj J ち込み， 乙 れ を 水 平 IC切り均

し，のち杭頭よりさらに 2 尺の深さ

に抗1mを発出し ，Ti l 十を，<61' τJ又充

し， '11 6 . 5 - 5 尺 ，高さ 4 尺の了宇メ

ントコンクリ ー ト礎ｾの上 ｬζ 地盤而

に述する迄，上 勺 おb 必:t.J! i瓦 i玖ノ'1<1，1

1/ 140 以下のものを築いて地下工事

をほど乙しである 。

乙の地下工事の上に j也撚 I(JI より 3

段:t.J! ilCをも5み上けγこ後，全体 lζ 石 盤

石を放き均らし，iii 気を IYi ; ぎ乙れよ

り仁は上等 'Wi 瓦吸水率1 / 100 以下の

もので築き上げたものである 。 乙れ

て ｴ［［ の外壁およびｼ州Ｚｾの煉瓦壁は耐 Ｉｊ

E笠であって， 乙のE主体! こ . i J 向延岡

EEの必材の床梁，般太を掛け ，床 は

絵材によって構造されていた 。

'1' 火階段( ! ; f52 匡|ノレ) は 111 5 尺 で

1 J9，iiより 3 階に述し ，全部大阪汽11工

会村製の鉄材をも って組立て・

1' 1二を月] 0 > ず周壁lζi f} うてラセ γ 状 lζ

段階して上る装[ 斤とし， その rl' 央 IC

Ｚ＼ｘＡＺ ｉｉｾ 製Ｈ ＿ Ｉオ ー チス会ド ｬ 製のエレ

ベーターを備えた 。
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第 6 凶 外 観 : J ! 測 図

n 本 生 命 保 険 株 式 会 社 111 館 辿 築

第 7 r叫 外 観 ' ) ! 副IJ 図
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日 本 生 命 保 険 株 式会 社 旧 館 建 築

近 代 建 築 調 査 委 員 会 報 告 2

(  8  ) 設計上の問題 関野博士は

術大卒業後直ちに日本生命の設計K

I刻与し，現寸図迄もひかれ，その他

日;IEによるに

「砂j 治30年 9 月30日 午前哨午後

411寺より雨

午前 7 11寺47分の汽車 l乙て大阪に赴

く，保険会社新築地形工事の ため

隣接せる酒造保険会社の家屋に多

少の損害を及ぼしたるを以て該社

より非常の苦情を持山し往復談判

イ* - 1 . 必皆不調となりたるにより ，わ

が会社より余 l乙隣会社の家屋修繕

の設計を なさん乙 とを依頼せら

る。乃同会社K :' :Eり日IJ 支配人法学

士林外来雄氏lζ 面談し猟山本君と

修絡設計l乙関する諸般の打合わせ

をなし午後帰宅食後; 1 ( [ 辺参事館を

訪ふ」

とあるように ，わずらわしい交渉に

もl刻勺されている 。設計は Jミくまと

まり ，jilI 然 とした欧1州'l' liI のノレヰ、サ

ンス式で，乙れに配するに近東風の

ｬ 沫わいがある 。 Ｈｾｾ 8 岡，!tI 9 図，

第 1012( 1参照)

(  9  ) 設備上の問題 エレベ ータ

ーを設備した乙とは大阪で 若手早か

った。乙れについては ，

「…ー…ー そこで大阪近郊から商都

買1 8 図 第 3 階 写 真

最初のエレベ ーターを設 (ll1i した大建 茸1 9 悶 第 2 階 写 真

物をわざわざ弁当持ちで見lζ 来る人

さえ多かったといわれている 。 ーJ

と間社社史50iel三年火 lζ でている 。

( 10) 一般社会的事項 日本資本

主議上外期の初期にたてられたもの

である ζ と，長期投資の生命保険業

を悦んだ乙と ，副社長片岡 l白鼠氏の

先見のＡ日 ｪ が ζ の主ｾ物を光Ａぷせしめた

ζ とて5・は特: 1HC111'(する 。

本文を記草するに対し，京大教授

ｼ刻型ｪＭ ＵＧｾ 博士にはいろいろどお導 ｬζ あ

ずかり ，質重なる 1llf ( j 似| および貞博

士の御口誌複本をf白J 1  j え下さった乙

とをFZ く! 惑訪れ〉たします また日本

生命の社民: 編集室の長谷川茂夫氏，

中総恒一氏に厚く感謝し 3 たします。

( 大阪工業大，、? - l VJ救 佼 堀 口甚 吉)
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東 本 願 寺 同 朋 会 館

股 計 財 団 法 人 建 築 研 究 協 会

( 京大工学部内〕

施 エ 東 海 興 業 株 式 会 社

樽 造 鉄筋コンクリ ート. 3 階l l . 屋以

瓦 J卦

函 積 l 階 913.04平方米

2 階 948. 34 "  

31l!'i 766ω n  

合計 2628.28平方米

高 セ、F f¥I! 向 17.07米

収容人貝 500名

E の泌物は . Ｎｾ次大谷派 Ｈｗ 本願寺Ｉにおい

て，明春行われる級官官型人 7百回御i卓忌 IC因む

記念事業のーっ として，そのトップを飾る 計画

が実現 したも ので ， 大きな和風ｪｊＡ築を鉄筋 ｾＧｉＡ 浩

で仕上げたと ζ ろが注目されている 。

rr: 都の本山へは ，年 々十数万のj . J 徒が全国から

会搾と事 仕とを ｊｾ ねて上山される が ， それらの

人々が祭桜で i /lMその他の帯仕のあと ，法府を

聴き信仰を深めるための . l ! i 正lをJ転ねた研修の

近場であって ，外観は自由な形式の古代様式，

内容は近代設備を充分に 備 え た 機 能 的 な II 物

で，常時 5 百人を収容できる明ながある。

3 階回廊より Mi を} 民望する

3 階大講堂内部

外 観

I  3 町 図

1. 議 室

2. 仏 澄

3.  m 泊 宝

4 廊 下

5. パルコ ニー

2 階平面図

L ホ ー ル

2. 講 義 室

3. 講 師 控 室

4. l i ' i 泊室

5. 廊 下

6. パルコニ ー

1 階平面図

1. 玄 関

2. ポ 務 室

3. 応 援 宝

4. 保 養 室

5. 浴 室

6. 腕 房

7. 食 堂

8.  1;' ;  ir; 室

9. 廊 下

10. テ ラ ス

3 階
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住 み お れだ

京の才1だおれ，大阪の食いだおれ，J f 京はたしか廠 き

だおれだ ったか。何れも ，それぞれ市民のけちな根性を

表わし たもののよう だ。中でも大阪の食い だおれは，ま

だ好ましいのだが。とζ ろで住みだおれと いうのはない

のであろうか， と私はかねてから考一えていた。

先般，欧州を旅して， ミラノにおいた JI寺， どのホテノレ

も満員札留でー途 J j lC くれた末，案内所の世話で似人の家

に泊めてもらう乙とになった 。行ってみると高間のアパ

ー トで，その室内の立派な ζ と，柔かい ベ ッドとソ ーフ

ァ，机も fR物も豪華で， 装飾も私zよく ，万平至り尽せ り

である 。お上さんの内戦で， ときどき部屋を貸すらしい

が，IUI けば主人は鉄道 l乙勤めているク'J 働者，正 lζ 小庶民

である 。 米政とも ， 衣は粗末 ， 食も ｦ ｭ Ｊｾ らしし Ｓ 。 しかも

{  i はIEIζ 主役級である 。ベノレリンでも ，組衣11災生前IC

拘わらず，{i は な か な か の ものであ った。住みだおれ

が，われわれの開 りにもそろそろ現われてよさそうだ 。

( Os)  

30 倍 を 造 る も の

TP: ペテ ロ寺院のド ームと閉じ 而杭を，われわれはその

3 9Eの重 さの鉄筋コソクリ ー トで包む乙とができる 。大

社造りの苦から今の9 J t 売り住宅まで，建築は化学やエレ

ク トロニクス lζ 較べ るとほとんど進歩していない 。 ζ の

39ZなどましなプJ である 。

停止している社会では人は{ 食料 lζ 従っ て公式通りに生

きて行ける 。他より進歩が入 ってきて今まで絶対的と思

っていた規則が磁波されると驚きはするが. {司-hF もf吾

らず何事も忘れない' 人々はまた天下りの公式を求めて

そ ｾ Ｂｌ ｉ ζ Ｑ￬ｴ う 。

m築' f i でも公式主義と縦威 fl ，，1亙を陥れて， ｮ ＺＮ ｵ ｣｟Ｉ，ｾづ

く平IJ i1-ir;!J と新らし l' 創造性を育てたいものである 。それ

がまた30倍以仁の進歩を造り出してくれよう 。

( HK)  

m 

建 築 の 国 境 線

Ｒ Ｐ Ｚ ｱ ｾ 以上も ￭ｩｬｪ の乙と だ が ￬ 出 ｬ 鮮ｼヰ抗の 豆 ￬ｬＺｴ￬ 江 ｪ ぷ ｬζ 立 っ

て両側の民家を兄較べたとき ，i"I - JfJ j で，椛J s J型式が違

うのに驚いた o ＧＩｾｉｾ さはもちろん変りがないはづだが ， 満

州 ｈｗｊ はｾ［ｬ ｩ 瓦 ｩｴｩ で見るからに耐来的なの ｋ 対し ， ＡＺｩｊｬＡ ，， ｾｦ ｊＡｬ ｊ は

木造塗と唆で全くフ、てそうである 。 JT. Iζ 雨プJ ;系主主築と 北方

系のそ れとの対 lui 場の観があ った

先頃，北(!'.t.)l lhr; ilζ 同行した新IUI 記者が，平法ではi;l t瓦

ii !iの集合 fi: 宅がドンドンできていると報じているが， と

れは北鮮全 ｦｾ［ の民 家 を煉瓦 ｾ ｪｲ￻ｴＩｮ ｴ 築 とするよう考え方

を変え たものだろうか。もしそうだと すれば総築の国境

線が南へ少し移 った乙とになる 。主1¥築的 lζ いえばそれが

本当だ 。

以後北海道の{_j 宅も ，rr:t ii :州の終験を生かしてか，従来

の木造から プロ ック造などの耐不法築 lζ 変りつつあるそ

うだが，大体出プJ 系建築をそ のまま 北海道まで持ち込ん

でいたのがおかしいので， i l! 'liV(1ょ献を南北系建築の国境

線に する のが本当だろ う。 (Yr )

30 

団 地 に い ろ ど り を

モデノレｲＺ ｊｈ 也とのととであ っ た 。 主 ｩｬｩ ｾｩｈｃ 沿 っ て｟ＡＮ ＧＭｌ Ｈｉ い

れが規則正しく立法んでいるのが， Iをひいた よく見る

と柱の級ノじ l ζ32ばらが気息えんえん，仁1-'1ζ はwuζ 針ばら

lζ 化けているの もあ る。ポーノレ一 門、 IC咲き乙ぼれた災し

い; ; : 観をZEしく :t! . l f 忽するばかりであ った。計Il lJ i /!i' の芯凶

が生かされていれば どれだけ ｉ ， ｾＧ ｌ 主将の生活によ ろ ζ び と

うるおいをりえることだろう 。 せ っ かくの芝生がＤｦｾ 革 闘

となり生 脳がお ｬ ｩ ｾ 品 ｩ と ならないように ， 団地の環境の竹｝型

IC も今少し公を配 って1 ! I えないものか。造凶は後の 1 ， 

2  ｻｉＺＧ のゲ ｄＺｬｩ が大切である 。Ｍ ＩＮＨＮ［の盤。 ｭ ができれば ｉ ， ｾＧ住者

の愛'I，'i によ って卜JI地に四季とりどりの花を咲かせる方法

はいくらもあるとおもう 。せめてあのポ ーノレを花で' 包ん

でー段: その反応をみていただきたいものである 。花より

団 f という人が あるかも知れないが。
、
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原 子 力 手Ij

藤 井

1  わ が 国 に お け る 原 子 力 利 用 施 設 の 現 況

昭和25年秋米国からアイソトープがはじめて輸入 され

て以来 ，その利用が医 ，12，理. 工の分野において行なわ

れていたが，昭和3 0年にわが国でも全面的に原子力の平

和利用を推進する乙とに政策が打ちたてられ，その後は

ま乙とにめざましい勢いで発展しつつある。すなわち荻

城県東海村日本原子力研究所における研究用第 1 号原子

炉 ( JRR- 1  ) はすでに昭和32年 9 月に運転を開始し，ま

た研究用第 2 号原子炉 ( JRR- 2) も近く完成する予定，

研究用第 3 号原子炉( 国産第 1 号炉) も建設中である。

すでに新聞紙上でたびたび論議の行われている英国から

輸入 されるコ ノレグ ーホール発電用原子炉もそのうちには

着工されるであろう。一方アイソトープを利用する諸施

設としては東海村日本原子力研究所の諸施設のよう K 大

規模なものから， 大学と か民閉会社の工場に附属した非

常に小さな施設まで含めると，全国でその数は 833 にの

ぼり ，乙のほか病院，開業医などで診療用 ( C用いられて

いるアイソ トー プ利用施設まで入れる と，数の点ではわ

が国は まさに IJ l 界で有数のアイソトー プ利用施設保有国

になりつつある。

原子力利用施設と一概にいわれているものは，いわゆ

る原子炉施設とアイソトープ利用施設に大別する乙とが

できる。原子炉施設とは原子炉を収容する建物および乙

れに関連した諸胞設でーあって，原子炉を収容する建物は

原子炉そのものと一体になっており，原子炉を設計する

当初から原子炉の一部として設計されるのが普通であ

る。乙れに反してアイソトー プ利用胞設とは，アイソト

ープを1 m，ｊｾ ， 工などの各分野の研究，または医療など

に利用する際に用いる施設であって，普通の研究室や工

場としての機能のほかに，アイソトープを使用するため

lζ 必要な特殊の注意を加えたものである。

しかしまた一方から考えると ，原子炉施設にしてもア

イソトープ利用施設κ しでも，特κ 問題になる点という

別立 ｦ 乙れから砕射手れ予ｾ射線』 ζ 対する 障害防止にあ

用 施 設 と lま

正

るのであるから，原E量的には同一である。ただ一般には

原子炉からは大量の放射線が発生し，また事故のときは

大き な災害を生ずるおそれがあるのに反し，アイソ トー

プ利用施設では乙れに比 して危険度が小さいという違い

があるに過ぎない。事実，小型の研究用原子炉はそれか

ら発生する放射線は大型の荷電粒子加速装置よりも却 っ

て小さく， ζ れを収容する建物はアイ ソトープ利用施設

と全 く問機な方法で計画されている。ただしかし乙のこ

とは平常ICiill 転されている場合の話であって，加速装置

では ｾｩｩ￰ 尽 さえ切 れば問題はないの に 反し，いかに小型の

ものでも原子炉と なれば，事故|時には相当に大 きい潜在

的勢力と危険性アイソ トープを内蔵している乙とは考慮

に入れておく必要がある。

2  原 子 力 利 用 施 設 と 規 制 法 律

原子力に関する諸法規のもっとも根本となるものは

「原子力基本法J ( 昭和3 0年法律第 186 号) であって，

その粉布11にのっと り，原子炉lζ 関しては 「核原料物質，

核燃料物質及ひ' 原子炉の規1I11]1C関する法Nt j (11日和324'

ｴｈ ｬｬ ＿ｦｾ＠ 166 ｾＭＩ＠ ，またアイソトー プに 関しては 「放射性

同位原業等ーによる放射線| 埠答の防止に関する法llt J (II/:l 

和32年法11l 第 167 号) によって規制されている。後の 2

者はそれぞれ「原子炉規制法J 1- 放射線障害防止法」と

略称される。

さて，原子炉を建造したり ，あるいはアイソ トー プを

使用するときは，すべて乙れらの法律にしたがった手続

をふまなければならないが，原子炉の場合はその許可が

特月1JtJ 委員会の答査によっ て決め られるの に反し，アイ

ソ卜ープ利用施設では，乙れを許可する基準が放射線障

害防止法によって決められている。以下乙 ζ では アイソ

トーフ。利用施設のみについて簡単に説明してお乙う。

放射線障宮防止法の第 3 条K よれば，アイソトープや
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放射線発生装置( ファンデグラフ，サイクロトロン，ベ

ーター トロンなど，現在では XJ ，I i ! 発生装自は除かれてい

る) ，および放射線照射器具Ｈ厚み計，被 ｩｬｩｊ 汎，柏 Ｇｾ Ｇ ｈ ｉ

なと‘で装I l i I i されているアイソトー プが 100 mc 以下のも

の) を取扱う K は科学技術庁長官の μ午可がいること κ な

っている。この許可をねるためには，その駆類や{ 史汀J tl

のほかに，これを使用する lζ 裂する施設の位置， 柿造，

設備手筈いた申請書を t討さなければならない。そして同

法の第 6 条では，科学技術庁長官はその施設が適当であ

るかどうかを政令に照らして検討し，許可を与える ζ と

になっている。乙の政令は「放射線障害防止法他行令」

Ｈ ｬｉ ｩｬ 和 ＳＳ Ｑ｟ Ｑ ユ政令＿ｬＧ ｾ ＱＴ 号Ｉと呼ばれるものであって，それ

ぞれの胞設が，放射線障害防止の観点から十分の性能を

有するか否かを決めるために必裂な各種の法俸を示して

おり ，建設技術的に非1p;'ζ 関心の深いものである。乙の

施行令にはアイソ 卜ー プ利用胞設を設計する上 lζ 注必; し

なければならない具体的事項も相当に多く決められてい

るから，乙の極の胞設を設矛|建設する lζ 当っては ，乙の

政命をまづj11ーによ く研究しなければな らなL 、。

3.  ア イ ソ 卜 ー プ 利 用 施 設 に つ い て の建 築上 の

問 題 点

こ乙では原子炉に関するものはー先づ除外して，アイ

ソトープを平IJ川する施設の みに 限 定 し て 述 べ たいと 思

つ。

これりの ｬ 泡設を設計するにｾって［Ｚｮーに与えなければ

なりないことは，それがどのような目的を持ち，またど

んな極瀬のどの程度の危険な作業をするかを凡究めるこ

とである。すなわち使用されるアイソトープの極類およ

びiii ，その使用法が比較的安全なものか，あるいは作業

者 l乙害を与え幼い種類のものかどうかなどである。乙れ

』ζ よって危険の極矧も程度も大きく異るので，間j起点も

したがって巡ってくる。まず目的で大別すると

1  ) 放射線照射を目的とするもの。 これは uoCo や

J 3 7C S，またはファン ・デ ・グラフ，サイク口トロン，ベー

タ? トロンなどの， ｦｾￍ 屯粒子 Ｉｊｮ［ 単純設な どを放射線 Ｉ ＱＺ 日射

の目的に使用するものであって，放射線に l爆射される危

険がJlo'i早川ζ 大きし、。しかし 60C O や J 3 i C s などの放射線

訴はすっかり被援されていて，これが粉末になったり 1]<

lこ溶解して外部に漏れ出る乙とはなL、から，胞設内郎が

よごれるとか，呼吸ゃあるいは口を通して休内に摂取さ

れるおそれのないものである。乙の場合は，放射線の遮

蔽のみを考えればよしアイソトープによるよごれにつ

い ての ｾｾＧｊＮ ｉむは払う必妥がな ｬ 、。したがって問題点は，放

射線の j! f f 由主である。

2)  トレーサ一実験を目的とするもの。 そもそもア
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イソトープから欣射される放射線は a 総，s 総，r紛が

主なものであって，その中で r 線は )10'1官lこ逃似する乙

とがむつかしし、。乙れκ 反して 白線，戸線は比較的容易

に遮蔽することが出来る。 トレーサ一実験には主として

s  ｴｊｾ 政斗州、が伎 ｊｔｊ されるが，場合によっては 目 線 ， r 似

のj次品I休もf f J ，、られる。しかし r 線放射休でもトレーサ

ーとして用 いるのはt?通は極く少品であるか ら， トレー

サ一実験では放射線の泌蔽はそれ程大きな問題にならな

い。けれどもこのときはアイソトープを棋のままで使用

し，各騒の化学的操作を行 った り動物や組物 iζ 注入した

りするので，アイソトー プによって実験室の! ふや机な ど

を汚したり，あるいは空気や1]<の'11
，ζ 泌入して乙れが呼

吸や口を通して体内 lζ 入るな とのf6: 険がある。乙とに後

者はアイソトーブ。が体内 lζ 沈ぶして永くその苦を及ぼす

の で だ に 豆 大な問題である。

したが って トレーサ一実! 換を目的とする胞設の問題点

となるものは，

。) 胞 E没内111"1( 乙汚染を起さないようにする乙と，また

一旦起したときは Ｇｩｦ￞ ｾＧ こ 除去 できるよう な配慮が行なわ

れている こと。

b ) 宅内の空気合 γ イソトープでir;. さないように ，ま

た外郎lこも汚れた空気そ 11'1 さないように B没，Hされている

乙と。

｣ Ｉ 汚れた ＧｊＨ 応外 ｲｾＱ ｳＨこ［Ｑ ＧＱ さないこと。

3  ) 非常に強い放射線を出すアイソトープを処理する

施設 ζ れは) I. {{I.けや トレーサ一実験を日 的とするもので

はないが， ｊ 見 ｬ 寸乙炉の ｪｾ 川済燃料を化学的に処 ｪｬｈ ずるよう

な場合であって， )1・常に強い放射線を iUしてい る物質を

j削及うのであるから遮般がA:t! なii¥l組であるばかりでな

く，化乍的操作に よって極めて大きい汚染が他ずるおそ

れがある。乙のような施 t没は一般にホットケープ，また

はホットセ J レと呼ばれており，厚いコンクリート5 ! で12

われた il 心。〈状の室で，外部から 7 ニピユレークー ( 7 ジ

ックハンド) などで法制{ 栄作を行うようになっている。

わが| 司では今までは原子。 t からの侠川前燃料を収倣う

段階にいたっていなかったが，だんだん山子;)} iができる

ようになるとホットケーフＧの数も ｗ Ｚｽｊｉｉ するであろう。ｾ

イ正では点海村の 11_.j -:)J;l f ) J 研究所でU: ，め いのも のが1I f { : -

のものである。この利一の}j在設はわが国では全く未経験の

もので，問題点は非常に多く，かつ難しい。

4) アイソトープを利用した器具被械をm: t &う施設

たとえばアイソトーフを利用した液ￏＨ ｩ￭ｾ｣ ｬＧ ， )予 l};n その他

工場なとＮで紙く間払に使用されるＨ，ｾ只 ｬ 相成矧を没 ｩ 泣した

建物も やはり原子ノJ 利用施設の一五f( とil i l市 j にはJ5- え

られている。しかし乙の場合はｦＺｾ兵伐械そのものがアイ

ソトーフによる f丘| 倹のないように E花，;1 されているもので

あるから，火災なとの ・J( 欣を除けはまず心険はなく . し

たがって総設の B没，l I としても大した1111組点はない。



以上， 要するに問題点となるものは

( 0) 放射線の遮蔽

( b ) アイソトープを含んだ汚染氷の処理

(  c  ) 放射性の陸攻，蒸気などを合んだ空気の処理。

( d ) 姶物の床や壁がアイソトープで汚染されたとき

の対策

( e) 防災安全設11111. および非常時の対策

などであって，仕事の性質によって ζ れらの全部または

一部が特に問題になるわけである。

乙れらの問題点はほとんど全部，われわれ建築の分野

の技術者にとって未経験のものであって，新たに研究さ

れなければなら なし、。また乙れを解決する方法は建物 自

体の構造や. Il f . j - 属した建築設備を適当 lζ 設計施工するだ

けでは十分ではな く，敷地の選定や建物の配置計画にも

関連しており，特lζ 建築設備のしめる主: 別立が非常に大

きく なっている。

4. 放 射 線 の 遮 蔽

放射線を施設外KI Uさないためにも，また作業者を放

射線から保護するためにも，乙れをil 主似しなければなら

ない。それでは一体どの程度lζ 述献すればよいであろう

か。その解答は容易であって裂するに作業名1乙対しては

外部照射の最大許容度まで，また外部の一般公衆 lζ 対し

ては最大 Ｎｩ 午ｾｾ度の Ｑ Ｏ Ｑ Ｐ 以上の被 ｉ 艇を与え な いようにすれ

ばよいのである。しかし実際問題はなかなか面倒であ

る。

外部照射の最大許容度については詳細な説明はずT附す

るが， 術! t 1 ' i ' 理を受けている作業者ーには 1週間{ζ 300

mrem 以上の被;爆を与えないようにする乙とが現在の法

作で決められている。また一般公衆に対しては，乙の価

の1/ 10以下にする乙とが要求されているから 30mrem/週

という乙とになり，乙れを線虫率』ζ 換算すると居住区域

に対しては，

30/ ( 24 X 7) = 0 . 18mrem/ h  

作業場内の一般の従業口がいる場所には

30/ 48  =  0  .  625mrem / h  

以上の放射線を出す乙とは許されない。

しかし胞設内では作業11寺聞の長短によって被爆品を変

化できるので，一作 K 級 品 率を決めるわけにはし、かな

い。たとえば極端には毎週 1 時間しか作業しないよう な

場合には 300mrem/ h まで許される乙とになる。しかし遮

蔽施設を設計する原則としては施設内では

300/ 48 = 6 .  25mrem/ h  

を係月] すべきである。

また線 ｩｊＩＭ［ｩ から距離をとる乙とによっておｾ益率はその Ｒ

A で減少するのであるから，必ずしも誕依監が上記の性

能を有しな くても近寄らぬようにして迷蔽 と同じ効果を

得る ζ ともできる。乙の時は柵などを作唱 てその中lζ 人

が入 らないよう K しなければならない。

最近国際放射線防護3委員会 ( 1CRP) の新勧告にしたが

って 1 ｾｲ 間 の ｩ 泌身、 ｊ ｦｩｬＺ を Ｕ rem に改J l . しようという限速が

ある。これによると上記の値の約1/ 3になる。

一般にコンク リート 等を遮蔽lζ 多く用いる が，そのl立

さはある程度計算で求めら れる。多くの場合相当に厚い

墜が必要と なるので，とれらの施設を半地下や地下構造

として壁の厚く なる乙とを避け る場合もある 。次頁の図

ｉｃ 各種の材料の必要ｾ厚を示す 。 遮 蔽コ ンク リート に つ

いては日IJの説明があるので省略する 。

照射室，配分室， 貯I銭室等iι は法: 蔽: 容と遮似)jj lが必2 f

な場合が多い。臭化! l l i 鉛溶液や鉛ガラ スを用いた窓を通

じて直接IC内郎を見ながらマジッ クハンド等を用いて操

作す る。鉛ガラ スは従来は輸入 されていたが，国産のも

のも得られるよ うになったので，最近の施設には全部国

産の鉛ガラスが用いら れている。

i堕蔽扉についても周辺部からの放射線の漏洩. . 1 # の重

量が大きい乙と [ζ 対する 処 置等のむずかしい問題があ

る。一般に州製扉. 銅製怜の間κ 鉛，鉛側，または重量

コンクリートを充駁した扉等を用いる。多くの場合ES気

または ｾ ｨ ｽ｛ でが ｪ かす。 ｦ ｩ 町 絡も 相 当高く な り ， nl 1VJ式のも

ので数百 )J 円を裂する。

wのかわりに照射室の出入口に迷路を用いることがあ

る。またダク トが遮蔽較を貫通する部分にも迷路を用い

る。 ζ れの設 ｾｉ Ｇ ｉ こは放射線の散乱が問題になる。また強

い政射線は小さ な目立聞などから散乱して漏洩してくる。

乙れらの対策はなかなかI面倒であって，いろいろ研究が

行なわれつつある。

5.  放 射 性 慶 挨 や蒸気 等 を 含 ん だ 空気 の 処 理

原子炉ーの一部，原子炉の燃料や生成物を処理する工

場，その他アイソトープを取倣う 化学実験室，ときには

トレーサー実験室においても，放射性のガスや蒸気を先

生したり，あるいは j氏射性の腿淡を発生するおそれがあ

る。( 乙の室を施行令では「作業室」と呼んでいる) 。

乙のよう な必物では，換気』ζ よってアイソ 卜ープを含ん

だ空気を必ず処理しなければならない。

換気には 2 つの目的がある。; : ( l 1 は室内で発生した汚

染空気をお| 除 して室内を清浄に保ち，そ乙で作業してい

る人員を障害から保設する 三とであり ，?f S  2 は汚染空気

を適当な処理装置に導き汚染を取去るとともに，検査し

てイ了I' {- でない乙とを椛めた上で外界にお1' 1' 1¥し，一般の公

ｾ ｉ ［Ｇ を Ｑ｜ 万 ￜ Ｎ Ｎ する乙とである。

このために胞: 没内の人が常時立入る区域は ， Ｇｩｾｾ Ｎ にその
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--
ａ Ｚｩ 線源からｾｩｍ￮と反対側の遮蔽体表面 ｩ までの距般 Ｈ｣ ｭ Ｉ

。OCo か ら の ガ ン マ 線 を 滋 献 す る の に 必 要 な 各 邸 泌 磁 体 の 厚 き

中の空気中に合まれているアイソトープの濃度が最大許

容空気中波度以下でなければならず，施設外』ι 放出され

る空気は，その排出 口における濃度が最大許容空気中濃

度の 1/ 10以下でなければならない。

ζ の最大，1Ft ; : 空気中濃度の 1/ 10については少々問題が

ある。すなわち施設から排出される空気中のアイソトー

プの濃度は決し てＱｴｾ Ｎ，乙一 定なもの では な く ，変動 してい

る。 したがって乙の濃度が瞬時的の ものであるか，ある

いはいくらかの期間における平均値であるかによって胞

設の設計が全然巡ってくる。人体がアイソトープをHt l &

する乙とによる被害は ，これが休|付 におfJUされるために

生ずるのであるから，半均値でよい何である。しかし従

来の前記の法11¥では瞬間他が最大 /1 作濃度の 1/ 10でなけ

ればな らなかった。乙の点は恐らく近く半均値を深川す

る乙とに改正されるように なるであろう。

また古i]述の ICRP の改正によると，最大許作空気中濃

度も従来の約 1/ 3 になるが，上記のように半均値をとる

乙とに なると ，却 って施設設計上は楽に なる。

換 気 方 法

上記の目的を達するための換気方法としては

(  1  ) 汚染した空気はなるべく建物の- ) ' $ ( 乙局限するよ

うにし，ほかの部分 lζ 流出する乙とを防止する乙とが

戸切である。乙のためには汚染ガ スや蒸気の発生する
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作業はフードとかグローボックスの内部で行い，その

中を充分に換気して実験室K 逆流しないようにする。

( 2 ) 建物の内郎の空気は慨してアイソトープの濃度が

大 さいから ，内部の空気は外界』ζ 絶対に漏洩しないよ

うにする。乙のため ｬ こは，他 物内は外界 に対して ｾＷｙｴ ζ

負正になるよう lこする乙とが必要である。普通水柱

0. 5 - 2 mm程度のu圧に保持する。

( 3  ) 上記の最大許容泌皮』ζ 室内を保持するためには，

誤っ て放射性ガスを室内に漏洩した よう な場合も考慮

すると ，相 当な侠気並が必要になる。給気は全部X f r INf.

空気で行い， +ヰi活保は一般にはしない。また建物|付の

主の配置や侠気系統も適当 lζ 設言十して空気は低 レベル

の区域から J:j レベルの区j創ζ 必ず流れるようにする。

(  4  ) ダク トの内部は汚染空気が流れるのであるか ら，

特に気衝に胞工して漏洩のないよう にする乙とと， ifiH 

蝕性の材料を用いるか，または耐蝕性塗装 材 料で被ｾｾ

して，1街創! 性のカ、スや蒸気l乙耐えるようにする。また

内部は汚染 したときに洗浄した り， あるいは取換え る

ことができるよう な構造 とする。

Ｈ Ｕ Ｉ 最大 ｾｩ ｬ Ｚ 作波 度以上の汚染した空気を外部に封ｼ出す

る際 lこは空以フ ィノレターを用いてit' 過 しなければなら

なし、。

従来ムl ! 築物の換気や宰気調和の際』ζ 用いられてきた



空気フィルターは，一般にが' 過性能も低く，また 1 μ

以下の小さな座挨を取去る ζ とはできなかった。しか

しアイソトープを取扱う実験室からの排気をP 過する

ためには， もっと高性能のものが必豆ーである。最近は

高性能空気フィ J レターが研究されて， 1 μ 以下の鹿竣

lζ 対しでも 99 .996以上の効率を有するものが用いられ

ている。

6. アイソトープで汚染した水および固形廃棄

物 の 処 理

アイソトープで汚染した水は蒸発，沈澱，貯溜，イオ

ン交換等の方法で処理し，その濃度が最大許容水中濃度

の1/ 10以下にして排出する。僅少のアイソトープを使用

している施設では多量の水で稀釈 して放流している場合

が多いが，原則としてはできる限り何等かの方法で浄化

して，やむをえないもののみを水で荷釈すベ、きものであ

る。

以上の処理をするためK 必要な胞設上の条件を述べ

る。

汚染した排水は必ず一般の排水とは分離してタンクま

たは貯水槽 (e導く。貯水槽は 2 個以上を設け，その中の

濃度を検査してその結果によって必要な処理装置に導け

るようにしておく。また貯水槽の山口 lζ は止水栓をもう

けて濃度の高い排水が誤って流出する乙とを防止する。

高濃度の排; ) < . はステンレススチー J レまたは鉄製のタン

クie導き，漏洩が検査で‘ きる乙とが盟ましい。コンクリ

ー ト製の貯/ ) < . 槽は| 坊水処置をする乙とは勿論であるが，

漏洩が検査できないので低濃度の排水!ζ 限って使用すべ

きである。

貯水槽の大きさは施設の大小， 排水の品によっ て異な

るが，少な くとも 1 週間ないし半月の排水は貯え得る程

度のものがよい。

排水管，貯水槽は地中等lζ 漏i!.li. する乙とを厳に避け，

特に排水管は汚染し難く ，かつ薬品に対 L て耐蝕性のあ

るものを用いる。近l時はステンレススチーノレや塩化 ビニ

ーJ レのパイプが多く用いられている。

貯水槽ーには人がみだりにその中の水を汲み上げないよ

うな処置をしておかなければならない。

汚染した廃水の処理方法としては，イオン交換，蒸

発，於縮， ｩｦＧ ｪ ，品などでなるべく濃縮し ， その容 ｾｲｬ を小さ

くして海に棄てるとか，貯えておくかいずれかの方法で

処濯する。半減} 切の短いものは放置しておいて減衰させ

るが，非常に僅かなアイソトープは大盈の水で稀釈して

流してしまうととが多い。

固形廃棄物は一般に焼却するか保管してお く。焼却は

必ず専用の焼却炉で行なわなければならないが，乙の際

特に爆の中のアイソトープの濃度が最大日午符空気中濃度

の1/ 10になることが必要である。

保管は保管の子手法と場所とを作らなければなら ないが

溶烈と施設の両将で障害防止の条件を満足しなければな

らない。

o近はアイソトー プ協会で廃棄物を集めて処理ュしてく

れるので，乙れに引渡すまでの間の保符純i設だけを考え

ればよいようになりつつある。

7.  建築物の床や壁が放射性物質で汚染された

時の対策

原子炉の燃料処理施設やアイソ トー プの液滴が床や壁

または実験台などの表面!ζ 附着するおそれがある時は，

乙れを十分にお¥:ff' しなければならない。乙のためには特

殊な表面仕上材料が必要である。乙の乙とについては別

lζ 述べるので省世ちする。

8  非常時の対策及び安全設備

原子炉はもちろんのこと，低レベルの放射化学実験室

等であっ ても，火災や地震のi時leは，危険な放射性ガス

や蒸気が飛散するおそれがある から ，防火その他の安全

のため耐火構造とし，その他の防火処置を充分に考慮す

る必2 ! がある。

(  1  ) 防災および安全設備

防火対策は，一般の建築物より一層厳訟にする乙とは

もちろん，万一火災が起っても，アイソトープなどは自

動的に火災のおよばない安全な場所!e 密閉されるように

する乙とが大切である。

また平常時においても，作業員をf丘害から絶対に防護

するため，予備iE曲目等は十分に設けるべきである。たと

えば照射室においてj氏射線が出ているときは，その扉が

自動的 fe動かないようにしておいて，誤って強い放射線

!e人員がさらされない等の処置が必要である。

( 2 )  rr 理 室

アイソト ープを取扱う室からの出入口は 1 カ所 !e限定

し，外部lζ 出るときは，必ず汚染検査室を通っ て，検査

を受けなければならないような室の配置を行い，また作

業員に当った放射線の畳を記録する等のための，管理室

をtl ¥入 口の近くに設けなければな らない。

竹1 m室より内部を一般に符: 1m区域と 11千び， ζ 乙』ζ は許

可な く普通の人は入れなし 、。乙の中で常時作業する人は

健康管理を受けている人に限る。

(司E者建設省住築研究所アイソトープ研究室長)
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原 子 力 利 用 施 設 設 計 施 工 に お け る 基 本 的 態 度

岡 島

(  1  ) 基 本 的 態 度への疑い

原子力利用施設の設計計画の条件を，どんな考え方で

解析し，計画のよって立たねばならぬ基鍍をどんなふう

に張るかという ζ と，すなわち「計画原論をtl く基本的

態度J があいまいκ なっているように思われるのです。

例えば放射性汚染の拡散を局限するか，あるいはまた稀

釈拡散の形にもっ て行くか，そのいづれかによって，

"C ι C  Phi l白 ophy" ( Cono凹 f 悶 t i onι Cont oined) とか “ D &

D  Phil 旬。phy"，( Di spersi on &  Di lution) すなわち「散らない

ように集め押えておく」とか. i 拡散稀釈する」とかい

った基本態度( 1 つの Phi l osophy) を打ち立てたり ，あ

るいはまた爆射線E を制御するために施設内での作業を

管理するこ大方針，すなわち

(  1  ) 総束 ( Flux) . あるいは総量感 ( r/hr ) を低く抑え

て述絞曝射におく乙と ，通常 Protroct 印 式竹到! と称し

ているもの。

( 2 )  I反射にある間隔をおくこと，通常 Froctionot ion 式

管理と称しているもの。

この種目量射線量管理方式を前提として，施設の綴能を規

定する基本的態度を打ち立てたりして，放射線障答防止

の安全対策の具体化，すなわち施設建築物や設備の設計

総工，維持特: J I Dtζ 一貫した方式を求めてきました乙とは

すでによくど未知の ζ とかと思います。しかし乙の線本

的理念 ( Fundoment 0  I  Ideo) はどんなふうに受け作れられ

たでしょうか。 i 設計 一施工一施設の機能的耐特性とそ

の維持竹恕」といった「建築施設物に求められる - 1'1し

た環境構成過程J 全般にE って乙の理念を自らぬかせ，

その具体化を全うさせるように充分な努力が払われてき

たかと疑問に思うのは，ただに筆者の偏見ばかりではな

いと思います。大げさ lζ 申せば，

「安全性が保証された原子力平和利用施設によって，

社会福祉相進を計るという原子力時代の将来かけた発展

的ポテンシャ J レを符れる社会的義務を法的此任κ おいて

厳守する 」 ということ乙そ，殊の他安全性の ｩｬｬｾ な原子

力利用施設を具体化する際，建築技術者がその日 l' iJ!ij施工

においてあくまで喰い下って貫らぬかねばならぬ級木的
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理念でありましょう。

しかしながら施設利用者，施設設備資本投下とその経

営管理当事者，放射線医学者，保健物理学者( いわゆる

Heolth Phys口 の) . 法的点任の取締監'1ラ者のIHJで，乙れ

らの基本理念がそれぞれの「場」で精彩を極めたもので

あっても，おのがじし的勧告や取締りだけに終っ ている

かに思われる今仁1. 原子力利用施設という政境構成を総

合組織化の上で固定具体化させねばならぬ設計施工の技

術者 lζ と「て，乙の積の現実上の空内さには何かたえら

れないものを感じさせられるのです。

例えば許? 宇和主包帯勧告提案者とか，取締り当局とかが

それそ' れ厳重を紙めた法的規11i I J を要訪しながら，そのs

施規定でω現存}i在設を簡がけしてみると多くが失絡すると

いったことが庇々話題! こ上りながら述反判定の方法の li(f;

立がどちらかといえば十l' っていないのです。このような

場合どんなに優れた安全性を誇示する勧告案や法規があ

っても，その具体化の「場」で実効化される方法がない

ならば設計施工技術者が取組ねばならぬ条件のよるべき

基盤は「ガタガタ」なのです。このよう K して起ってく

る「さまざまな条件っき正十回J は多くの場合「無訂阿」

の代弁に過ぎないでしょう。 i 浮動する条件っき」ある

いは「機能上の融通性」という妙味ある歌い文句ではあ

まりにももっともらしい転用度の高さを盛込むだけにな

ります。乙の転用度のばらつきの耐容性はどんな形で.

あるいはどんな限界認域内 lζ 収められるのでしょうか。

それらを判定する 資料や経験にもよるべきものが少ない

ことも事実です。建築技術プロパーでもこの種のことは

多目的とか多重的とかいった裂の材料K よって，ぱらつ

きIC対する耐作性を捉えようとする問題として残ってい

ます。さてこ乙で ｊｦ Ｇ Ｈ［Ｚ 級品に対する ＵＸ Ｑ 下の国際ｾ勧告ｾ

について. : 0 えてムましょう。これは許界線量i ' l 休として

は厳しくなっても. W:fi 1*' 収益としての許容級品を設定し

ている場合一( 新勧告案の特徴の 1 っとして数えられる

もの) 一「条件っき」または「融通の幅のある」とし、った

ととを考えてみましょ今。今かり IC R.I 利用施設の場合

その使用条件の ｉ ｾｉ 由性を「集積 」 という時間的ファクタ



ーでの調整にー ( the ti me  de間 合 間 of 同 do由 rot e

とでも申しましょうか) 一期待するようになり，前述の

Fro: t  i onot ion 式竹理方式の一郎ともなりましょう。しか

し仙の一般条件はむしろ Protrocti on 方式κ なっています

から，どんなばらつきで特殊条件 ー ＨＡＮｬｾ引という州 ｭ 的

ファクターで調獲する乙とを前提とする使用上の) ーを

包摂 しておくかという 問題が起 ります。乙うなりますと

設計胞工の上では安全性市r : 保をたですえとして環境椛成

K 携わる ill 築技術者の場合r 浮動しやすい多能的条件を

前にして，より悲観的により厳しい安全l支を回線として

取組むように ならざるを得ないのです。私どもm寝技術

者ーはその技術のもつある特定の時点的水準と，原子力工

学技術，あるいはまた放射線医学や保健物理学が設定す

る放射線障害に対する検出 判定法，さらにそれらに裏づ

けら れるいわゆるモニターリング法等のもつ時点的水準

と を どんな形で綜合化し ， 利用施設のｾ築設計施工をよ

り確実な安全さにもっていったらよいのでしょうか。

(  2  ) 特 殊 条 件 か ら の 解 放

原子力利用施設の建築技術的問題が原下 β 工学の技術

上の諸条件と密接な関係を結ぶ場合，例えば漸く設置の

許可をみたコ ーダーホール改良型原子力発電所では，そ

の黒鉛ブロックの准初体 ，生体官級 コンク リート躯休， 熱

遮蔽鋼板J刷、l 架構， t1r1圧力'ス l( jE; 1グク卜系梨椛，熱交換支

探持架榔 ，炉心苦s格納用耐圧終日2支持製榔，それぞれの耐

震性とか ，同11性とか安定世E ，あるいはまたそれらの基礎と

その不等沈下の抑制，あるいはまたフランスの同型式炉

先電所の G2. G 3 の P.S コンク リー卜造耐圧容探とその

コンクリ ー トを常時 50

0

C Iζ 冷却する ]10圧力o ス循環系，

P.  S コンクリ ー ト耐圧容器の気密性確保とステインレス

スティ ーJ レライ ニング，それら相互間の膨 脹 率 相 巡 の

調 査ｾ， またさらに一般 ｲ 総等の照射用ホッ トセ ノレまたは

ホット ケープ，あるいはフ勺レトニ ウム燃料成型1111工用特

殊ホットセルまたは グロープボックスとそのプロセスシ

ステム ，R. 1. 貯蔵庫，R. I 実験室，測定安，荷fE粒子加

速鋭利用 j応設とその主主蔽配置といった柿類の雄造物は一

つの Multi ・Fun: ti on 01なものー( 多能的とでも IJ I しまし

ょうかJ ーといっ てよく姶築後術ノ f ヨバーだけにもって

いけ ないものです。しかし乙れらの中， その設計計画施

工の上で， 他の主として原子力工学技術からの制約を う

けずに取上げる ζ との出来るものがあります。

すなわちコンク リートの熱的特性，均一性，lAil 交の目前:

保，合 J)<率の' y. 定， jjfu工 '1次[ 支， れ設約肢のli(ti {呆，後生管

理，コスト低減といった乙とは従来のコンクリート施工

の品質管理のオーダーをとくに高めればよいのです。 101

えば従来採用されてきた品質管理の評価判定方式が重コ

ンクリートのそれlζ どの程度ものをいうかということで

す。例えば，もし悠者のHl 断的表現を許されるならば，

主コンクリートに見られる「みかけのスラムプ」を計っ

ているといった場合です。あるいはまた兎コンク リート

における' FJ 材分出j i . は従来の概念をもってすれば，すで』ζ

分離したものといってよく ，その締問めi後11I iの特殊性を

把保してt r;&上の品質1) " ; ; 理を検討しなければなら ぬ乙と

でしょう。あるいは必要以上に特殊条件に乙だわっ てお

らぬかという点で・す。例えば「霊」すなわち「高常度 J

あるいは i ，li:i 比重J は従来のようなスラムプ 3 ないし 5

とかい司たドライなものでなりれば ｉ ｾ ，な いのか，スラム

プに求められる特殊な制約を緩和でき ないのかといった

こともあります。

さらに原子力利用上の機器，あるいは操作条件それ 自

体!ζ 充分な検討と改善を期待することによっ て，建築 と

いう環境構成過程1[. ，あるいは設備という建築の機能的

内特( 乙，ある特殊条件を負荷させる領域をできるだげ狭

め，設計施工を特殊条件から解]1文させてしまうように努

力したいものです。例えば Lo w  Bo: kg剛 nd の実験室で

Bockgr ωnd Iζ よる計扱IJへの支障を考えな くてもすむよう

に機探装置や実験操作方法 [ζ 進歩改善が求められる なら

ば，特定の勤線計画や構造体のも つ Not urol  Bockground 

を低く押えるためコンク リー トの骨材や人研の極石のも

つ Not u川 Bockg剛 nd の検査といったどとき特殊条件を

設計施工の「場J Iζ 持込ま な くてすむでしょうし，また

ある場合は空間m成として求めら れる Mi kro- Kli mo 的条

件をある燥1' 1:過程に織込んでしまうことによっ て，空調

等による温湿度調整の負荷を逃げ切れる乙とも不可能で

はないでしょう。さら ICスク リー ン式の取り 凶みによっ

て，またはいわゆる Neb剖 Zi mmer (又は Vor z i mmer )

配置方式K よっ て 特 殊 条 件のかかわりのおよぶ範囲を

縮小する乙とも一法でしょう。あるいはまた乙れとは

逆の方向を辿 って 特 殊 条 件を呑みこ なす例をとっ てみ

ましょう。乙 れは画一的なあ る 表 現 形 式l乙収めたいた

めに，ど ちらかとい えば 抽 象 的 な内容に 陥入 っている

原子炉設置場所を 中心とするいわゆる立入 排 除 地 域

- Excl usi on oreo- 設定用のR = O.Ol -./予 ( 乙とに R は炉

を中心とする Excl us ion oreo の半径で哩単位，P は熱 ILlj

力 k w 単位， 乙れを抽象的と申しましたのは， 炉の型

式やその核的特性1[ ，よっ てその安全性を評価し Exc lusion

O陪 G が考慮さ れねばならぬのに一律 ICP という出力だけ

から求める方法を指したわけです。) IU ]1者のいわんと

するところを託すならばR を可及的に小さくするために

遮蔽施設の配置の上で建築的役割lをいかなる形でとりま

とめるかという ζ とで，Shi ppingport や Yonkee At omi c の

発屯プラント，あるいはスウェーデン R 3発屯プ ラント

におけるより小さいR の設定1[. 際し，遮級椛成の技術的

問題を建築技術の解決に求めた処理過程が惣包されるの

です。ただ乙の幼合明らかな乙とは原子力工学技術上の
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特殊条件から一応離れたと乙ろで Excl usion area の目安

を樹立し，これをさら lζ 炉のもつ特定型式と内容からそ

の縮小化を目指し，単能的なP (内規11;11の内容を炉のもつ

特殊条件による R 設定上の諸コムポーネン トにほどして

しまうわけです。これは特殊条件を紺l分化して特殊条件

をできるだけ前l払な要素の上 lこ引き反すとき ，全般的な

見極めの中で特殊条件をL、かに把保するかという例で，

乙れもまた一つの特殊条件からのWOi文手段でありましょ

う。乙れはいわゆるコンテ イナー ( C∞tainar) 問題の処

理として英国ドーンレイ，米国ドレスデン ，I員近やかま

しくなってきた英国 A GR のコンテイナー解析方法とし

ても，われわれ建築技術者によい参考になると思いま

す。

さらにまたディ メンション上の単一化によっ て特殊性

を解放し，普通化を画する場合もあります。例えばアル

ゴン ヌ8 型，マスタ ースレーフe 式7 ニピュレーターのご

とき，その技術的内容の上では 2 その生産の経済性と操

作の有効性からみ て 既にある飽和状態 ｬζ 近い機 ｾｾｉ 乙達

して しまっている場合，乙れを装備して行うある実験内

容に必ｾな空間はディメンションの上から大体 Ｖ Ｇ X 6 ' ， 

7'  X 7 ' ， 8 '  X 8 ' ， 6 '  X 7 ' ， 6 '  X 8 ' ， 7'  X 8' の単位とその

組合せで処理できるとし，乙れを標準としてそれぞれの

装備，建築的条件を規格化し，あるベ ースをある実験域

lζ 与えて しまう方式を Hot Cell，または Hot Cave の標

準化lζ 適用しようとするととも一つの特殊条件から普通

イヒへの道で、しょう。また仕上材料に要求せられる特殊性

をいかにさば くかという問題で，耐薬品性，汚染または

除汚処理の問題，耐放射線損傷，それに仕上材料一般に

要求せられる空間構成上の諸条件をも含めて，ともすれ

ば多能的な目的を果すよう な仕上材料を求める ζ とに な

りますが，重点的な仕様分割によっ て材料の背負わねば

ならぬ条件というか，特殊性を機能的に配分し，単能的

一ーと申して一 般 仕 上 材料に必要な条件を別とした場

合ー一ーな条件 lζ 近接させるよ 弓にしなけ ればならぬでし

ょう。ある一つの材料のもつ特性に依存しきれぬ場合，

他のより一般的な材料との組合せによって材料に要求せ

られる特殊性を解放するようにもっていりないでしょう

か。いわば 「材料の設計 」による特殊性格の分散化を計

って材料 lζ 求められる特殊性の度合を軽減するととも重

要でしょう。

以上幾つかの例をあげて特殊条件からの解放への努力

を考えてみました。いわば 「特記仕縁者」的内容を「標

準仕様担ー」的内容にもって行き ，特殊な技術への依存を

解放普遍化 し，その符建築物の発展 lζ 寄与したいと忠、い

ます。

38 

( 3 ) 施工の確実性を貫らぬかせた 「設 計一

施 工」 計画

今問題と なっている東海原子力発電所の安全性，設計

lζ 盛り込まれたすべての安全性は，その施工の確実さい

かんに依存すると称せられ「施工」の重要性が乙れほど

明らかに設計計画 lζ 立ち向っ てさIJ ばれた乙とも稀なこ

とでしょう。乙れは施工技術の優秀さもさる乙とながら

旅工現場の有徴的な組級活動を到 く優れた胞工管理! こ伐

つことが大きいのです。優れた機動性をもった技術で組

織的かつタイムリーな工程の軌道を追い，所期の設計内

容をｔ￬ ｬｾ 突に構成機能化しなければ な らぬことは原子力発

電プラント工事のどときほかにあまり例をみないのでは

ないでしょうか。伊lを英国コ ーノレダーホール改良型発電

プラン ト工事にとっ てみましょう。 Bradwell ，Hunt erston 

Hi nkley Point を恕包してみて下さし、。乙れらから汲みと

っていただきたいことは原子炉とその主要国l次施設を抱

き込んだ配列形が一直線に長手方向に延びている乙とで

す。熱交換33の1洋立が原子炉本体と密接していることで

す。乙れは原子炉絡納用耐圧容器，熱交換器の組立とプ

ラント建築物の基礎工事，生体遮蔽 コンク リート 掘体の

巨大な構造物をプラント建設の全工程lζ 並行かっ同時期

的に組合せ，工程にタイムリ ーな機動性を与えねばなら

ぬことに原因があるのです。 叉乙れは施工の高能率化と

工程の短縮化を計るため，施工を高度lζ 機械化せねばな

らぬ乙とからｾＮＡｩ ｉ ｊ り ＱＱ｜ されたものです。こ れ はプラントの

設計( ( . 絶対的 l乙近いまでに従民主せた施工技術をあみだ

して行くといったより一方向的なやり方ではおさまらな

かったからです。現在の建築生産において，もっとも妥

当な経済的条件に合致したより新しい施工技術を耳目使し

ようとする場合を考えてみましょう。

今乙乙( ( . ，将来同型の建築生産が繰り返きれる綴なあ

る種のプラン ト開発計画があっ て，上述のよう な新胞工

技術を駆使する経済的優位にゆるぎがな いとすれば喜ん

で新純工技術は受け容れ られるでしょ う。すなわち工業

生産経済のある時j切に亘っ て採算性のある商業的ベース

の上である種のプラントが継続的 lζ 建設される湯合，単

;ζ 一回起的』ζ 特殊な施工技術lこたよらずにある特定の経

工技術を繰り返し使用できるような同型の設計内容が期

待されるわけです。乙の様な場合1( ，かぎり，施工技術を

設計計画の中に惨透させて 「設計与施工」の関係をもっ

とも明確に打出せるでしょう。こうして原設計計画を支

える原子力工学技術の自由 な発展性が，冷厳な実用化の

経済的地盤の中 lζ 般をもっ機会にあづかり ，施工の確実

さを設計正|直iの中lζ 貫く乙とができるように なり，優れ

たプラン トの池設を期待できるで しょう 。そしてある時

点の施工技術的水準K よっ て設計計画内容が制約される

場合も生ずるわけですが，それはまた同時に建築技術の

発展へのモーチフとして働きかけてくるものである乙と



経済性を考慮したある能力には限界が

ありますので，c . のゴライア スヲレー

ンのス パンにも限りがあります。従っ

て ｈ を ｒ ｉｾ 接近きせ ， ｇ のス パン 内 ｉ ｾ

収まる 宵 ｾ ｛ ｬ 設計を 考 慮するように ｉ ＮｦＮ り

ます。

G : ゴライアスクレーン

えつけたりする特殊霊量物運搬据付

工事，その他一般工事の機械化lζ 応

えてコーライアスクレーンを有効に使

用し工事の能率化を計ったのです。

(Goliat h  Crane) 

H  : 処交換探 (Heat  Exchanger)  

そのためゴライアスクレーンを宙

線 ＨｉＯｾＧ ｃ 走行させるのがもっとも有効

ですが，そのスパンをでーきるだけ小

さくしたいのはもちろんです。それ

で原子炉をとりま く熱交換器の群立

一一コールダーホール型原子力発電

プラントの特質です。詳; 命は差し控

直総走行 ｉｾ ＡＯｴって逃げられるよ

うK 工取が車II まれています。場

内，仮i投道路 4 みな E のほ線走

行を鋭司ｾとしています。

配ｩｩＱは長手方向 ｉｾ 直線 ｽ 告をとるように

なります。耐圧容認の現場組立哲m小

舎ｴＢ ζ のスパン内 ｉ ｾ 入 っ てくるよう

に投計されています。

えますが火力のボイラーに相当する

熱交換援が大型化することです。し

か し製造輸送上の制約もあって一基

の大きさは自らある範関内に入って

しまいます。従って熱山ノ ｊ の Ａｾ ｉ 大に

fl い，いきおい熱交換25の数は増加

その他の建築施工もみ伝できるだけ ζ

のス パン内K 収めるようはします。特

にf 主体遮蔽錦体i l &磁t措治部も ζ のスパ

ン内に収まるので，昔前機械.世仰の縮小f

にも好郎ft です。

は，今さらいうまでもない乙とです。しかし原子力発電

プラントにかぎらず， 日1. 利用施設，荷電粒子加速器施

設の建築において， ζ の現象がとくに顕著である乙とほ

それが新しい建造物であるからばかりではないと思いま

す。それは従来「設計勾施工」の相互惨透がそれほど空白

按かつ活殺に行・われてこなかったこと一一; 引に望まれて

いながらも ，ζ の乙とがはっきりと芯識の上 lζ 盗って乙

なかった ζ とはこうした関係の分化と統ーの組識がj 活動

をいささか停迷させてきたともいえるでしょう。乙れら

を前面 lζ 押しだしてきたほど. 施工へののつぴき ならぬ

依存K 追い ζ まれてきたのが，広範かつ高水準の近代的

工業の高度の組織化によってのみ実用化を独得する原子

力工業のチャンピン ，原子ノJ 発屯プラン卜の建設工事で

あるといまえしょう。

乙うしてプラントの模型を造り， トラをいろいろの角

度 や配置に張って ， クレ ー ンやその他の建方手 ＱＱ 貝 Ｎ ｾ家

の高さ . 熱交換25配置等の妥当性一( 原子力工学的な妥

当性並びにプラント建設施工の工程を機械化して巨大な

投下資本償却の迅速化を目指し工期を短縮化するための

) →反設の逃げ方，現場仮設配置計画，諸サ ービス施設

等から原設計計画案を吟味 し，プラントの原子力工学技

術上の要請を施工技術の上でいかに妥協させるかといっ

た研究が充分行われたのです。乙うした例がゴ ライアス

クレーンの使用κ よる 工程の機動化と短縮化 とな り， 工

事計画内容とプ ラン ト原設計計画内容との関係がはっき

りと 見出せるのです。簡単なスケッチによっ てそ の内容

を示してみました。原子炉格納用耐圧容器を， なかば完

成したか，あるいは全部完成した R. C 造の生体遺蔽休

中!C吊り込んだり ，熱交換器を吊り 上け. 移動し且つ叉据

し1存立がやむをえなくなるのです

一一ーできるだけ コムパク トに炉体広

近接してまとめ上げたく なるのです。すなわちプラント

の直線配列の幅をできるだけ縮少し，プラントは長手方

向!C延びる形が望ましいというわけです。乙の内容をス

ケッチの上で判断し，ていただきたいのです。上述の「原

設計J Iー回毎胞工」はもっともたん的な例ですが，乙うし

た基本的原則lは複雑で妹の他安全性を確保しなければな

らぬ原子力利用胞設の設計計画と施工の工事計回Hc 当う

て充分にふりかえってみなければならぬ事柄で しょう。

「胞工の確実さ」を要求せら れるとき，設計日| ・画への施

工技術者の参与 ζ そ忘れべからざ る条件の一つでしょ

う。さらに ζ れとともに注意したい乙とはある特殊工程

における胞工の確実さが要求される乙との多い原子ノ1利

用施設工事では，殊の他工程別の施工管理が従来に比較

しょうもないほどうるさいものである乙とです。乙れは

( 2 ) で述べた特殊条件からの解放と相倹って充分検討

しておかねばならぬ ζ とです。

( 4 ) 許容量 の 概 念 を 明 確 化 し た い

乙ζ で放射総医学的な内容からこの問題をとりあげよ

うとしているのではありません。許容がた位の分f訓的な拘1

え方をはっきりと頭に入れておく乙とは，臼らが設計胞

工する原子力利用施設のもつ Radi o acti vit y  I乙対する安

全性確保への努力がと‘ んな責任を負っているかを認識す

る上で緩めて重要です。許容量の概念は制限11へと変っ

て来ました。すなわち「そこまでは何も起らぬという

iU: J から「いくらかいろいろのことが起るかもしれない

が，それをあると乙ろで押えるという意味の品」へと変

化しつつあります。私どもがさまざまな放射能にさらさ
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行 lζ 預金する形で . ｾｉ 汗代総量を設定する際 ， その内科

をさらに詳しく知ることができるでしょう。

すなわち，私どもは許作総1l l の: l . ' J : i l l : な預金をただ- H

の曝射条件のため lζ 佼いつくしてしまわぬようにせねば

な ら ぬでし ょう。原下Ｉ ｝利用胞設の，ｾ， ｦｬＮ ，胞工 に 悦わ る

ｾ築技術者は ， 乙の ｩ Ｇ ｴ ｔｉＡな許ＺｮＪぷ品の預金 ｩｩｬｬ 帳の ｉＩｾ 訳を

自らが設計施工』ζ 関係するある一つの曝射条件で書さ込

と責任そ負っている ζ とを忘れないでほしいものです。

原子力利用施設で働く ζ とがその " 常生活過程の一郎と

なっている人々の生活環境を構成する立場，あるいは第

三者とし て立つ場合，そのいづれにせよ原チノり利用施設

の設計施工 [ζ 対して建築後術者の慎重な関心を望みなが

ら乙の拙文の都をおく乙とにします。

( : ( { 者大成造設 K K銭術研究部)

れるということは Natura I  Backg刷 nd，治療用照射，原水爆

実験45 による汚染からうける 1爆射，放射線利用施設( 原

下力発f12プラン ト， R. ｉ 平 ｉｊｭ ｊ￬￺ｩ 設，力 ｉｬｪｩｬｩｾ ｾ 利用 施設等Ｉ

と多純多綴です。これらの今ち，点にやむをえぬ事情で・

放斗I能を浴びざるをえないケースはなにかと 判 }:l IJ でき

る' 2' .です。大ざ- 0 1まにいえば|麟射条件を! 平和利用」と

「原子力兵器」とに分割する のもそのーニつです。今，浴

びざるをえないいろいろの事情の条件別 lζ 許容量を分割

している例をとってみましょう。平均詳容線長率 14r/30

ｾｲ の ｉ ｾｬｎ ｡ｴｵｲ｡ｬ＠ Ba:kgr臼J nd と X 線治療等による i爆身、Iからの

ものが平均 4rEm! 30 " 手，また加速器や死の灰といったも

のからの線量率が 6rem/30 年，残りは他の放射線利用施

設とかいった具合で、許容線f立の分割割当といったもので

すc このような放射線利用別曝射許界線量の割当をでき

るだけ制n分化すれば， 5  (N. 18)  rem で示した iF令JJI ]I ζ 銀
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関 西 研 究 用 原 子 炉 の 立 地 問 題 を め ぐ っ て

横 尾 義 貫

関西研究用原子炉が計画されてか なり，乙の点からもま乙とに遺憾な ぶつかると分裂 して，速い速度の中

ら5 年近い年月が流れてしまいまし 乙とーであります。 性子を飛びださせます。水は速い中

た。その聞に動員された学者は 150 性子を遅くさせる性質をもっ ていま

人以上にのぼり，炉の計画 ・付属ホ 水涼プール型原子炉 す。そ乙でまずウラニウム 235 から

ツトラ ボラトリ ーの計画につき，ま 関西研究用原子炉は水泳プーノレ系 飛びだ した速い中性子が水にぶつか

た立地の理念 ・研究の運営組織にい とよばれる原子炉で， 出力は 1000 り遅く なって帰っ てきますとまたウ

たるまで，ほとんど数しれぬほど会 KW で，全国大学の研究者が共同使 ラニウム 235 は分裂して速い中性子

合をひらき，論議をつくしました。 用する目的で作ら れるものであ りま を飛び出させま す。乙れが繰返えさ

一方字治で，高槻で，星回で，さら す。元来水泳プール型原子炉とは， れて燃料の中のウラ ニウム 235 が次

に現在四条畷と ，賛成やら反対やら ちょうと、水泳プーJ レのような型をし 第 lζ 分裂していきます。 乙れを物が

受けながら PRを重ねて参りました。 た長方形の; ) < 科ll のl t lC燃料をいれた 燃えるのになぞらえて燃焼というわ

おそらく乙の事件ほど学者のエネル ものであるから，乙のよう K よばれ けです。

ギーを消沈したものはないでしょ ます。現在関西研究用原子炉として 燃料の燃焼の度合を加減し，また

う。もし関西から流れ去ってしまえ 訂l国|されているのは乙れと同じ系統 燃焼を止めるのには 2 燃料の中K rl:l

ばまこと lζ 痛恨事といわねばなりま のものですが， J彰を円形にしてタン 性子を吸収しやすい翻系などを含ん

せん。東京周辺κ はその聞に東海村 クの中f ( 収めたもので，タンク型と だ数本の棒を差込んでやるわけで

の原子力研究所の数基の研究炉 ・口 もよばれるものです。 す。乙のi俸を11日l街l棒 ・7局後棒などと

木原子力発電の効力炉 ・横須賀市竹 いまある E のウラニウム燃料を* よんでいます。

山lζ 立教大学の研究炉等が右々と正II の中に入れますと， Il然lζ 燃料の中 燃料が燃えると熱を 11' 1します。

設 へ 移 っ て 行 っ て い る の に 対 し て ，ζ 合まれているウラニウム 235 が水 1000KW の原子炉で最高それだけの

関西では乙の 1 基の研究炉で行きづ と互に作用しながらいわゆる述鎖状 熱がIUるわけです。 100KW 位の J J<ii lく

まっ て しまうのでは，関西 iζ おける 反応を起して燃焼していきます。ウ プール型原子炉ではプールの水の白

原子力開発がいよいよ遅れる乙とと ラニウム 235 は速さのi &i い中性子が 然対流で熱を冷却する乙とができる

建禁抑思待孟新庭尉3錠定定之ιし一一一一-一一-一一J .一.

2酔剖益勾』晶1. . : 1. 旦固. ，均ク

日本住宅公団・公営住宅御指定 f 3チ2 r ・ 錠

蓄 差 益 山 製 作 所 i日正iz
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ので，プールの中κ ただ燃料と llilJ 街1 ラボラトリーでの実験等lとともなっ

棒を束ねたものを吊下げた簡単なも て出て くるものです。

のであります。 1 0 0 0 KW になります 周辺の牛乳の飲用がしばらく停止

とプーノレの水を特別に冷却する必裂 されたウインズスケー J レのかの 'F故

があります。そ乙でこの水を1J i ' j l J ' ; i さ がよく引合いにけi されますが，乙の

せ て冷却｝ｾｾの中を通してまたも とへ 炉は初期の原子炉で設計もヅサン

戻してやります。乙の冷却器はプー で，空気で直接冷却するようになっ

ノレの水( 乙れを一次冷却水という) ており， 乙れが外気へ放出されてい

を別の冷い水が( 二次冷却水とい るもので，乙の1 f i とは安全f生からい

う) で冷やすもので，両方の水は管 って全 く異なるものといわれており

で隔てられていて伏して混じる乙と ます。

はありません。ですから外へ出る二

次冷却水は決して汚染していない安 隔 離 距 離

全なものです。 原子炉は武谷博士によると潜在的

さて燃料かるさかんに中性子が飛 危険性のあるものだといわれており

び山しますが プーノレの中の充分な ます。おそらくこれは，計画はとく

琵の水でしゃへいされます。水泳プ lζ 慎重を期せよという怠味だと思い

ーノレ型の力 t ではプール上からプール ますが，その点関西研究用原子炉を

の底で燃料がそのまわり !ζ 美しい鐙 設置しようとする例lζ おいてもモ同

光を発して燃えている有機を安全に じ考えである乙とはいうまでもあり

眺めることができます。燃料の近 く ません。たとえば. 装置の符. 構かる

にいろいろな物質をおいて中性子に いってできない相談ですが，もしか

当てていろいろな研究をし，またア りに制御棒を急速に引上げてしまう

イソトープを作ったりいたします。 ような乙とがあったとすれば大きな

ノ'J<.i JI < プーノレ型原子炉は世界各国の 事故を起すでしょう。しかし乙のよ

発屯所やλ 学で沢山造られ，安全に うな起りえないと考えられる切合も

逆転しており . 一度の事故もなく， 考えて慎重を期せよという ζ とだと

原子力 ;11 1でも最も安全なものといわ
思います。実際現在のパ! 函でもその

れておりすす。放射性ガスは ζ
の種 ような考ーえがとられています。

の炉ではほとんど出ないといっても 燃料が一定の燃焼をつづけるよう

過言でありません。プールの水は外 ! こ制御して燃焼の際出てくる中性子

へ出な いのですかみ放射性廃液も iJ:¥ や，熱エネルギーを利用するのが原

ないといえます。放射性カd スや廃液 子炉で，ーペン lζ 知tililJ 御lζ 燃やして

をl_Hすのは自 1そのものではなく，む しまうのが原子爆仰です。この ｾｬｩｬｊ 御

しろがI宅の中で 2 また付属のホット の方法がわかって原子炉が生まれた

のであっ て，制御装置が原子炉の最

も丞裂な点で・あるといえましょう。

制御はあらゆる異常 ー地袋 ・停電

〈干の事故に対しでもつねに急速な十"

止をするように工夫されておりま

す。わたくしどもは現在の進歩した

炉の安全性に十分の信頼をおいてよ

いと信じております。それであるか

ら乙そ，世界中に数百の原子炉が巡

転し そのまわりに数多くの人々が

日夜働らいているわけであります。

都市の中にあるものさえあります。

炉の安全性はもちろん炉の装置自体

にもたせるのが第ーであります。事

実わたくしどもの原子炉は炉の装置

だけで十分の安全性をもっているも

のであります。構造物にたとえるな

らば ，すでに所ｾの安全 ｅｦ はこれだ

けですでに確保されており，それ以

上に安全率を考える必要はない状態

!ζ あるといえましょう。しかし原子

炉の場合はさらに慎重を期して，そ

の上!ζ 安全率をかけ ておくように考

えます。その主なものが隔離距離で

あります。隔離距離の投定は起ると

は考えられぬ事故が仮怨的 lζ 起った

ものとしたとき，周辺の人々を危険

にさらさないためICはどれだけの距

離が必要であるかを計算して行なう

ものであります。あるピ J レが十分構

造設計されており，現論上倒壊する

とはどうしても考えられないが，安

全のためにそのまわりには家をたて

させないといったtl'[ 屯さをとるもの

でありましょう。乙のような炉の仮

純 国 産 多 彩 塗 料
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t11的事故は西J Uht ，l f 士によると，もし

しいて確本で表わそうとした場合，

何万年~何億五1: に一回という 数字に

なるものです。隔離距離がす乙しで

もすくないともう放射線の災害にさ

らさ れてい るように思うのは大 きな

誤 りであり ます。わたくしどもは 日

常の生活κ おいて， つねにそれより

もも っとはるかにお乙 りやすい危険

にとりまかれているのですから。隔

離距離はおまけの安全率，慎重さの

上の慎重さの表われであるといえま

しょう。原子力船等は別 と して普通

の原子炉の計画には原則として乙れ

がと られ ます。

包 容 構 造 物

原子炉をいれる建物を包容構造物

ともよびます。 上述の仮偲的事故の

場合，ζ の建物の中に放射性物質が

飛び散る と考えます。もし建物を鉄

骨造工島のよう にす さまの多いもの

とすれば， 多目の政射性物質ないし

はガスが外へ漏れ出る と恕像されま

す。もしきわめて気街性の ｾＧ ｢Ｂ 、構造

物 とすれば，ほ とんど漏洩せず， 外

の危険はそれだけ小さ くなり ます。

乙のよう な芯味で包容構造物は仮惣

的ー ｊ ｾ 放 に対 処 する 一 つの手段といえ

ましょう。外国の原子炉を みます

と，原子炉の事fi 類にもよりますが.

環境lζ 応 じて包 容 構 造 物を適当 に

撰んでおります。たとえばマサチ

ューセッツ工科大学の重水型原子炉

(  1000 K W) はボス トンに接したケ

ムブ リッ ヂの街の ｉｾ ｟ｊ ，ζ ，ほとんど隔

離距離がないので有名ですが，乙れ

は鋼板製のタンク織の気密性の高い

建物とな っております。ミシ ガン大

学構内にある水泳プーノレ炉 ( 1000

K W) では 四 角 な 縦 窓の鉄筋 コン

ク リー ト建物， 英国のハーウ .;r. i レ原

子力研究所内にあ る水泳プール原子

炉 ( 1000 K W) では鉄骨造の スキ7

だ らけの工場械の建物が とら れてい

ます。関西研究用原子炉では相当の

隔離距離をとった上にさらに念を入

れて包容構造物は7 サチュ ーセ ッツ

工科大学のように鋼板製タンク織の

ものとする乙とにしております。

包容構造物は気語性が重要な点で

ありますから，屋根板 ・壁板の気官官

性はもちろん出入口の扉 ・配管 ・配

線類の貫通部の設計 ・施工に慎重を

期 さねばなり ません。建築的には ζ

の点が普通の建物 と変わった主更な

点といえましよう。

排 水

放射性廃液は上述の仮想的事故は

別 と して，原子炉よりも付属実験所

でのホットラボラ トリー か ら 大 部

分が出 るものです。ホッ トラボラト

リー は比較的抵抗がす くな く， 処々

に 建 設 さ れ て お り ま す が，原子炉

と名がつ くと乙れが) 10常な恐怖をも

って見られるのは 困 った
ζ

とです。

もちろん放射性廃液は飲んでも必ず

安全な許容限にまで濃度を下げて構

外へ封| 出すればよいわ けであり ます

が，関西研究用原子炉では， さらに

許容|浪のう{ol ζ うすめ，かつ木造日jil へ

の混入をさけるような基本的考えを

もっ てい るものであります。しかし

いつも放射性は，うす まる がゼロに

ならぬ点が住民の不安のも とと なり

がちです。わた くしどものまわ りに

ある空気，7)くは元来すべて放射性を

もってお り，放射性ゼ ロという乙と

は絶対κ ありえない乙とです。乙れ

らを汚染す るのは原子炉でな くで.

むしろ水爆 ・原爆の実験である乙 と

を忘れてはなりません。

社 会 的 諸 問 題

原子炉立地のガンは実は乙れが最

大の因子とい ってよいでしょう。内

部的』ζ は，学者聞の窓見の不一致が

なかったとはいえません。しかし，

乙の点はすでに克服 された といえる

と思います。外部的には自治体の政

治問題が大変強力なる響 きをもって

います。また刺激的な ジャー ナリズ

ムの取扱い も大き な影響があ りまし

た。また国民の一部に原子力開発を

とくが，現実の施策にはほとんど否

定K 近い立場をとる人々がある乙と

です。原子力の開発K ，財界の協力

は 資 本主義下の日本においては必ｾ

な乙とは 明らかですが，財界の協力

を極度にきらう方 も々 あります。し

かし等し く現実K 原子力開発を肯定

するものは平和利用が きわめて明白

な 乙の炉において乙そ，協力があっ

てしかるべきものと考えます。今企r

乙そはせ' ひ とも関西研究用原子炉実

現の"' 1:に したいものです。

( 筆者工的・京大教Jl'l )

モ ダ ン で す

。キD :J fヒ挙株式会社

木 村 ・大 阪 ili J l1灰 Jt 久 太 郎 町 2 - 45

ヨ事ヒ・ル6 附 (26)代3161 代5691

il ! 京針案所 ・東 京 市I Ij1市沢 民 八 m洲 3ー 1

(281) 6  2  0  1  ｾ＠ 5  

光 に 雰 囲 気 を つ け る

各 色 透 明 、 半透 明 の

フ. ラ ス チ ッ ク ス の

ナ ミ イ タ

{ カ タ ロ グ11骨宅 )
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放 射 線 遮 蔽 コ ン ク リ ー ト と そ の 施 工 に つ い て

芦

田

同 田

ま え が き

原子核分裂κ よっ てでーて くる放射線には 中性子総， α  

線. s 線および T 線の各種があり ，乙のうち α. s 線は

容易に遮蔽する乙とができるので問題となることはほと

んどないが，他の原子lζ 吸収されるときに二次的K 他の

放射線 1 つまたは 2 つ以上を出す中性子線と ，透過力の

大きい T 線 ( X 線と本質的に同じであるが，極めてエネ

J レギーが大きい) は非常に危険であるので，他の物質ーで

乙れを遮っ て人体に影響がないようにしなければならな

い。遮蔽 f( 用いられる材料』とはいろいろのものがあるが

コンクリ ート が乙れに適している点は. ( 1) 配合材料

を適当に選ぶ ζ とlζ よっ ていろいろ な程度の遮蔽カをも

たせる ζ とができる . Ｈ Ｒ Ｉ どのよう な ｊｾ 態にでも作る

乙とができる . ( 3 ) 必要な強度をもっており . ( 4 ) 比

較的安価である ，乙と などである。

1  . 使 用 材 料

原子炉の遮蔽は高: i i l i 中性子を遅くすること. j! i くなっ

た中性子を捕える乙とおよび 7 線( 二次 T 線を介む) を

吸収することであり，照射室での遮似は一般に T 線を吸

収する乙とである。

高速中性子は鉛，欽，バリウムなどの主い物質と衝突

してエネノレギーが一部吸収され，速度が』jLj まって熱中性

子/ ( なるとき，そ乙に水素原子があってこれに当るとエ

ネ ｊ レギーを失って他の原子ＯＨｾ払 ｻζＱＱ Ｑ￬え られてしまうが

乙の際 lζ 二次 T 線を出すような材料の鉄，カドミウムは

好ましくなし、。乙れには中性子をよく吸収するカ Ｕ ， ＺＷｪｾ 、エ

ネルギーの T 線を出さ ないボロンが適している。

T 線の吸収は大まかにいって，材料の質hl (ill 量) に

比例する。乙れは高i必中性子の遮献におけると同じであ

る。

(  .  ) 保 有 水

乙のよう』κζ 原子炉の遮蔽材4

強強:い T 線を出さ ないボ ロンを交互に j府筒卸lκこするか' 一段r

混合物にするとよい乙とが分る。ふつうのコン 7 リート
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豊 重

では合有する十分なノk和水や，軽い元素の酸素，カルシ

ウム . li : 企業は中性子を減速する水素の手伝いをするので

これを原子炉遮蔽コンクリ ー トf( 用いるときはその厚 さ

は中性子線よりもむしろ T 線によって決まるのが一般で

ある。また中程度の重さの遮蔽コンクリートの場合でも

ふつうの施工で必要な合水量をもたせる乙とができる

が，褐鉄鉱のように' 目材中に結局水をもっているものを

用いるとなお有効である。しかしさら lζ 重いコンクリー

ト( たとえば鉄片を骨材とする場合) では十分な保有水

を含ませる乙とが難しい場合があり，乙のときは中性子

と T 線をそれぞれ必要な割合で、減少させるためボロンな

どを併用しなければならなくなる。コンクリート中の水

は一部は結1 ' ，，' ，7 ] < . となり，また一部は合有7 ] < . として残って

いるが. i列者はセメント: 8 . 7 ] < セメント比，養生などを

十分にするほ ど閉してくる乙とは周知lのとおりである。

( b ) 骨 材

n然砂や砂平IJ をmいた普通コンクリートは約 2 .3 kgj  

cm3
の密度をもっているが，遮蔽効果を作lすため特殊な

材料が' 円材として用いられる。すなわち 1' 1 然のよli い鉱

石. 2' 1事長所の品IJI/[l物，金属製品のような主い材料，める

いは倒系を多 く合んだ鉱石や， /Kを多く合ませる乙との

できる膨脹頁岩などがある。

比重 3 .5 以上の鉱物を用いて外られるコンクリートの

大凡の泡度は，制鉄鉱では 3. 0kgj cm
3

まで，主' ¥! ' -Gでは

3 .5kg/cm3  
まで I1必鉄鉱では 4 .0kgj cm3

までがふつう

弔，燐工業の副必物である合燐鉄を朋いたときは 5 .5kgj

cm3 程度まで，スチー J レパンチや制球をJ l Jいると it土日

Ｖ Ｎ Ｕ ｫｧｪ｣ ｭ Ｓ までのものが ￭ｾｽ られる。尚喜 ｈｊｕ よ結 ｬ､ｬ 水を多

く合んでいるので他の主い' 丹材と組合せて川いる乙とも

ある。

量 ｉＧｾｊ 、鋭、や亦鉄鉱は比Ｎｩｉは ＳＮＵＭ Ｔ Ｎ Ｐ 。とくに応 Ｈｈｩ ｩＡｩｬｬ 似

m1ζ 適している。それは欽と結晶; J < の 2 つが役立つから

で 200
0

C 以下の温度ならば結品水が失われるおそれは

ない。しかし尚鉄骨よを. f j } 百年する際比絞的人; さな' J ; i Jれがた;

って紛1かくなりやすい。

磁欽鉱 ( Fe乃0
4

) ，よ比竜 4 .6- 5 .0
0

比較的欽のf;; tf 品



の多い結品質の材料で，問い組成をもっている。赤鉄鉱

も乙れに準じた性質である。

金問鉄骨材は比! 1 l 7 .8。 スチーノレスクラップ，パンチ

ング，ショット( 銅球) の形で用いられる。五草い平たい

ものは避けるべきで，塊状で粒度がよく整ったものがよ

い。各車I ! の寸法の鉄筋を切断混合して用いる乙ともある

が，乙れらは他の骨材lζ 比べて高価である。またもし水

分がコンクリート中に入って鉄を錆びさせると膨脹して

コンクリートの亀裂を起すので使用に当って注意を要す

る。

フエロフォスフェラス( 合燐鉄， Fe3P. Fe2P， FeP の混

合物) は比重6. 3- 6. 8。化学的に不活性ですぐれた骨材

である。

上記のコンクリ ー ト骨材用鉱石は構造的1(. 聞く強靭で

化学的に不活性，かっ清浄でなければなら ない。また金

属骨材はグリース， i由などは充分除く必要がある ζ とも

もちろんである。

コールマナイト (2CoO， 3920
3
， 5H

2
0 )  の鉱石は好

適な中性子吸収材料として，よく用いられている。微粉

状のものはよく水! ( . 溶けてコンクリートの凝結と強度を

著しく低下させるので，乙 れらは粗い塊とし， 1.昆練の終

り頃に投入するとよい。

ボロカ J レサイト (Co O，2920 3， 4H20 ) の鉱石はトル

コに産し，前者よりもコンクリート lζ 与える影響は少な

し、。

ポロンフ リット は孤酸を硝子粒中1 ( . 透け込ませた人工

製品で，上記のポロン化合物より著しく活性の度は低い

が，7] <を含まず，また高価である。

乙れらポロン化合物がコンクリート強度lζ 与える影響

を補うため，塩化カルシウムを添加する ζ ともある。

( c ) セ メ ン ト

遮蔽コンクリ ー トl乙使用せられるセメントは，小さく

て厚さが薄い場合は普通ボルトランドセメン トが用い、

れるが，大きく厚い場合内部の硬化熱による影響を避け

るため中府熱セメント，低熱セメントが好んで用いられ

る。またボ ロン化合物による強度の低下を防ぐため高ア

ルミナ セメントを用い ることもあり . さらにアルカリ骨

材反応を起す可能性のある骨材を用いるときは低ア J レカ

しく阻害ーする乙ともあ り，また調度の周期的変化に耐え

ふ，- め， 1昆和物の熱に対する物理的性質も万. に一致しな

ければならない。 ｉＺ Ｚ［ ｾｴｦ［ 度コンク リートを施工 する 場合は

コンクリート笑験が重要な作業の一つであり，使用材料

のいづれについても所定の コンクリ ートの物理的，化学

的性質を決めるために十分な試験を行なわなければなら

なし、。

原子炉の遮蔽コンクリ ー トは 2 つの熱源に曝される。

すなわち炉から伝わる熱と ，主主蔽体内に発生するものと

である。後者は吸収された放射線のエネルギーの大部分

はすべて終局的 lζ は熱エネルギーとなるからで，遮蔽体

の内部で温度は最高点に達する( 図一 1参照) 。乙の場

合，セ メントペーストがとれほど放射能によって影響を

うけるかはまだ十分明かではないが，過剰の熱応力はコ

ンクリートの構造強度lζ 重大な影響を及ぼす乙とは明ら

かである。

i墜蔽コンクリートを強い放射線からまもるために一般

に用いられる方法は，原子炉の炉心と遮蔽コンクリ ー ト

の閣に鏑やポロンスチ - J v，ボロン ，ボラノレ等を混合し

た黒鉛等の遮蔽を設ける乙とで，乙れは熱遮蔽といわれ

原子炉から出るエネルギーの大部分を吸収し，かつ自身

の熱除去や熱応力の処理は容易である。しかし熱遮蔽は

高価につくので， コンクリ ー 卜の材質や塑性を考慮し

て，実際の温度応力分布にもとづいた設計を行なってこ

れに代えようとする研究が行なわれている。

現在問題とされている点は， (  1  ) 与えら れた配合，

養生条件，熱サイク J レで遮蔽コンクリートの最大許容応

力はどれほどであるか， ( 2 ) 高温におけるコンクリー

トのクリ ープによる変形を考えて，所定配筋ではどれほ

どの温度差まで詳されるか。 ( 3 ) 遮蔽コンクリートの

亀裂の巾と長さを減 じ，またでき るだけ表商にー織に分

布させて有害な亀裂を少なくするにはどのように配筋す
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遮蔽コンクリートの材料相互間の化学作用については

前節にあげたほか，骨材中! ( . 異種金属塩( たとえば水R変

化銅など) が含まれている場合コンクリートの硬化を箸

関ー1 γ 線を般収したと邑 の遮蔽コ ンヲリート 内の温度分布

( 計算[ 由) の伊j
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ればよいか，などである。

ス尖: 験の結果によると 8白5 C 児ω以).、上の1計llt 民良皮l で』はよコ ン夕 リ一

|ト、 lぺ11の乱が結!t:iJi1h1n山1

り仇，付着の強度や，弾性等を減じる原因となり，同時に

コンクリートの密度 ， 熱 膨 脹 係 数，熱伝若手等も減少す

る。また主な発担熱はふつう遮蔽コンクリートの表面近

く ( 60 cm 以内) にあって，その部分が早く脱水する
ζ

とはそれよ り奥の部分に伝える熱を少な くして保護する

傾向がある。 な お， ネE鉄鉱なとー含水鉄鉱を用いたコン

クリ ー トは磁鉄鉱や重品石 コンクリ ー トよ りも高温では

収縮が多く，重品石コンクリートの熱膨脹係数は他穫の

霊 ｅ コンクリートの Ｑ ＮＵ ｾＲ 倍 である。

乙のほか，コ ンクリート内における非線型温度分布に

おける応力の実用的な解析が行われ， 鉄筋の必要畳と配

筋の方法が明らかにせられつつある。

3. 施 工

遮蔽 コンク リートの施工法は，配合材料の種類，打設

置， 形や内部埋込物の筒繁，使用機械の種類および労務

者の熟練度などを注意深く考え合わせた上で決めなけれ

ばならない。また施工中はたえず厳重な品質管理を行な

って， 遮蔽体が指定通りの均一な質と密度を保つように

しなければな らない。も し分離や空隙ができるとコン ク

リートの有効厚が減り， "を計量以上の放射線が漏れて く

る危険が生じる 。

(  .  ) 混 練

ほlま同じ比重の骨材よりなるコンクリ ートは普通の方

法でよく混線する乙とができるが，比重の差の大きい骨

材を合むコンクリートでは，その分離を防ぐ乙とは難し

い。重い骨材を用いるときは，霊丑の附加のほかに ミキ

サドラムの周りに重い混合物が集中するた めモ ーメ ント

が大と なるので ミキサの負 荷 を 減 らさ なければならな

い。大きいミキサで小丑のコンクリートを絞ると，セメ

ントと細骨材は ミキサの周りに付着しやすく ，全体と し

て手干し l 、不同を生じ， ii;i てくるコンクリートは投入され

た混合比と奥ったものと なる。

また金属欽などを入れると ミキサーの中で製粉作用の

宛により，セメント分子を砕いて新しい表面を出させ，

凝結を早める傾向があり，こ れには滋和材を入れて緩和

させること ができる。

細かい1滋鋭、鉱は鉄粗骨材IC磁気lζ よって
l及活し，その

ため長時間混線しでもセメント ベース トと混り難くな

る。これはまた骨材に粘土が若付した と同 じ乙とと なり

コンクリ ート強度を著しく低下 させる。乙の問題の解決

法は小E のセメ ントと水をミキサに入れて，粗骨材が磁
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鉄鉱 細，ｾ材が投入される前』 ζ セメ ン ト ペース ト で欽の 粗

'円 .f.1を包むようにするとよい。

( b ) 打 設

重い骨材を含む コンク リートを打設するとき ，高い所

から 投入したり，型枠，鉄筋および坦! 込物
lζ 当て，あるい

は投入後のコンク リートを績に押し流すと分離を免れな

い。したがって投入は高さ
1. 2m 以下より行ない，械に

押し流す乙とは避けなければなら ない。 もし高所よ り打

込む必要があるときは，底関バケツまたはゴムホース シ

ュートを利用して，直接打込場所
{ζ 持込んでから打設す

るとよい。内部パイプレ ータはコンクリートを型わくの

隅々まで十分行き渡らせるのに有効であるが，浮上り や

すい骨材を合むコンク リート に使用するときはかけすぎ

ないよう注意を要する。もし混和水が多すぎると振動に

よっ て重い骨材が分離し，またあまり 水分がなさすぎる

と狭い場所や埋込物のまわりにうま くコンク リートが廻

らないので，7 ) < . セメント比が適当で， かっワ ーカブルで

なければならない。ワーカヒリチをよ くする ためには適

当な軟度増加用添加材を用い， またセメントを用いると

よいが，セメ ント畳が増すと コンクリートの比重は減少

する。したがってワー力ビリチ ( ふつうスランプ
5cm 以

下) と 比重の聞に適当な妥協点を見出すほかはない。こ

の乙とは角張った鉄片を含むコン クリートではとくに難

しし、。

回線りコンクリート
lζ 振動打を行なう と，細骨材が表

面
lζ 浮上って きて底にペ ーストが充分廻 らないまま隙閣

の庖ができる乙とがある。乙れを防ぐには打込直前に打

設しようと する函に. 厚さ約
2cm のモルタ J レ賠を敷 くと

よい。乙うすればモルタ J レは底部に不足する納骨材を補

う乙とになる。

またコンクリートの硬化の際の抗みや，発熱による影

響は一回
I( 打設する コンクリ ー トの畳が多いほど大であ

る。したがって原子炉その他の厚い遮蔽コンクリ ート の

一回の打上高 さを
1. 5m 以下とし，それがある程度固ま

るまで ＳｾＷ 11 の聞を置いて次の打設を行なうとよい。

打継商は必ず凹1'21 (図- 2参照) をつけ，ワイヤブラゾ

などでレータンスを除き，粗骨材のみを除いた配合の数

モノレタ J レを行なって次回を打つようにする。

(  c  ) 型 枠

重量コンクリートではと

くに流動性側圧が大 きく ，

また高い精度Ｈ土 ＱＮＰｾＵＮＰ

mm，平均 3 mm 程度) が要

求せられる乙とが多いので

十分の程度と剛性をもち，

かつ高度の水密性をもたせ

る必要がある。またふつう

のフォ ームタイを用いると

隣会通打

防す

1 徳田

図- 2 遮蔽コ ンヲリ ー トの打綿

吉函の例



しI貰線界面l にコンクリートがnき波らない羽合は JjJq. t

仰が漏洩する倶れがあるので， 一般にこれを JIJ ｾ、ない。

そのため型枠1' 1 . はミ野しく増加する。

( d ) ポンプによる打設

ポンプによるコンクリ ートの打設は天然の重い骨材を

用いたコンクリートにも利用する乙とができるが，鉄ス

クラップを用いたものでは分離を起しやすいので利用す

るζ とはでき ない。 ポンプで送りやすくするためには普

通工法によるよりも大きい軟皮を必要とするので， した

がっ てコ ンクリ ー トの最大密度も普通工法の場合{ こ 比 し

てやや小さくなる乙とを免れない。またポンプと打込場

所が遠く離れているので，一様な送り込みを特徴とする

乙の方法では，原子炉遮蔽コンクリー卜のように形が復

維で，場所により打設丑が変化するものでは ，送り方lζ

ｩｪｬｾ 性をもたせるとともに，送り方と打込み方との閣の述

絡を緊密にして巧みな作業計画をた てる必要がある。

( e ) こ ね 混 ぜ 法

鉄パン チな どの金属骨材で高密度コンクリートを，ワ

ーカビリチ や分離の問題なしに打設する特殊な方法は い

わゆる「乙ね混せJ 法である。乙れは砂，セメント，水

および分散材を絞り 混ぜたモルタ J レを型枠の中に 10 c m

内外の厚さ に打込み，乙れに金属粗骨材の所定のf立を一

様lζ 投入して突棒やパイプレータでとねまぜて打設する

乙とである。一つの屑の凝結が終るとすぐ次の屈を施工

する。乙うして順次打込まれる胞が一線な密度をもつた

めには，モルタノレの軟度とこねませ. 工法の隊重な管理が

必要である。乙の工法の主な不利な点の一つは，鉄の骨

材が一度モルタ J レの中 lζ 入ると水平に切Jかす乙と がで き

ない乙とで，乙のため埋込物の周り や，枠金物の下の打

設が難しいことがしばしばあ る。

(  I  ) プリ パクド工法

遮蔽 コン クリ ー トを プ リパ ク ド工法で施工する場合は

まず最小寸法 1 cm 程度の整粒 された粗' 自材を微粉や表

面の挨を洗い去 ってから型わく 内に入れ，パイプレータ

等で詰固め，あるいはノマイプレータを使うととができな

いときは手詰めで，粗骨材の骨組を作り，乙の骨組の聞

に予じめ挿入したノマイプを通 してグラ ウトモ ルタルを骨

材の空ｾ［［Ａｬ ｃ 最下端から徐々に上方 ｬ こパイプを引きあげな

がら満してゆく 。グラウトモ ノレタルはポノレ卜ランドセメ

ン 卜， 碓酸質微粉末，小盈の注入補助材，納砂 ( 天然砂

または砂鉄) および水の混和物である が， [ ，1費量質微粉末

は可溶性経酸を含んでモルタノレ中の遊離石灰を固定して

強度を増すとともに分離を少なくし，またコロイド状の

注入補助材はグラウトの早期凝固を防ぎ，図形分を浮遊

させて遠 くまで注入でき るようにするとともに ，凝結の

際に僅かに膨脹してモ J レタルの収縮を防ぐ効果があ る。

それらは長いパイプを通してポンプで送られるが 1 時

間以上ポン プが停止しでも固 まる恨れはない。

主主献体型枠 '1' に持入 された耳'>({. j 物の大ささや配 j，¥

に. ) :っ てどうしてもう土くコンク リー トをー仁から j'j ，Q:で

きないと きは，乙のプ リパクド工法がHiiti である。

乙の工法の利点は， (  1  ) どのような買い骨材でも，

また種類の呉ーった材料でも正確IC混ぜて粗骨材として用

いる乙とができる。 ( 2 ) 骨材が迫り合っているので，

収縮を長小限にする ζ とができる。 ( 3 ) 狭い場所や埋

込物の錯綜した場所でも容易IC施工できる。 ( 4 ) 型枠

中{ζ 粗骨材を入れ るとき ，必要に応じて骨材の種類を変

えて遮蔽を最適の方法ーで行なう乙とができる。

しかし不利な点、は， ( 5 ) レータンスを取除く ζ とが

でき ないので打継を完全 l乙施工する ζ とが難しく弱し、面

を作る かもしれない。 ( 6 ) 広いコンク リートの打上面

を正し く仕上げる 乙と が難 しく， ( 3 ) グラウトが廻り

やすくするにはある程度の空隙率を必要とし，かつグラ

ウトもその比重 [ζ 限度があるため，得られ るコンク リー

トの密度も天然骨材を用 いる場合は普通工法の場合より

幾分劣る。 ( 4 ) 打設費が一般に普通工法よりもやや大

である。

したがっ て， もし天然の重い骨材を使用し，型枠に比

較的埋込物が少ないときは普通工法の方が有利であろ

う。また壁を貫通している姉入パイプや，その他の埋込

物の下側 lこセメントペ ースト や水の溜りによる弱点を作

らない ように，乙れ らのノぞイプや埋込物の周りを金銅の

簡で囲み，普通の工法で全体のコ ンクリー トを打 ったあ

と，この部分に適当な比重のモノレタノレを陀入して問め る

ブ';;1も行われている。なおノマイプがア ル ミニュームな ど

柔い金属で作られている場合は. グラウトモ ルタノレが一

方から圧入される際，押されて変 形寸ることがあるの

で注窓を要する。

4.  日本 原 子 力 研 究 所 1 万キ ュ リー C o60 照 射

室 遮 蔽 コンクリートの施工

東海村の日本原子力研究所では 1 万キュ リー C OOO を

用いて T 線による 物質の変性，有機化合物の放射線lζ よ

る分解，重合，食品の殺菌，炉材料の放射線による損傷

など物理化学的実験研究のため，昭和33年実験所がilli て

られ，その内に照射室ホットケープが設けられた( 図-

3  ) 。ホッ ケープは 図- 4 (C 示すとお り3 つあり ，全体

の長さ 12. 7m，巾 3. 8m，高さ 4. 3m。 主 体遮蔽重コン ク

リートの丑は 118m3 である 。

ケーブ施工用型枠は図- 5 (ζ 示すとおりで，内部型わ

くに利用した厚さ 4 .5 mmのスチー J レライニングは工場で

正確に加工組立てを行なったものを現場に搬入して基礎

の上に据付け，乙れ (C 各種スリーブ，遮蔽窓枠等の内端

を熔接し外端は小型アング J レ類の支持枠で支えた。外部
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写真一1 ホ ッ ト ケ ー プ の 雪国 枠
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写真一2 型枠を外した ホッ トケ ープコンクリー ト

写真一3 完成し た日本原子力研究所ケ ープ照射室

型わくはプナ耐水合板厚 1. 8cmを使用。型わく 内法寸法

の基準をスリ ーブと窓枠の外商としてこれに密着させ，

コンクリートの打上計画にしたがって 4 段K 分け，関口

部以外にはフォ ーム タイ類は用いず，内外型わく を縦横

の支保材で，側圧 611m2 IL耐え，最大許容撲み 1. 5mm

以下になるように外部から文えた。( 写真一 1 参照〕。

iffiS蔽コンクリー卜用骨材は金平磁鉄鉱の原鉱石( 比豆・

4. 7)  679 I をインペラブレープj で必要な粒度まで粉砕し

大 Ｈ ＴＰｾＲＰｭｭ Ｉ ，中 Ｈ ＲＰｾ 5  mm)  ，小 ( 5 mm以下) ，ζ  

ふるい分け，組制11混らないよう区分して，謀砂その他が

混入しないよう上家，シ ー トの類で蔽っ て貯蔵した。

コンク リート の調合は仕級沓によれば，故低密度 3. 8

kg/c m
2  

(生コンクリ ート ) ，スランプ最大 5 cm， 3  I::l圧

縮強度 70kg/c m
2

以上とせられていたが，建築研究所に

依頼 して各鹿実験を行なった結果，セメン ト 330 kg，絶

乾骨材，期日1，330kg， 1*1 1， OOOkg， 組 1，000kg， 7)< 175kg 

とした場合，打込時比重 3. 85 1 週強度 177kg/cm
2 ，ス

ランプ 5cmを得た。これを参考として現場試験の結果2 1

切チ ノレチングミキ サの 1/ 2 fiJ: すなわち 10 . 5 切( 0. 29mり

を 1 パッ チとし，その配合i立をセメ ン ト100kg ( 2 袋)，

水' 50kg，骨材細 406kg，中 290kg，粗 290kg，とした。

線上りコ ンクリート はベル トコ ンペヤで打設用機械ま

で巡び，乙乙でカート lζ 受けて投入場所の小型 ホッ パに

移した後，ショベ ルでできるだけ低い所 ( 最高型枠 I 段

分の高さ) から静かK 型枠の内κ 打設した。打設の際，

型枠内K は人が入り ，小型ショベノレで一回の打上高 10cm

位に水平に分布 し，径4. 5cm の小型パイプレータを 10秒

づつできるだけ密に使用して締固め，ペーストが浮上 っ

てから次回を打込む。ス リー ブや型枠 lζ 付着したモルタ

ルは絶えず除去し清潔を保つ。 1 日の打上り高を 1. 5m

以下 とし，遮蔽窓の位置などを考慮した結果打継位置は

図- 5 1ζ 示すとお りとし，次の上型枠を建込むための日

数 3 日を置いて次回を打込む。コンク リート の打継水平

面は相決り，または凸型の段をつけ，打設終了直後浮水

は布類で拭 き取 り. その翌 日ワイヤブラ シで レータンス

を除 き、次回の打設直前lζ 粗骨材を除いた重丑 モルタ J レ

を流した。

型わくを除去した結果は写真一 2のとおりで，表面は

平滑で豆板はな く，所要事'f 度も満足すべきものであっ

た。 しか し遮蔽窓の下部には 中央で約 1 cm， 1末ラ イニン

グ 下 全 体 ｬζ Ｑ Ｐ ｣ ｭ の ｉｾｪＨ 間がと ｬ ミじたのは，乙の工法では避

ける乙とができ ないζ とで，乙れにはセメン ト50kg，7.k 

25 I  ，磁鉄鉱制骨材 70kg，エイド 200gr を配合したモル

タJ レをグラウトした。

ケーブ完成後( 写真一3参照) 同研究所で実際 l乙 C OOO

を用いて放射線漏洩試験が行われたが，その結果はコン

クリ ー ト部分は十分安全である乙 とが確認されている。

しか し今後 乙のようなケーブの施工 lζ 際しては，床 ・窓

等のライニン グの下側 lζ コンク リー トが廻りやすくなる

よう な工夫や，また型枠の所妥結度を緩急1 0( 5 じて変え

て工法の経済化をはかる乙とが望まれる。

5.  大 阪 大 学 放 射線 実 験 所 遮 蔽 コ ン ク リ ー ト の

施 工

ζ の実験jifr (図- 6 ) は大阪大学の全学共同の投u 1 I l':_

して C 0 60 による T 線を利用して物理. 化学，生物 l実

学等の各方面の研究を行うために堺市北花田 IIIJ の) ¥_ 阪大
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写災- 4 阪大ホットケ ープ泌磁コ ンクリ ート型枠の施工

写t I - 5 グラウトの予備テストピース作成

写災- 6 ケ ー プ 天 井 の グ ラ ウ テ ン グ

写真一7 般 ￟Ｇｬｾ 後のケープ笠岡 ｦｦｩ ＡＮ￯ｬコンヲリ ート
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学産業科学研究所の敷地内 ｬζ 昭和 ＳＳ 年から ＳＴ ｾＱ えにわたっ

て建設せられ，照射実験を行なうために深さ 4 . 2m のプ

ー J レと霊コンクリートを使ったホットケープ 2 つが設け

ら れ た ( 図- 7 ) 。 ケ ープは全長 9 .7m， rt 3 . 9 m 高

4 . 65m。遮厳重コンクリ ート の丑は 117m3 である。

ケープ施工用型枠は図- 8のとおりで，内部スチーノレ

ライニングは厚さ 4. 5mm。乙れを工場で組立てたものを

搬入して据付けて内部型わ くとし， 外部型わくはメタ ノレ

フ ォーム を用い，プリパクド工法を採用したのでとくに

水密性を確保するため，型枠の継自にはコe ムパッキング

を挟んで 9 mm世ボールトで締付けたものをたて長にな

らベ，横パタ』ζ ライトゲージ 2 [ s- 60X 30X 2 .7 を，竪

パタ l乙松 12cmx 24cm を用いて乙れを既存の残物外壁か

らパイプサポートを水平に使って支え. フォームタイは

全く使用せず，型わ くの所要精度 :t 5  mm 以下になるよ

うに 計 画 し た 。 ( 写真一 4参照)

遮蔽コンクリートには情材として金平磁鉄鉱( 比重

4 .82) が， グラウトモルタ J レ用』ζ は， 秋田! f . 1...: 淋代; W，

砂鉄比重 4 .56 が用い られた。骨材は桂皮を大 ( 100- 50

mm)  ，中 ( 5 0 - 2 5 mm) ，小 ( 2 5 - 1 0 mm) にふる い分け

るとともに水洗し，別々 K 貯蔵した。また砂鋭、の粒度は

表ー 1 のとおりである。

表- 1 砂鉄の位度

ふるい目の大き| 通過準

( mm)  I  ( %)  

1. 2  99. 7 

0. 6 91. 9 

0.3  70. 4 

0.15 42. 8 

0.075 1. 0 

分けて組立てた。

骨材の充填について租々テス

トを行なった結果，各厚さを大

ll c m，中 13cm，中ll cm，小15cm

のI i 即ι 層厳みし，突棒または 11同

突で十分突き締める。骨材の充

換を容易』ζ するため，外部メタ

J レフォ ームを下から 上へ 3 固に

骨材とグラウトについては 写真一 5 I乙示すように ，多

くの予備 テストを行なった結果， コンクリート 1 m3 当

りの所要材料は 表- 2のとおりとして， 比重 3 .8t/ m
3

の

ものが得られた。

表- 2 プリパクドコン合リ ート1 m九当り所夏! i l

、

フロー 1出

ＱＶ ｾＲＴ 砂
砂

イ

水

鉄

所 要

¥ 1 捌 k g

842 11 

740 "  

211 k g  

84. 5 "  

591  "  

1. 27 "  

148 I  

グラウトの il t.k;，uに 1t  250 1  1仰のミキリ 2f T で 3 分I i ¥J 絞

り. 乙れを 50}f' のコンソ。レッサ - 1，' : : より，先 l こJ¥1，f )く 内

』こ約 1. 5m附l こ配i抗した| 什径25mmのパイゾを通して 1 阿

の注入i自ーが 45cm とし，順次ノ'J<. 玉12: 1( 打上げて， ｊ 虫 ｾｊｾ ＲＳ ＱＱＡｦ

1切で全部を完了した( 写真- 6多)1.(0 。
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写 真 - 8 大 阪 大 学 放 射 線 実 験 所 ホ ア ト ケ ー プ

乙の問メタノレフ占 ーム の一部lζ 厚さ 4 mm の硬質ビニ

ーJ レ透明板を板の代りにほめ込んで図- 81こ示す箇所 IC

縦に配置し，乙れによってグラウトの上昇を外から直規

しながら注入を行なったので型枠のl附有までグラウトモ

J レタ J レが侵透して行くのをよく確めることができた。

また: 容下枠の水平面 lζ は孔をあけておいてグラウトの

噴き出しによって充分モルタ J レが行き渡ることを臨める

乙とができる。なお，乙のよう な厚い墜では注入パイプ

をもう少しく太くする方が能率的であったと思われる。

しかし，グラウトポンプを打設 コンクリート墜より上方

に設置したことはとくに重い砂鉄を用いる場合に詰まる

乙とが少なく，また故障時IC備えて， ミキサとポンプを

2 台用意し交互に使用したので， パイプライン 中K 詰ま

ったモルタ J レを掃除する時間を活用することができ好結

果を得た。

離型ｼ直 後のコンクリートの表面は 写真 Ｍ Ｗ ｋｾ すとお

り微小な気泡状の凸凹が点在しているだけで，大きな空

隙はなく . 現場施工の際 lζ 作ったテストピースの比重が

3. 9 を示している。ただし乙れは実際 IC用いた骨材が，

56 

ｾ＠

噌

4・

• 
4・

予備テス トlζ おけるよりも重か ったからである。

完成したホ y トケープ( 写真- 8 ) の遮蔽コン クリー

卜について実際の遮蔽効果の本格的テス トはまだ行われ

ていないが，予備テストで作った同じ配合の丞コンクリ

ートプロックを用いてテストされた結果では，一万キュ

リーC o60 IC対して乙の磁鉄鉱コンクリ ート 90cm J享さ

で充分遮蔽できる乙とが確められている。
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ア イ ソ ト プ 実 験 室 の 建 築 材 料

藤 井

1  . は し が き

アイソト ープを取扱う建築物で，露出したままのアイ

ソトープをトレ ーサーな どに用いるときは，とくに建物

の床や壁の汚染，あるいは廃気や廃水の流れる場所にお

ける汚染を防止するために，適当 な材料を選定する乙と

が重要である。

放射線障害防止法施行令 lζ よれば次のよう な規定があ

る。

第 8 条第 1 :項賀p 号 : 放射性同位元業または放射性発

生装置を使用する室( 放射線発生装置にあっては，放射

性同位元素を製造する場合にかぎる。以下「作業室」と

いう。) は，つぎの構造とすること 。

イ，作業室の内部の壁，床その他放射性同位元素によ

って汚染されるおそれのある部分は，突起物， くぼ

みおよび仕上材の目地等のすきまの少ない構造とす

ること 。

. 作業室の内部の壁，床その他放射性同位元3震によ

って汚染されるおそれのある部分の表面は，平滑で

あり，気体または液体が浸透しにくく ，かつ腐蝕し

にくい材料で仕上げるとと。

第 8 条第 1 Ｚ項賀 ｾ Ｘ 号ハ Ｚ 換気設備Ｈ給気口を除くＩは

気休のもれにくい構造とし，腐蝕しにくい材料を用いる

こと。

ＮＧｾ＠ 8 条第 1 : 項第 9 号ロ. ハ : 管環室については第 7 号

に準ずる。

針 ｾ ＱＰ 条第 Ｒ 号ロ Ｚ 排水設備は ， 緋液のもれにくい構造

とし，排液が浸透しにくく，かつ腐蝕しにくい材料を用

いる乙と。

本稿においては，乙れ らの規定l乙合致するために実際

どんな材料と方法を用いればよいかを述べる乙とにす

る。

乙のほか強い放射線lζ 曝射されると塗料や建築材料が

劣化する問題があるが. 乙れについてはこ乙で取扱わな

L、。

正

2.  材料の選定の原則

原子炉の使用済燃料処理施設やアイソトープを取扱う

化学実験室( 作業室) および汚染検査室のようにアイソ

トープの液i摘が床や壁または実験台などの表面に付訴す

るおそれのあるときは，これを洗浄する乙とによって容

易に除去さ れなければならない。 ζ のためには特殊な表

面仕上材料が必要である。乙の場合の材料選択上の要点

としては

(  1  ) 平滑であってアイソ卜 ープを吸着し難い乙と。

仕上材料は表面が平滑かつピンホ ールなどがなく ，ア

イソトープが接触したときになるべく拡がらず，かつ波

透しない乙とが必要である。

( 2) 薬品と化学変化を起さ ない乙と。

表面仕上材と薬品とが化学的に反応、して不溶性の極類

を生じるような材料は不適当である。

( 3 ) 耐薬品性が優れている乙と。

表面が汚染された場合，硝酸などで・dt って汚染除去を

行なうこともあり ，また化学実験室であるかぎり普通の

化学薬品も多: ! I J : f ( 使用するのであるから， it 薬品性が俊

れている材料を用いなければならない。

( 4  ) 表面』ζ 傷がつきにくい乙と。

表i百i仕上材料として表面が適当な硬度を有し. 仰がつ

100 

トーn一………、? ………. .  一 …n川、叫tい刊司"唱E

吸 1ω0  

渚

If主

%  

常 1 図 正常な材料 (nor mal) と# 240の研開

布で表面を損偏した材利 (mar) の吸

ヰヨ比較
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あるので別倒の試験をし，それぞれ汚染試験および汚染

除去試験という。以下建築研究所において近藤氏の行ぐ

った試験方法とその結果を簡単に説明し，参引E供した

し、と ，1J 1

、う。

( 1) 汚染試験 ( Suscepti bi l i ty Te吋

2 . 5cmx 5 cm の大きさの試験体を用いてつぎのような

操作によって試験を行なった。

Icont am inant  O.  1α を滴吋→| 蓋をして 1 時間放置l

→ ｼ ビ ー カー中で Ｑ Ｐ 秒間水洗ドｼ亘ｼ→ｼ固→ ｉｾｉ

→120分間水中制| →| 璽 璽 ド |亙 ting l

(  2 ) 汚染除去試験 (Oe∞nl:ami nat: ion Tes t: )  

5 cmx S cm の大きさの試験体を用いてつぎのように試

Contammant :UP 

吸 30r _ 1  

ｾ＠ ＲＰｾ ・ｼ

%  10ト・・ ・・l

。」?守プ

体 地

日地部分の

汚ＮＡｉｾ

館 2 図

験を行なう。

ｉｾ ｯｮ ｴ｡ｭ＠ inant  O.  1α 滴下| →| 減圧強制乾燥( 組旦mHg) I  

→|位当主|徐染刑0 . 25α をi内下 Ｓ 分国並 ｾｉ

→| ピベットで取除く l→ 区 画 → 匝 園 → 巴 豆 亙l

→|事準除染剤 2 cc を滴下 1分間ノ、ケ洗いl→区亙l

医 霊 園 → 巴ounting I  

試験結果の評価方法

染

3.2  

験試(  1  ) 汚

政治! 率( 汚染率) = 水洗後の残存放射能 X 100 (06) 

柿下した放射能

、

，
ノ

ー

(

 

• • • • • • • • • • • 

( 2  ) 汚染除去試験

Decon↑ami nati on Factor (D. F.)  

主品洗い前の放射能 .... .. . ... .・ ・・・ ( 2 )

薬品洗い後の残存放射能

Dec∞tamination Index ( D.  1. )  

09' 0  薬品洗い古ijの放射能 = 1∞' 0  D.F.  

薬品洗い後の残存放射能 3  

3  表 面仕 上 材料 の 試 験 方 法

3.1  汚染および汚染除去試験

試験の終局の目的は，ある表而仕上材料の上にアイソ

トー プが乙ぼれた場合，多かれ少なかれ必ず表而に吸若

されるが，それを適当な薬品で洗めして汚染を除去した

ときに. どれほどの量が残るかということである。すな

わち

同 →| 亙| →底堅亙| →医亙函| →医豆亙彊|

吸着

アイソト ープで汚染さ れたと き， ζ れを水洗いしたの

' において，どの程度吸着されているかという性質と，

適当な洗剤で ζ れがどの程度除去できるかは5 ] IJ の性質で

汚染除去

ー ( 3 )

100  

Conllminanl  J  j中-
ｴ Ｇ ・ ｂ Ｎ ｾ

100 

Contami nant{ こよる金

属材料の吸n率比較

10  

0. 1  

かない乙とはつねに必要な条件で

あるが，とくにアイソトープを用

いる場合は，新しいときは汚染に

対して非常に優秀な成絞を示 して

いても，使用後傷がつくとその性

能が一般に低下するものであるか

ら，表面が傷つきに くし、材料であ

る乙とが重裂である。 第 1 図は正

常な材料と研磨布で表面を損傷したときの吸着率( 後

述) の差を示している。

( 5 ) 汚染した とき取替える乙とが符易である乙と。

汚染したとき ζ れを どうしても洗浄によっ て取去る乙

とができ ない場合は，その郎分の表面仕上材料をはがし

て取替えるより仕方がない。乙のために取替えやすい材

料であると好郎会である。乙の芯I ] ; j ミでJAミ材料l乙タイノレ類

がしばしば用いられるが，白地の ｾ｜ｩｬ 分は汚れ や す ｌ 、。 第

2図 はその関係を示したものである。
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4.  各種表面仕上材料の吸着率

fキ.foRR市{ l : 上材料の1扶持率を第 3図』ζ 示す。乙 れは，

ω 、t ami nant として 3 2 P を用いた場合であって，ほかの

Cont am i nant を用いると結果は幾分異なる ( 第 4図参照) 。

しかし大体において汚染度の順序には大きな差異は生 じ

なし、。

5.  室内の各部構造 ，材料および施工に関する

具体的注意事項

5.1 一 般 事 項

(  1  ) アイ ソトープを取扱う実験室内 lこは，汚染 した

1 m挨が付着または停滞するような部分をなるべくつくら

ないようにする。

( 2 ) 関口部はで きるだけ気需にし，1 m攻ーが入らず，

かっ汚染 した空気が流出しないよう にする。

( 3 ) 内部仕上げの材料は一般の実験室において要求

される性能を具えるとともにアイソト ープまたはそれら

の溶液による汚染が比較的少なく，かっ汚染された場合

汚染を容易に除去できるか，または汚染部分を容易に取

替えられるものでなければならなし、。

5.2 各 部 構 造

(  1  ) 窓出入口廻 りの膳板，縦わ く，上わく ，無目な

どは壁面から突き出 さないよう にし，建具lζ 組子を設け

る場合には室内側に突きださ ないようにする。また気密

にするため窓はなるべくはめ殺しにする。

( 2) 扉の把手，窓のつまムなどの突きだしする建具

金物はなるべく っけないよう にする。扉は自在扉とし，

肘や足で開閉できるようにするのが望ましい。乙の場合

先方がみえるように扉にガラス窓を設ける。ただし室内

の気圧が換気設備の吸気によって低圧にな っているとつ

ねに扉が半開になるおそれがあるから注意を要する。

( 4 ) コンクリ ート や木は汚染されやすく ，かつ除染

が困難であるから ζ れらの実験台や壁，床などを紫地の

ままあらわしてお くこと は絶 対 に 避 けなければならな

い。ある実験室では木は汚染したとき符易に削りとれる

からよいとい って用いられているが，ひび割れができぬ

ようによく注意する乙とと . 適当な塗料を用いることが

必要である。

( 5 ) 実験室の壁，フー

ドまたは実験台が床面に接

する部分などはすべて丸味

をつけ，汚染除去が容易に

できる ようにす る ( 第 5図

参照)

( 6 ) 実験室を音響処理

m5 図

する必要がある場合には，

陸挨の付着する可能性がも

実験台と床との接する

場所の汚焼防止

っとも少ない天引を吸音性とする。コンク リートの広い

実験宅Lt 一般に71f 併がひびき I政7!?材をmいること がど

うしても必裂である。! 以? 与判はすべて多孔t l . のものであ

るから，汚染のおそれのあると乙ろに用いる乙とはでき

ない。したがって天井lζ 吸音材をはる以外に方法がな

し、。

5.3 壁 仕 上 げ

(  1  ) 壁の仕上げには一般に合成樹脂塗料を厚塗りす

るのがよい。水性塗料および油性塗料は耐薬品性に乏 し

いから好ましく ない。 鉄製部分は腐蝕を防ぐため同一系

統の合成樹脂さぴ止塗料で下塗を行なう必要がある。第

4 図からわかるように，合成樹脂塗料のうちでは底化ビ

ニーJ レ樹脂塗料が汚染および耐薬品性な との点で一番優

れているようである。ただし塩化ビニール樹脂塗料など

の蒸発乾燥型塗料は，乾燥後も溶剤によりふたたび溶解

されるから実験室使用者は注意しなければならない。最

近は各塗料会社ともアイソトープ実験室用の汚染しにく

い塗料を発売しているので， ζ れをその使用法にしたが

って使用する とよい。

一般に嵐化ビニーノレ塗料といってもピンからキリまで

あり，建物の仕様容に単l乙塩化ヒ、ニー J レ塗料とだけ書い

ておいたのでは，もっとも値段の安い甑化ビ、ニー J レ塗料

を用いられるから，アイソト ープ実験室用と と くに指定

する必要がある。またその使用法にしたがった下塗りを

用い，指定された回数塗装するように注意しなければな

らない。

( 2  ) ほかの部分lζ 比較しで汚染の可能性がと くに強

い流しの付近の壁やフ ードの内壁などは ，ステンレス ・

スチー J レで内張りするかストリップペイン トを塗装する

のがよい。ストリッ プペイン トをコ ンク リー卜や木lζ 塗

る場合には，内部lζ 浸透してはがしにくく なるから適当

な下塗用塗料を用いた方がよい。また ス トリッ プペイン

卜も蒸発乾燥型塗料であるから，実験室使用者は前記の

注意をしなければなら ない。

ぎ転者はしばしばもっとも汚染しやすい場所に塗 られた

ス トリ ップペイン トがはがれているのをあち こちの実験

室でみた。現在使用されているストリップペイントには

不要に簡単にはがれるもの と，逆! こなかなかはがれない

ものがあるから注意を要する。官庁の研究室のように保

守の不完全な場所にストリップペイントを用いるのは考

えものである。

( 3 ) 石綿セメ ン ト板，合板などの墜には継ぎ目 lζ パ

テかい して平坦にしてから合成樹脂塗料を厚塗りする。

また合成樹脂板の場合には継ぎ目をi容接するかまたはポ

リエチレン， ビニー J レなどのテープでふさぐのがよい。

( 4 ) 磁怒タイ中は 白地モ J レタ J レが汚染されやすt 、か

ら，あ まり好まし くないが，使用する場合には， 目地モ

ルタル上を適当なワックスあるいは塗料で処理する。
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5. 4 床 仕 上 げ

(  1  ) 床仕上げには アスフアルトモルタル床が比較

的よい。汚染率が少なく，汚染された場合にもその部分

を容易に削りとれ，補修も比較的簡単である。ただし色

が暗褐色ないし黒色であり ，あまり上手に仕上がらない

ζ とが難点である。またアスファ J レトモルタノレは溶剤に

より溶解され，重量物によりくぼみを生ずるから注意し

なければならない。

( 2 ) 霊量物を持ち込み，あるいは溶剤を乙ぼすおそ

れのある場合にはポリエステ J レ系塗り床材料を用いる

か，ポリエチ レンライニングをするのがよい。ポ リエス

テN 系の床仕上げ材料には最近多くのものが発売されて

おり ，価格も次第K 低下している。 ζ れを施工するとき

はコンクリート床が十分! ( 乾燥している乙とと ，施工を

十分入念にすることが必要である。グラスウーノレ布を一

周または二庖塗り込む乙とが多い。乾燥が早くかっ収縮

するので亀裂を防ぐために少しずつ塗るので，仕上 りが

あまりうまくない。しかし多くの利点があるので最近は

多くの汚染のはなはだしい研究室の床 lこ用いられつつあ

る。

( 3 ) 合成樹脈あるいはゴム製のタイノレ ・シー ト類は

良質の按才mJ 手用いて，なるべく目地の隙間ができない

ように注芯して施工 し，表面にはつねに適当なワックス

を使用する。ワックスを塗れば汚染 されに くく なる。

( 4 ) 人造石と ぎ出し床は床面を洗う場所lζ 多くHl l 、

られていたが，汚染されやすく . かつ除染が困難である

から避けなければならなし 、

5.5 天 井 仕 上 げ

(  1  Ｉ天 ｾｉＺ の仕 上 げはなるべく平滑にし，でき れば合

成樹脂塗料を厚塗りする。

( 2  ) 吸音性とする場合! こはアルミニウム， 石綿セメ

ント板，合成樹脂などの穴明吸音板で耐腐蝕性のあるも

のを用い，かつ取替が容易であるように施工する。

6. む す び

以上で表面仕上材料について一通りの説明をしたが，

要するに，各々の実験室K おける作業内容と ，使用する

アイ ソ トープの種類と泣とをよく勘案して，もっとも適

当な材料をえらぶより以外に方法はない。乙のほか実験

台表面，排気ダクト，排水管などの汚染のおそれのある

場所の材料の選定弘前記の要領に準じて行なえばよ

い。また施工 も同様である。乙れらの点についての詳細

は別の機会にゆずりたい。

(司E者 建設省連築研究所アイソト ープ研究家長}
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本 社 及 工 場 尼 崎 市 長 州 字 縮 川 新 聞 44 T E L 大阪 (48) 4947- 9 ・5920

東 京 支 広 及 工 場 崎 玉 県 厳 市 場 魁1620 T E L  絞 (0889)3252- 4

九州支庖及工場福岡県八幡市東浜田rI 6の2 T E L  ( 八幡) (6)  723 ・2512

東北支庖及工場 福品県郡山市外' / l ' ; 久山町久保問142 T E L  ( 郡山) 267 

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 熱 閏 区三本松町2の35 T E L 名 古 屋 (88) 7674 
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住 友 宝 塚 放 射 線 研 究 所 の 建 設 に つ い て

緒 言

宝塚放射線研究所の設計につい

て，株式会社住友原子力研究所より

正式の依頼をうけたのは ，昭和33年

2 月であったが， 当時はまだ用地使

用についての現地の了解が得られて

いなかったので，主として基本計画

の立案，設計条件の検討などから着

手した。その間，東海村，科学研究

所，同位元素協会，東大原子核研究

所， 1災業技術研究所その他を視察し

て資料を集め，また住友原研側との

数十回におよ ぶ打合せ会を行なって

設計の万全を期した。

本研究所もど多聞にもれず当初

は，かなり強い地元側の反対があっ

たが，さいわいにも県市当局，専門

学者および往友原研の長期に亘るど

尽力によって無事解決し，関西にお

ける唯一最大の綜合研究所として遂

に誕生する運びと なった ζ とは，何

といってもわが国原子力工業の進展

のために問屋互にたえない。

建築計画は幾度とな く変更改訂を

余儀な くされたが，昭和33年 11月初

旬， 上地問題解決の時期と 相前後 し

て，主要建物( 付属建物を除くー速

の建築物) の設計を終り，入札の結

果，竹中工務庖が落札した。付属建

物は今なお工事中であるが，主要建

物は昭和34主f. 9 月16 日lこ竣工し， l l

月26 日には盛大な関所式が挙行され

た。以下本工事の概要を記して大方

のど参考! C. 供する。

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

住友原子力研究所の目的と業務

住友原子力研究所は，住友 l4，f 1が

共同出資して設立した株式会社であ

る。原子力の開発および平和利用を

目的とする実用研究を行ない，初期

[ こは放射線の工業的利用のみとす L

が，漸次核燃料，炉材料その他の方

面に拡大してゆく予定である。宝塚

放射線研究所はその一環と して建設

されたものであるが， ζ れの利用に

ついては，当初は住友14社とし，次

第に 14社以外にも拡大する。また将

来は一般よりの委託研究をも行なう

予定である。

乙のように，数多の述系会社が共

同利用するというこの研究所の性格

は，平面計闘を左右する大き な要因

となったが，これについては後述す

る。

敷地の状況

位置は宝塚市蔵人字末成 39の1

京阪神急行今津線小林駅の東方約

1. 3  km の地点で，敷地の全面積は

9，894 .2坪であ る。東方約300mの所に

武庫川の堤防があり ，南方約 1kmの

所を仁川が疏れている。( 図ー1参照〉

放射線利用施設のための敷地とし

て該地がもっている条件は次のよう

である。

1)  都心から余り遠くな L、。

2)  人家の密集地帯でない。

図- 1 附 近 見 恥 図
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図- 4

少 の 高 低 はあるが，低いところで

は，東側私道より約24cm低く . 西側l

市道より約60cm低い。これでは敷地

排水が困難であるばかりでなく ，洪

水時の浸水制限念されるので，敷地

全体に亘り O . P十 22 .5 mまで盛土を

行なった。工事'l!i lこ彩事存命するが， 1、

他設の性格上やむを得ないことであ

った。

以上が敷地の概況である。結論的

にみて， 乙の敷地には多少の欠点も

あったが，放射線利用施設の場合

l土，原子炉の場合ほど条件が厳でも

ないから，設備とその機構を完備す

ることによって. すべて解決するこ

とができた。

図

3)  環境の空気が清浄である 。

4)  七地が平坦である。

5)  用水としての地下水が2Lt前て

ある 。

6)  地盤は良好とはし、えないが，

杭を打つ 乙とによっ て処理で き

る。

7)  風I['J は四季を通じて変化し，

とくに顕著 な 常風向を もた な

い 。 ( 南西の風がやや多い程度

である が，こ れと ても設計に強

く影響するほどではな い)

8)  乙の土地の欠点としては地盤

の低い乙とであった。乙れは，

泣7.kを極端に嫌 うζ のflI! 施設の

敷地としては図るので O. P.+  

22 .500m (現 地 盤 よ り平均約

1 . 100m高 くなる) まで践土する

ことにした。

図- 2 は，ボー リングの結果によ

る土質柱状図である 。 ( 試銀地点に

ついては 図- 4 参照) 当初j の計画と

しては，ボー リン グを 3 ケ所 (深度

位配

敷地内諸建物の配置

敷 地 が 南北 ｬζ 細長いので配置にｾＭＺ

心したが，幾回とな く検討改定され

た結果， 図- 4 のように なった。こ

の研究所に行くのは南方から 入るこ

とが多いと考えて， 施設は北に向う

ほど Hot になるように計画した。 図

- 4 で事務室棟以南が治浄区域. 研

究室棟以北が放射線区域であって

放射線区域のうち実験室棟以北が合

理区域となる。敷地の南方に残され

25 - 4 0 m)  ，試験拐を3 ケ所( 深度約

3 m) を行な う乙とにしたが， 試験i将

i.-l: i.男水面が高 く (G .L. - O. 80m) ，それ

以上掘削するζ とは 困難であったの

で中止 した。ボーリ ングの方 も，玉

石が多く施工は困難で， No. 1  P  J1!l点

では，深度 5 .50 mで玉石に突当り，

それ以上の拐進は非常に困難であっ

たため No. 2P 地点{ζ 移動 し，深度

24 m まで煽進した。ボーリ ング方法

は， 標準震入試験併用のシン ウオノレ

・サ ンプ リングで，そ の結果，深度

4m附近までは軟弱で，それ以下に玉

石混入の砂磯層のある乙とがわかっ

た。

よって， 基礎構造としては，砂際

厄への杭打ち型式を採 る乙とにし，

杭支持力を確認するために ，敷地全

体に亘 り15ケ所において杭 打 試 験

(試験杭は末日 4 寸， 長さ 18尺) を

実施 した。 その結果， 深度 5 .50m

(校; 高+ 16 m) 以下へ杭 (末 口4寸)

を打込めば 15t 以上の許容支持力

が得られると 推定 されたが，実際に

は本飽設の重要性にかんがみ径25

Omm，長さ 6 mの遠心力鉄筋コンクリ

ー ト中空杭を使用した。

図- 3 は敷地の横断面である。多
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図- 5 A 股 図

たスペースは将来の増築予定地であ

るが，これは Coldな胞設を考えてい

る。 図- 5 はこれ らの配れを示すu

l I l &図である。

付帯諸設備の概要

乙れらの詳細については別項で記

されるはずであるから，こ乙では概

要だけを述べる。

構内道路 道路はすべて完全舗装

の予定であるが，現在は予言r . の都合

上，玄関前のスロー プ部分だけを施

工 している。

電力設備 3 ，300V， l ，015KVAを関

電仁川変電所から導入し，これを地

階電気室で 2 系統に分け，一つは高

圧のまま工作室棟その他lこ送り，他

は低圧にして主要棟の各分電盤l乙供

給する。

カe ス 設 備 市 ガ ス ( 高 圧) を新た

lζ 導入し，メイン ・メーターを経て

各実験室，湯沸場およ ひ浴室に配管

する 。

空気調和設備 RI 実験室系統は，

外気100
96， リサイクルOP6 ，各系統

( 南北 2 系統) の調和器により所定

の温湿度 lζ 調和した空気を，送気タ

クトを通じて各室内 IC送り，排気は

ケミカルフードを通じて，硬質エン

ビダクトにより小屋裏排気装置に導

き ， 濃度を ｾｯ ｍ ｰｃ 以下にして排気筒

より排出する。研究室，測定室系統

は外気2096 ， リサイク ノレ80
96程度と

し，事務室系統も同様とする。いず

れの場合も，室内温湿度は適当 に 自

動調整される。外気の予冷予熱、 [ζ は

茨慨を経た水は，地下貯水橋( 約75

m
3

) に型1かれ， さらにIiE系滅菌機で

滅的して， I向む24 . 5m， ｾ ＨｻＮお ｳｩ 約 Ｑ Ｘ ｭ リ

の高架7l <松i I ζ ，タービン ・ポンプで

揚水する。

消火設備貯水槽より，各棟室内

消火栓 5 ケi' fr lζ 配管し，消火栓位泣

の押ボタンにより消火ポンプを起動

させることができる。消火ポンプに

は予備ヵーソリン ・エンジンを付設す

る。

圧搾空気設備地下機械室( C . 堅型

19
0

C  tf J J<約 73m3/ hを使用する。夏 無給対l式エアー ・コン プ レッサーを

季はターボ冷凍機による冷; J < を調和 設備し RI 尖験室，ガラス納工室，

機のコイルに循環させて減湿冷却 V .D.G.  is家に配管する。

し，冬期はヒ ー トポン プ方式により 排水設備汚水はオムス式浄化槽

泡水をコイル{ζ 循環させて加熱を行 を経て，敷地外の開渠 lζ 激流し，ー

な う。
般排水( 浴室，湯沸場関係および雨

給 水 設 備 深 度100mの深井戸を設 水) は屋外会所を経て，関東{ζ 導入

置し， 水中ポンプで
70011日を揚水 する。汚染排水は，実験室流しより

，浄水装置および弁水貯水槽に導入 パイプダクト内の配管を通って，汚

する 。強制l凝集沈澱装置と急迷炉過 染水貯溜糟に導かれる。

区

事 務 室 糠 R.  C  

本

研 究 室 緑 !

実 験 室 練 11 

照 射 室 椋 11 

館

| 主

付

属

n  

小 Bt  

合 計

表- 1 構 造階数，坪数，高き

E藍
DU I  E足 腰 墜 | 天 井

研 究 笠 プラスタ イル モJ レタル V. P . モルタル V . P 殴 音 板 貼

書 館，図書室 同 上 同 上 同 上 同 上

四声 備 望邑 同 上 同 上 同 上 同 上

小 会 総 重 同 上 同 上 同 上 同 上

廊 下 同 上

モJ レタル そ J レタ J レ

石膏ボードO.P.スプレドサテン スプレドサテン

階 段 主 N クイ J レ 同 上 同 上 同 上

低 気 E在 クリンカータイ J レ モ ル タ J レ プ ラ ス 7 - 吸音プラスター

機 械 室 同 上 同 上 同 上 同 上

用 度 品 館 N タ イ ) V モルタル V. P モルタ J レV. P.  プ ラスター

表- 2 研 究 室 機 内 部 仕 上 茨
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図- 8 全 最

図- 9 玄 関 図- 10 研 究 室 棟 ( 東 町 )

主要建物の概要 長室，会議室，宿直室，救急室等が

図- 6 は各棟の平商を一括して示 ある 。事務室等の内部仕上は，床は

したもので， 図- 7 は各面からみた アスタイル，壁はモルタ J レ・ゾラコ

立国である。また 表ー1は，主要建 一ト，天井は石膏ボード下地吸音板

物の構造，I積数，面積などを表示し 貼である。なお，出入口ドアおよび

たものである。 図- 8 ないし 図一 窓はアルミ ・サッシュを用いた。

10は，いづれも外観を示す写p ; で

図-11 機 械 室 内 部

では，ある程度の緊張感をもって作

業せねばならないが，乙乙ではそう

いった気分から開放されて仕事する

乙とができる。本施設の場合，各社

からの研究員が乙の室を共用する乙

とになろうが，もし必要ならば衡立

などで仕切ることも考えられる。 J晋

ある。 各棟の詳細については以T I こ 研究室棟 住条件の惑い西側l乙書庫兼図書室を

i ! sベる。 平面については図- 6 参照。各室 採った。大きさは 5. 5mX 15mで，位

の内部仕上は 表- 2 rζ 示す。 1階東 置としては，研究者の利用に便利で

事務室棟 側に， 7mx 20mの研究室がある。明 ある。

これを平家にしたのは，実験室棟 るく広い乙の室は研究者のための控 地階には機械室と電気室がある。

の排気筒より高くなるのを嫌ったか 室であるとともに，実験の計画をた 機械室には，送風器，空気調和ｾ，

らである。清浄区域に属 し，主な室 て，またはその結果を整理する場所 冷凍機などの諸設備がおかれ，乙乙

としては，玄関，事務室，応接室， でもある。 RI実験室では，図書の持 から各系統lζ 調和空気を送る。その

便所，洗面所，更衣室，所長室，部 込みなどが制限されるし，またそ乙 ほかに，乙の室には，圧 搾 空 気 設
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図- 12 主 配 位 盤

{l1I 1， ! 也階fJ l '7J<用ポンプなどがある。 モニタ 一室は，管理区減へゆくた

図一11は空気調 和 設備の一部を示 めの関所であり，乙 ζ で衣類や手足

す。電気室には，変圧器，自動電圧 の汚染の有無およびその程度を検査

調 整 ｾＪ ，配電盤および表示 器 が 置か する。そして， 不幸にして汚染 した

れる。図- 12は主配電盤を示す。 場合のために，浴柑およびシャワー

実験室棟 乙の棟は，機能からみ を備えている。 なお，乙の室は平常

て二つの区域 lζ 分けられる。一つ 衣を作業衣にかえるための更衣室を

は，モニタ一室より西K 向う R I実験 も兼ねている。 図- 13はモニタ 一室

室関係区域(東西奨) であり ，他は， の内部を示す。管理事務室は，保健

モニタ 一室より北IC向う測定室関係 物理関係職員のつめている室で，

区域( 南北翼) である。そして，汚 山入を監視し，あるいは汚染検査を

染対策をもっとも必要とするのが前 指導する目的から ，モニタ ー室の方

者である乙とは，周知のとおりであ を見透せるようにしてある。放射能

る。 測定室は，パック ・グラウンドの乱

されるのを嫌って，貯蔵庫その他の

図- 13 モ ニ タ 一 室

RI 実験室関係

平面については 図- 6参照。また

各室の 内部仕上は 表- 31ζ 示すとお

りである 。
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表- 3 笑 験 量0611 内 部 仕 上 長

高レベノレの諸室から，もっとも速い

端に置いた。乙乙 lζ は， 150 チャン

ネJ レの波高分析器 G M， シンチレー

ション ，ガスフローカ ウンターなど

各種の計測器が備えられる。 R1実験

室は，ほとんど同型のものが 9 つ並

んでいる。乙れは，住友系各社がそ

れぞれ，その 1 つのおl当をうけて使

用すること になるもので，本施設の

一つの特徴である。一般に ，実験室

はなるべく 開放的にし，間仕切は各

室にフレキシビ リテ ィをもたすため

，移動可能なものにするのがよいと

云われるが，本研究所の場合は，そ

の性格上，考慮の余地がなかった。

室の大きさは， 4mx 7. 5mを l 単位と

し，各室とも 2 単位から なる。 ζ の

ーきさは，既設の各研究所のものを

参考にし，また各社から のアンケー

トもとっ て，決め られたもので，東

海村の場合の3 . 6mx 6 .9 mより 2 割ほ

ど大きい。床は，土問コンクリート

の上(( ，ユニ ロン防水，モルタ J レ押

え，プラスタイル貼りとし， Et はモ

J レタ J レ，R. I. R.ペイン ト塗り，天井はア

ノレタ イノレ貼りである。( 表- 3参照)

図ー14は，実験室棟 (R1実験室を

含む郎分) の横断面であるが，図lζ

示さ れるように，コ ンク リート ・ス

ラプの上に鉄骨の支柱を立て，その

上lζ アルミ 板瓦線設のアーチの屋根

を架して a tti c を構成し，ζ の中lζ

給，排気ダ クト，フィ J レタ ーおよび



図- 14 災験室l i l ! の横断面i
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RI 実験室プラン

俳風6&: を全部収容した。乙のように

すれば，ダクトの保守，点検が容易

であるばか りでな く，刀ーダクトが

破損した場合やフ ィJ レタ ーの取換え

等lζ 際して実験室内を汚染しなくて

すむ。また屋綴を二重にする乙とに

よりu季の遮熱にも役立つ。乙のat

ticlζ は人が入れる。 図- 15は屋上か

ら 。tti c へ入る出入口を示す。

パイプ ・ダクトは雄物外壁の肢に

そってノk平にとっ てあ り (図- 14参

照) ，外側 lζ フレキシブ J レ・ボード

を貼るが，乙れが要所要所で，はづ

せるようになっている。乙の こと

も，配管の保守，点検のために便利

な乙とである。なお，乙のダクト{ こ

は，カψ ス管，圧搾空気管，給水f古お

よび汚染排水管が収められる。 図ー

16はダクトの外在である。乙のよう

に， att ic を利用し，ふるいは外壁の

腰を利用するのは，建物が平家であ

って初めて許されるが， そ の 結 果

は，立ち上 りのダク トや配管がほと

んどなく ，室内がきわめてすっきり

したものとなった。最初，実験室棟

を 2 階lζ する案もあったが，それを

採用しなかったのは，自m述のような

斑由からである。

図- 17t;t RI実験室の平面図で， ｴｾｻ＠

準的な家具配置を示す。利用する各

社が，それぞれ必要な装置を持込む

乙とになるが，基本的な配置は大体

同犠である。墜に作りつけの実験台

が 2 ケ所あり， ζ 乙』乙鉛板張のik し

がある。乙の実験台はコンクリート

製であるが，作業面は汚染しにくい

ダヲトの外観

材料が要求されるだけでなく ，丈夫

である ζ と，耐熱的であるとと など

も必要なので，材料の撰以がきわめ

てむつかしい。乙 乙では ，モノレタ J レ

仕上のうえに，ポ リウレタン( 樹脂

) を塗った。室の中 央 に も 実 験 台

(ζ れは家具) をおく。墜に沿って

オークリッヂ型( またはカリフォ J レ

ニヤ型) のフードがあり，乙れは後

で 2 コK 増す乙と ができ るように封|

気ダクトの予備が設置しである。

室の隅 lζ ，一般用と汚染用の流しが

あり，乙れはいずれもステンレス製

である。グロープ ・ボックスをおく

位誼も大体決められている。天井の

中央の梁にフック C13O) が3ケ所あ

り，壁面には，あとで初iや配線など

を支持する必要が生じたときのため

に，9Oインサート ・ナット( め くら

室主付) が壁面! ( 樫込んでとる。出入 -

口扉は木製 フラッシュF で， ビニ ー

ル ・ペイント塗り，下部 lζ 通気のた

めのガラリをもち，上部 l乙中を見と

おすための透明部分があ る。 廊下sl IJ

lζ 特殊抑板があり ，ひぢで操作でき

る。 内側も，ひぢで開閉するための

金具がつく。外側窓は，すべてはめ

殺し，アノレミ ・サッシュである。ア

ルミ を採用したのは，拘l 山工法によ

るアルミ ・サッシュは精度が高 く，

エア ー ・タイトになりやすい点をw

ったもので，アルミはコンクリート
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図- 18 実 験 室

図- 19 災 験 室

図- 20 ド ア ー

日 '1ｉ ｾ＠ .  • fI .. 'j j ' - i '''>(AA. }  

ft官r I  ¥7. 1.・ ム 11 "" .1

との接触部の耐蝕性の点で問題があ

るが，これは耐アル カリ性塗料を塗

る乙とで解決できると考えた。 図-

18および図- 19は実験室内郎を示

す。 図- 20はドアの状況を示す写真

である。

化学分析室は，各社の共用となる

もので，その性質は RI実験室より少

しくハイ ・レベルに なると思われる

が，建築的処理は，前日己のと乙ろと

大差はない。 RI 配分室は，貯蔵庫か

、取山したRI を，乙乙で小分けして

各実験者 lζ 引渡すための窓で，貯蔵

庫lζ 隣接しておかれてい る。フ ード

が 2 個おかれ，小分けは乙の中で行

なう。汚染の可能性が考え られるの

で， J . 末は耐酸プラスタイノレである。

乙れは万一汚染した場合，自主洗い等

に耐えるためである 。な お，乙のささ

の天井 lζ はア J レタ イルを用いず，ラ

ス ・モJ レタ J レ， R.I. R.ペイント仕上げ

とし，ζ れに日建で試作した! 懸霊式

l吸音盤 ( 11甘和33年新案特許26 ，767)

を約 120 個取付けた。 図- 21はその

図- 22 RI 配分室の天井

_ _ i l ! _ ー斗! ' ，リ，- ，. U ，(?I lf 

(i iZjJJ: 図- 23 貯 蔵 庫

図- 21 鰻霊式股音盤詳細図
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詳細n図で，アルミニウム製のコーン

にfしを開けたものの内 lζ ，グラス ・

ウー J レを内張りし，こ れをスプ リン

グで天井に取付けるものである。天

井iζ 吸音板を貼ると，万一天井哀が

汚染した場合，処置が困難である

が， このよう なものを用いると ，汚

染した場合は取りはづして処置で き

るので好都合である。室内は負圧で

あり，フ ードから排気するから，天

井哀の汚染はまづ起らないと考えて

よいが，乙の方法はさらに万全の*

をほど乙したものといえよう。 図-

22は，乙の天井を見上げた写点であ

る。 貯蔵庫は， 直接戸外から RI を持

込めるようにするため，また測定室

その他に影響をおよぽす乙とのない

ように RI 実験室犯の政西端におい

である。 図- 23は貯磁胞の内部の勾'

其であるが，片側 lζ 8 個づっ，合計

16個の貯蔵棚( 内容積40cmx 30c mx

30cm) がある。これのl J j l は， 図- 24

lこ示すように，厚さ 9 mmの鉄板の LIJ

IC.， 重量コンクリートをつめ，総厚

10cmで，内側にストリッパブ J レ・ペ

イン トを塗る。以下段のものだけ

は，鉛充填の扉をもっている。 lぷは

耐酸プラスタイノレで，ほ lζ もRI 貯磁

のためのピットがある。天井 IC.は I

- 200 X  100のモノレールがある。 RI

の容器はかなり重いので，外からの

持込みに そなえ るためである。汚染

除去室には，スロッ プ ・シンクが 2

個あり ，また電気沈滞器も 2 個置か

れる。乙とでは作業衣やn具の除染

を行ない，排水は貯溜糟 lζ 導かれ

る。

測定室関係 実験室wの東' 奇りの

部分は測 定 関係の諸室が占めてい

る。平面および室名については図-

6参照。 ガラ ス細工室は器具の破損

を少な くするため桧フロ ーリング貼

り床とした。赤外分析室は恒温↑ 亘混

を要求さ れるので， 図- 25のような

構造とした。給気は，パッケーヂ型

エヤー ・コンディ ショナーを使用

し，調和した空気を送気ダクトを通

じて室内に供給する。各室の内館仕
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図- 24 RI 貯歳五I l 扉詳細図
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図- 25 赤外分析室平面詳細図

l . _  

(V  

図- 26 質 益 分 析 室

上lζ ついては 表- 3 を参照。だいた

い RI 実験室関 係 と同 様である。 な

お，乙の区域におかれる測定用機ｾｾ

の主なものは x線分析7，?L 質量分

析然，赤 外 分析器，自 ;己分光光度

昔"， ポーラログラフなどである。 図

一261ま質量分析室の内部を示す。

照射室棟

平面については 図- 6および図-

27を参照。乙 こには ，Von de  Groof f  

粒子加速機とCo60J照射装置とがおか

れる。 各室の名称は 図- 6 1ζ 記しで

あるが，要するに V . D. G と白 60 のそ

れぞれに対して，照射室，機械室，

操作室な どが配される。

V. D.6 .関係

3 MeV- Von de Groof f 粒子加速機は

アメ リカ のHi gh Vol l oge Eng. Cor p. の

製品で，設置その他も同社の指導の

もとに行なった。したがって建家の

形態なども， だいたい同宇社土の In同n悶sl川r町U

ct刊i同m叫 lに乙準拠しい' 細部を少し訂正した

程度である。照射室を地下にすれ

ば，遮蔽星置の厚さを節約できるが，

本敷地の場合は地下水位が高く，湿

度を嫌う ζ の施設に対しては防水上

の困難をともなうので，地下式は採

用しなかった。乙の加速機は，強力

な電子線源として用い られる他1.( ，

X 紘 陽子線板、としても利用 される

ので，照射室の四方の壁は ，P; L さ1，

500mのマス ・コンクリート遮蔽壁と

した。重量コ ンク リートを月] いなか

ったのは，経済的な] I ! 山 からであ

る。 表 4は，乙れに使用したマス

. コンク リー トの仕様を示す。操作

室との墳の壁面に将来ペリスコ ープ

を設置する予定であるが，当面はつ
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( 1 ) セメント 小野田中路熱ポートランド ・

セメント

( 2) 骨 材 砂 利 お よ び 砂

( 3 ) 調 介 { 線上りコノクリート 1 m・" こ

対する調合)

砂利 1. 134kg  セ メ ント 356k g  

砂 779kg 水 149kg

( 4 ) ス ランプ 5cm

その他. illL1コン合 リート( 長- 6 ) の 仕 様

IL却』ずる

表- 4 マス ・コンヲリート仕儀続' l l !

けないのご その部分に鋼管を坦! 込

.， ｾ，鉛のプラグで一応つめ である。

迷路は長くとり ，扉は普通のスチ ー

ノレ ・フラッシュ ・ドアである。隅々

に鏡をおいて中を視るようになって

いる。乙のち ｾの内部仕 上 は 表 Ｍ Ｕ に

がす。 2 階は加速機室で，加速機を

搬入し，あるいはそのコンテナーを

移動するときのため. 天井が高く B

上にモノ ・レールをもっている。 図
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且185 _一

一一一一一一坐Q!!

図- 27 照射実験室 1 階平面図

髭 目。 同〈

ぎi

阪 !笠 | 天 ｾｉＧ＠

研 ，筑
主 プ ラ ス タ イ ル そJ レタ J レ V . P モJ レタ J レ V. P .  7  ，レタイ ，v

資 材 室 カ ラ ク リ ー ト モ J レタ J レ R. P モルタ J レ R . P 石 膏 ボ ー ド O. P

V. D. G 錬作室 プ ラ ス タ イ J レ モルタ J レ V. P.  モJ レタ J レ V. P.  アノレタイノレ

C os O 操 作 当 同 上 同 上 同 上 同 上

V .D .G.  !¥(19J 主 同 上 同 上 同 上 モJ レタ J レ V . P .  

迷 路 同 上 同 上 同 上 ア J レ タ イ ノ レ

COU( ) 微 減 車

モJ レタ J レ ・

モルタ ノレ鋭抑エ モルタ J レllltjl エ モル 11，レ跡1m引
ハードナー

V .D. G 加速機室 プ ラ ス タ イ ノ レ モルタ J レ V . P.  モノレタ J レ V. P  プ ラ ス タ ー

冷 却 合 同I モルタ J レ鋭Tj I ェ モル ｾｬＩ レ鋭押エ モルタ J レ銀jl" ェ モJ レタ J レj出J 5' J '

C OOO  !i( l 射 室 人ｬ￭ｉｉ Ｎ ｾ織 目地 自セメント5 I tjl エ 臼セ メ ント鋭TJI エ 自セ メ ント級担j I エ

表- 5 ， 照 射 釜 棟 内 部 仕 上 ぷ

- 28はこの部分の 断 面 ( 迷路の とこ

ろで 切っている) を示し， 図- 29(立

加速機の外観を示す。

C o6 0 関係

V .D.G.  ) 1. <<射室の隣 lζ ，境の壁を共

同して C 0 6 0照射室がおかれる。壁

厚はやはり 1. 500mでマス ・コンクリ

ートを用い，操作室に面する壁だけ

は，磁鉄鉱を用いた重iIJ: コンクリ ー

トとした。 表- 6にその仕様を示す。

この直iには将来マニピュレークと，. i I ¥，l

I ' ( をつける予定であるが，さし当つ

てはっけないので，マニ ピュレータ

孔には 鋼 管 を 埋込み鉛プラグをつ

め，覗窓のプJ は鋼板の枠をあらかじ

め立II 込んでおいて，主l u : コンクリー

トをつめた。 図 Ｍ ＳＰ はｾ仲およびＮ｜ｬｬｩ

込鋼管の取付状況を示す。な お恰仰

の上fiilJ にすき間ができるのを妨ぐた



図- 28 照 射 室 棟 断 面 図

( 1 ) セメン ト 小野問中凪I熱ポー トラン ド ・セメ ン ト

図- 29 加 速 織

( 2) 骨 材 磁鉄鉱 (岡山県金平産)

( 3  ) 調 合 (  1繰り当り材料使用量)

図- 30 拾仲と埋込鋼管の状況

(単位 k g)

( 4  ) ミ キ サ 10切可傾式ゼガー . < キサ

( 5) 型 枠 木製. 阿古事式フオーム ・タイ使用

( 6  ) 打 込 み パイ プレ ーター (径35mm. 7. 0∞回転/分) 使用

( 7  ) 打込 コン合リ ー トの銭 験

表- 6 m盤 コンクリート仕峨慨'll!

め，コンクリート打込後，さらにそ より購入 した 2，000 キュリ ーが入 つ

の部分lζ 重量モルタノレをクーラウ トし ている。天井の床版は l ，400mの厚み

た。 図- 31はその状況を示す。迷路 をもち，こ乙 ICCo60のコンテ ナーが

をとってあるので，扉は普通のフラ 収容されており ，照射時は下方に 向

ツシ ュ・ドアである 。乙の扉がしま って線源がおりて くる様式のも ので

らなければ，線源が作動 しないよう ある。 図- 32はCo60の線源部分を示

IC， 両者はインタ ー ・ロックされ し，図ー33は照射台の詳細を示す。

る。なお，乙の扉lζ は，外からは閉 また図- 34はCo60関係部分の断面図

かず内からのみ閲かれる非常・用脱出 である。乙の部分の 2 階は機械室と

口をつけてある。 白 60は米国O .R.N. L.
なっている。各部仕上については表 図- 32 Cooo の線源部 分
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1階は鉄筋コンクリート造 2階は

峰量鉄骨造。 11; 皆半面i図を図- 35 1こ

ぶす。各部仕上はすべて凶中に記入

しである。乙 ζ 』ζ は各極の工作機械

が設置され，一般の金属材料の工作

はもちろん，放射性同位元素で標識

した素材の加工をも行なう。乙の棟

では，空調設備はな く，換気のみを

行なう。粉塵を出す機械の上向5に

は，被いまたは Conopyを設け，ダク

トにより 。ir を 2 階機械室にみちび

く。乙乙でフィ J レターを通して浄化

し，その後で外部に排出する。な

お，J.l IJ 棟となっている関係上，独自

の管理室がおかれている。

イン トを設けた。

工作室棟

- 5参照。

照射室￐Ｑｩ Ｑζ は，これ ら のほか ， ｃ ｾ 付

属研究室と資材室がある。資材室の

一隅 lζ ，パッケ ージ型エア ・コンデ

ィシ ョナーをおき ，ζ の糠の空調は

ζ れlζ よって行なう。なお，構造的

にみて，ケープ似IJ と研究室側の建物

重量は相当の差があるので， ほぼ中

央の位置にエタスパンション ・ジョ

ハンマ一室棟

鉄骨造平家建，屋根は三晃式長尺

鉄板張り，墜は小波スレート強り で

ある。 エア ・ハン 7 ーは振動と騒音

がはげしいので，独立した棟にして

ある。これののる基礎は， 2. 3mx 4  

2 mx 2 .0m (深 さ〉のマス ・コンク リ

ートで，鉄筋コンクリート中空杭を

台

-
E  

一

土

干

ぃ

J

一
ト
ー
し

射陀1図- 33

Co6 0 凶 係 の 断 面 図
図- 34

@， 

工作室1l I ! 1 階 平 面図- 35
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打ち， ｾ主家の基礎とは縁を切ってあ

る。

廃棄物処理場

鉄骨造平家建( 工事中) 。床はモ

J レタ J レ・ハードナー仕上，腰はモ J レ

タl レV.P.塗り，壁は小波スレート，

尾根は三晃式長尺鉄板発である。 RI

実験室から出る排水は，ーたん貯溜

糟に溜め，とのうち処理を要するも

のは，すべてポンプで廃棄物処理場

!C送り，乙こで処理する。まづ凝集

洗澱糟で除染し，さらに連続式蒸発

缶で濃縮し，濃縮液はセメントを加

えてコンクリ ー トに固化する。蒸発

液はさらにイオン交換塔で完全に放

射能を除去し，前記のコンクリート

は責任ある集積所に送ることにな

る。乙の建物に収容される機器類

各種糟は，いずれも建家基礎とは別

個の基礎をもち，乙のうち蒸発缶，

イオン交換搭および一部の糟は，高

い鉄骨フレームで支持される。な

お，i P過液械，除法液機，凝縮液

糟，除染液械などは屋外lζ 設置され

る。 図- 36は，工作室棟その他の外

観を示す写真である。

貯溜槽

図- 37にその平市を示す。実験用

水貯溜糟 ( 3 個) ，一般用水貯溜機

(2個) および第 2 貯溜槽 (8個) か

らなる。 RI 実験室からの排水は，す

べて ζ の貯溜槽にみちびき ，毎日放

射能の有無を測定して，貯溜する

か，処理場1ζ 送るか，または清浄液

であるかを判定する。乙のうち処理

場に送られるのは，主として第 2 貯

溜槽のもので，乙れは実験室内の貯

溜ビンから，こ乙にあけられたもの

である。 図- 38は第 2 貯溜槽の横断

面を示す。乙の槽だけが有査で，他

の糟は無益である。なお，底版の下

に孔あきの鋳鉄管を埋設しておき，

ときどき，これから吸水してモニタ

ーし，漏水の有無を検査で、きるよう

にしてある。

水槽t蓄

用水を全部地下水 lζ 依存している

図- 36 左より工作賞品U. ハンマー宅機. 踏襲物処瑚喝

図- 37 貯 溜 槽 平 面 図
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図- 38 第 2 貯 溜 棉 の 横 断 面

ので，水槽塔は大きなものとなっ

た。 図- 39はその写其である。高さ

豆4 .50m， 地下IC 受水槽があり ，1 階

部分Iζ 機械室がある。 ζ の施設でも

っとも目立つのが，放射能とは何の

関係もない水槽絡になったのは，皮

肉な乙とであった。

守衛室

主要な門が 2 ケ所あり。 北側の門

lζ 接して鉄筋コンクリート造 6 .5 坪

の守 衛室を設けた。乙れらのほか

IC，いま計画中のものとして，食

堂，車庫，危険物倉庫などがある 。

結 語

設計から施工にかけて約 2 ヶ年を

貸した本工事も，やっと完成し，関

係者一同ほっとしたととろである。

与えられた条件の中では最善をつく

したつもりであるが，何ぶん未解決

の分野も多分 Ｇｃｾｾ されている 原子力

施設の乙とと て， 乙れで完全無欠Tこ

とは息、っ ていない。今後』ζ 残された

問題も多々ある乙とと思う。それら

の諸点については諸賢のど教示，ど

11ヒ正を賜って，乙れからの糧にした

い。おわりに，木施設の設計 lζ 当っ

て多大のど指導，ど助言を賜った東

大工学部平山信教授，建設省建築研

究所藤井正一研究員，住友原子力研

究所の関係職員諸賢その他の方々に

厚くお礼申し上げるとともに ，多大

の犠牲を払って乙の難解な工事 lζ 協

力 していただいた ，竹中工務! 苫の関

係者の方々に深く敬意を表します。

( 1959 . 12. 10記，文責 ・室井修)
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図- 39 水 槽 塔

1t  'J 事置 HUJ
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中 将 酬 や 判 明快
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附 図 空 調 装 置 系 統 図

( つぎ の「設備について」の原稿参照)



住 友 宝 塚 放 射 線 研 究 所 の 設 備 に つ い て

A . 空気調和設備

1  .  計画

本研究所の設備計画は大体におい

ては，建設省建築研究所編原子力利

用施設設計基準を骨子として行なっ

たが，ととではが] 記文献等』ζ 説明さ

れているものを重複記載するととは

避け，主として本施設に特有の計画

内容について説明する。今後乙の積

施設を計画される方ICとって，何ら

かのど参考 ICなれば幸いである。

乙の種の研究所の設計に当っては

とく I Cm築の基本計画と同時に，む

しろ一歩先んじて換気の基本計画を

行なうことが必要である。第ーにケ

ミカルフードの型式，数，建物の中

の空気の流れ方が建築計画を左右す

るζ とにもなってくる。それらの型

式が決まれば換気方式でいくか，空

気調和方式κ するか，それぞれの計

画が参加することになり， ]II]l C戻っ

てフードの型式などから再検討せね

ばならない乙とも何度か生じてい

る。

以下本項では計画的な内容につい

日 建 設 計 工 務 株 会 式 社

て，次項では機日誌の内容について，

住友原研で採用されたブi 式を述べて

みる。

( イ) 換気方式

図- 1は換気方式の系統悶であ

る。事務室は一般と問機再循環とし

RI 実験室と照射実験室のみ再循院を

行なっていない。そのために， RI 実

験室に送風機によって直送さ れる風

置は冷暖房風畳にとり， RI 利用施設

として，換気回数を維持するために

必要な風置に，物理測定室部の送り

空気も利用する ζ とにしている。し

たがって，とのためにこの系統の空

調装置としては外気5096程度の混合

率で収まっている。照射実験室は通

常外気 100 96にて運転して減湿，I援

冷房時lζ は研究室の風誌をそのまま

照射室を通して排気する乙とにより

相当の効果を期待している。

( ロ〉室の換気回数

RI 実験室は低ベル 10田川 ，RI 配分

室は 15回/H，照射実験室は 8- 10回

/H となっている。中レベル高レベ

ル実験室がないため，とくに変った

理監翠互E

図- 1

F周4

装置は設けていない。

( ハ) ケミカ J レフード

フー ドはカ J レフォノレニア型， オー

クリッヂ型 2 積の上|付 き排気ブj 式を

採mしている。フードについては抗

風位の大きいのに悩まされたが，フ

ードは ζ の種計画では重要な要素を

占めるので， もっと検討しでもよか

ったのではないかと思う。フートと

天井高の関係も大事である。調節グ

ンパーを室内に取りつけるには，も

う30cmほど余裕をもたす乙とが必要

であろう。

( ニ) 庄ノり差

室内外の圧力差を維持するために

とくに敷地が風の強い所であるため

外部窓サッシュはすべてほ殺し，タト

扉も気後; 型サッシュを採用している

したがって室外を 0 務( 水位) とし

て図- 2のような圧力分布を計画し

ている。廊下側 0. 5mmの圧力差に よ

って室内に流入する空気は. [ j j l の隙間

だけでは不足するので尿ガラリにシ

歌
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図- 2

ヤツター型式のオリフィスを付して

調節することにした。乙れくらいで

もフロアヒンヂのばねを一段強くす

る必要がある。廊下から室内への空

気は前述のように物理測定室の辺り

を利用している。
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( ホ) j) 1気グタト

排気ダクトは硬質塩化 ビニーノレ板

厚 3mmを円形ダク トlζ 加工製作 して

いる。ダク ト内風泌は 12 mf s- 15mf s

程度で，乙れくらいでも 相当の騒f {.

が耳についてくる。また，とくにグ

ク 卜の洗稲葉装置は工作工場を除いて

設けていなし、。 図- 3はR! 実験室内

のダクト等の収め方を示す。ダクト

パイプ等すべて点検交換のできるよ

うに広いスペースを地上部κ とり，

地下の作業しにくいと ζ ろを避ける

ようにしている。

図- 3

S. D.  サ プラ イグヲト

E . D ェギゾーストダクト

H. D.  ケミカルード

P. S パイプシャツト

E .S  エレ 7 トリ Y クν ヤ Y ト

1J 1気タク トは天井内の l岱蔽をさけ

i成短距離として， しかも小屋哀検気

により ｾｲｬｩＮ 曳 ｈ 年の対策としている。

( へ) : ! . M腿装位

w足並装置は衆知lのように研究所の

と ｬ 命であ り， また維 持政の大半を ｾ Ｍ ｩ

める霊ｾ・なものであるが，そのＺｒ［胞

{1IJ も限 られて，なお U も浅 < ，よい

資料に乏しい。乙の計画においては

ffi 々のフィ J レターの組合せを行なっ

て，資料とするために，それぞれ見

なった組合せの一系統の集腿装置を

設i在している。

参考のために各系統の除践効おを

ダlJ，tじする。

A 系列

f戸過機名 除u甚効率 dlll 定U;

RolI ーO- Mal i c Fi 1t er 80%  W .M. f.1; 

E lec l: ro- Mat i c Fi lter  90箔 D. C. 目、

Ai r- O- Mat  F i1t er  96形 W .M.i);

Hi gh  Effi ciency Fi l l er99.97%  D. O.P.U;  

B系列

76 

RolI ーO- Mat i c Fi l t er  80%  W .M. 1.1; 

Ai r- O- Mat  Fi l ter  ＹＶ ｾ 百 ｗ Ｎｍ Ｎ 法

Deep- Bed F ilt er  95%  D. C司法

High  E ff icievey F il ter  99. 97%D.O.P. f.1; 

位 W .M 法は Weight Met hod 

D. C .法は Di scolourrati on Met hod  

D.O.P 訟は Dioctyl- Pht hal ate 

Met hod 

正確には粒径による P 過去}j 率の変

化を考慮iこ入れなければな らないが

通常粒径 旬 以上の微粒子が 90 % 以

上を占めており，また上記P 過休の

除l虫効率は 3μ 以下の微粒子により

iJll J定されたものであるか ら，乙乙で

はその数値のまま探川して各系列の

除凶効率を求めると，

A系列 ( 1- 0 .8) X ( I - 0 .9) X

( 1  - 0 . 96)  X  ( 1- 0. 0003)  =  

2 . 4 X  10- 7  

B系列 ( 1- 0 .8) X ( I - 0. 96) X

( 1- 0 .95) X ( I - 0 .0003)  =  

2. 機 傍

主張 機 関名 仕

1.2 X l 0- 7  

となり a 線放射休の法令の空気il 文

出最大許容濃度は 5 X l 0-
1
3μc fcc で

あるから，集ｊｬＱｩｲＮＺ ｾＱι 入る ｒ I  限度は

2 X  10-.6μcf cc まで可能である。換気

訟を 30m3/ mi nとして化学倣作中 の取

倣 RI 誌の 0 . 1% が飛散す るとして，

2 X  10- 6μcfcc x 30m3f min=  60μc  

60μc"':"' O.  196 = 60mc で扱える乙と

Ieなる。

空気取入s ! IJ は附子繊維フィルター

を探用してい る。

( 卜) 空調方式

本館は )i";]<19

0

C約 80m
3

f H を予冷

予熱 iζ 使用 し， ターボ冷i J I ，( 機による

ヒー トポンプ方式で|凌冷房を行な っ

ている。照射実験室はヒートポンプ

パッケ ーヂエアコ ンディショ ナーを

採用している。工作工犠，廃棄物処

理工場はガ ス暖房のみである 。

織 製 作 所

ターボ冷叫l機
ヒートポンプ使J l I Ｑ Ｒ Ｐ ｾ ＱｊｉＡ時 ll SK W 1i J. 嵐創作所

q担割1調布l際

研究測定隙.澗-i lla

Rl 災 験臥uじ調和田t

11 lti 

Rl 実験l J l I 小屋

裏給' "

R l:k験1iI!t1、鼠

J . ! !排気

!!( (g1当"i¥1布l烈

R I実験室俳風憐

見lU醇虫ili: l

ケミカルフード

冷11，;¥1);ポ ンプ

縦紡4・ ポ ノ ザ

予冷予熱ポンプ

V .D. G 

Ａｾｴ 則前俳風騒

Couo 

阿1射実排風倒

風汲150M"/M N

静庄 58. 5M/M

鼠 l;t312M"/MN

m庄58. 5M/M

風 欽 170 M"/MN

静庄5 O.8M/M

風卦180M"/MN

静庇5 O.8M/M

風鈴157M"/MN

静圧13M/M

風 li H65M"/MN

静圧13M/M

コイル6列 3. 7 KW 

コ ( J レ6J 日IJ 7.5K W  

コイ J レ6列 3.7K W 

コイル6Ji lJ 3.7K W 

0.75K W  

0. 75K W 

ヒートポン プパツケ ーヂ Ｑ Ｐ ｾ［Ｉ ＱｊｉＡ時

風主185M"/MN 抑 圧17M/M

風[ r1205M"/MN

"事圧80M/M- 210M

別}}_ の通り

ヒーター 21K W 

変 速 プーリー

U x 2K W 

mn 

キャリア

11 

制 '.1機 I

11 

大 阪 金 属

事 ｉｊｾ 製作所

A .  A .  F .  

円ノドエアーコンデイシヨナー

口 僚l 00J]<[r¥950L /MN  水瓶I BM 5. 5K W 荏j瓜製作所

口 筏730水1;112∞L /MN 水頭IBM 7.5K W  

口径40 *抵110L/MN 水碩IB M 1.5K W 

日係125水!il l500L / M H 水iiJl 28M 15K W 

風市78M "/MN

併任25M/M

風 府11.2M"/MN

静圧18M/M

0. 75K W 判! 日機T .

Q，37K W 11 



B. 給排水設備

1  計画

給f J l水計画も空調換気計画と同織

に建設省建築研究所編原子力利用施

設設計基準を骨子にして行なってい

る。以下乙の項においては計画的な

内特について，次項では機器の内容

について採用された方式を述べる。

( イ) 排水計画

との種計画の大半は排水計画と廃

焚物の処理1 / : : . 要約されてしまう。

廃棄物処理 ( C関しては，ど紹介す

るのは不適任と思うので主として

排水計画に焦点を搾ってみる。

い〕ー1 廃水の区分

廃水は放射能レベルを基準として

次の 5 極に区分している。

1 級廃水 ( RI を用いる実験の水溶

液の残り。 10一切 c/ ml 以上)

2 級廃水( 汚染度の比較的高い容

器の洗減水。 10- 2_ 1 0- 5μc/ m! )

3 級廃水 ( RI 用フード，グロープ

ボックスよりの排水。 10- 6μc/

ml 以下)

4 級廃水( RI 実験室より出るが RI

の混入しないもの〕

一般雑排水

( イ) - 2 集水処理方法

1 級廃71 < は小型ポリエチ瓶に入れ

化学処理をして放射能レベルを下

げる。 2 級廃* は大型ポリエチ瓶

; 乙入れ定期的に集荷して 2 級貯溜

糟K 投入し，処理工場 lζ 送水され

て処理される。 3 級廃水は排水省

lζ てフード流し等より 3 級貯溜檎

( C導入され，稀釈法により放出す

るか，または処理工場に送水され

る。稀釈水としては井水約80m
3
/H

を使用している。 4 級廃ノ' 1<，ま RI 実

験室内の一般排水で配管により 4

級貯溜糟K 導入される。乙の廃*

はRI が含まれない乙とになってい

るが，過失|時の危険も考え放射能

レベ J レ確認のうえ排出される。

( イ) - 3. )廃水量の推定

Ａￆ水量のｊＱｪｾ定器準は日本原子力研

究所』ζ 準じている。

放射能レベル 1日1人当り

の廃水量

10寸 - 1 0- 7pc/m! 300!  

10- 2- 1 0- 5μc/ m!  20!  

1  _ 1 0- 2μc/m!  100m!  

( イ) - 4. 訓水位

排水告は@! 質ビニー J レ官，ポリエ

チレン管を使用して，配管の点検

取替の便宜をはかるために別図の

ように建 物外部ｾ配 管方式を採用

している。排水管K は標準として

トラップ類は設けずに，むしろ勢

いよ く流せるように考えているが

管径，掃除口等は充分すぎるくら

い設ける乙とにした。硬質・犠ビ管

の施工も最近では非常に進歩し，

漏水は全くないようである。ただ

配管支持は充分細く行なう ζ とが

必要である。

( ロ) - 5 流し，訓 7}く金具類

RI 排水流しとしては，流し部ステ

ンレス susー 12，木部ラワン RIRぺ

イント仕上げとし，肘押7 l < 栓， ハ

ンドシャワー， 化学* 怜，給湯装

置を付属せしめている。水栓類の

色分けを行なうのも必要であろ

う。室内の床封1，* ' ま床洗いの場合

必要であるから，キャップ付の金

具として平均は誌をしめて，空気

の流出入口とならないようにして

いる。

最後K 全体の排水系統図を図-

4K示す。

( ロ) 給水計画

深さ 10 0 M3600m
3  

/ 日の深井戸を掘

|ー骨H IU司「水 l

|l  波利 ｾｉｋ ｉ [K翠亙

ｽｊｩ ｾ＠
|2 級 料FJ K ト一一一一

画t 官

図- 4

り， 5 0 0 M3/ 日強11;IJ 凝集沈澱装置、

急速P過装置によって実験用水お

よび上水を得る乙とにした。使用

圧力は化学実験用アスピレータ ー

の使用圧力 1. 5kg/cm
2  

(C 決定しコ

ンク リー ト製高架水制 2 0 M3 K 揚

水使用している。7 1 < 概略の下部は

ポンプ室として，その下部は受71<

糟に使い上水 75m2 ( 5時間分) 井

7l< 2 2 5 M3  ( 空調 3時間分) を貯水

している。水位は水位到によって

殴視されている。

給水位は硬質嵐化ビニー J レ管を

使用し，照射実験室 V .D.G .回りは

銅管が主である。

( ハ) ガス計画

カ。スは市ガスを 引込み実験室に使

用し，ガス風呂，非常用シャワ ー

洗濯機，実験室流し，洗面所等に

ガス湯訓 ｾＶＪ による給湯を行なって

いる。

( ニ) 圧鍔空気計画

実験用に 2kg/cm
2

のコンプレスエ

アーを設置している。コンプレツ

サーは無給油式がよい。

( ホ) 消火設備計画

規定の室内消火栓を設置している

が，照射実験室等は携持用化学消

火器を充分に役けている。

( へ) C 02， N2 ガス計画

照射室 V .D.G .用lζ C o
2
，N

2のボン

ベ・を用意し，配管によって照射室

に送っている。

下 水

下水

下水
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一
T

4

4

4

4

'

器

一

名

一

器

機

一

m

一

要

2

一

主

( ハ〕実験用屯灯差込高圧盤 X 1 i1fi 

( 100MVA)  

( ニ) 一般周到7J 高j王盤 X 1 i1fi

(  1 /  )  

ＨホＩ実験 ｭｾｹＩ 力 ｉ｜ Ｚ ｾｊｊｾ 縦 ｘ 1 1/  

(  1 /  )  

問盤面 iC 30KVA高圧コンデンサー屯

磁操作用ハンド J レ設置

( へ) 自動電l主調整盤 X 1 TIIT

( ト) 一般用電灯差込低! 下車;r x 1  TIIT 

( チ) 実験問電灯差込低Ir:盤 X 2 1/

Ｈ リＩ 一般 ｭｾＩＩ Ｗ ｊ 低 ｉｬ ｦｦｩＺ ｸ 1 1 /  

10K)  および実験室材! ，測定需品I!， ( ヌ) 実験川1Y))J 低 J Hl 控X 2 1/

J ! ( { 射室棟の冠灯， 差込 JTI ( ヲ) ｾ主流 ＱＵ 盤 ｸ 1TIti  

深 井 戸 ポ ン プ

強制桜. wtt 澱装位

仕 峨 | 製 作 所

口径 125信 鋤 水 品 2.4M3/MN1  

錫駁 Ｑ ∞ ｍＳＰｋｾ｜ ｬ Ｇ ｟ ｜ ＴＮＧｉｾ ｕＮ Ｍ Ｍ Ｏ ｕＢ｟ Ｇ＠ I中山工業所

5OOM3/ 口 | 浄水工業所

急 迷 f戸 過 装 li1 1  500M3/ 円

jM 水 ポ ン プ l 孫 : idi tV叫 /MN I側 製 作 所

消火 ポンプｼ口 径 ＷＰ 倒＿ｬ［ｦｩＱ［ ｾｾ ＲＰ ｌ Ｏ ｍｎ
|  揚程 45M5.SK W

町 制 附 同 圧 縮 機 1"" )ン勾 径CTお吋数5. 5KWI 三隅 て 業

C. 電 気 設 備

1  .  受電並びに電気室設備

3 相 3 紘式 3300V IL て併内第一柱

に引込み以降地中ケーブノレにて本館

地階屯気室に至り，それぞれ変圧日立

等 lζ より， 1y) カ 3<t 200V 屯灯，差込

1ゆ200V または 100V，DC50V として

水鉛 lζ 給屯する。なお工作室事IHCiむ

気室を設け，* 館電気室より高圧受

fii し工作室棟内電気室内の変圧総』ζ

よ り，低圧に| 鋒JI し工作室練，ハ ン

マ一室棟廃棄物処理棟等の到1)7] ，氾

灯熔接日誌に給屯する( 将来 6600V 受

fGをY:，' J  .. ぷし機総数は 6KV，3KV 共m

としケーフソレは 6KV 用) 。

2  本館電気室主要機器

(  1 )  LI 五J) 冠圧制盤器

容量 100KVA 

出) J 1000KV A 

型 式 油 入 自 冷 式

操 作 方 式 線 接 点 自 動

電圧一 次 3300/6600 ヒl 096V

一.i欠 3300，6600V 

m途 全 館 定EE圧用

( 2  )  一 般用屯灯差込トラ ンス

1世50KVAX 1台( 単相三線式)

ffj 途 事 務 室 事U，研究室事R ， 7]<，h"i 

域の電灯，差込および測定室椋，

照射室株のl廊下灯，室内常夜灯，

必ｾな一部の差込および工作室械

その他の常夜灯，外灯，ネオン用

(  3  )  尖験用電灯¥差込トランス

1世150KVAX 2台

( 二次はれ単Hl にて単相三線式)

用 途 実 験 室i線電気炉 ( 1ゆ200V
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(  4  )  一般m動力トラ ンス

Ｓ ＼� ＱＰＰｋｖａ ｘ Ｑ 台Ｈ三相 三 ｍｾ ＮｓＮ Ｉ 3  工作室棟電気室主要機器

用途地階各j J l o ; j ( ポンプ 3 合，赤 (  1  )  電灯用トラ ンス

外分析室エヤコン 1 台， ;J<. Lドポン プ 1件20KVAX Ｑ 台 ＨｾｬｩＮ 相三線式Ｉ

および付属モーター 11 台，揚水ポン m途 工作室棟. ハン 7 一三長線.

プ 1 合，消火 ポンプ 1 合， It iソlく糟j J p. 廃来物処: Pfl 室棟の氾灯差込rn

; J <. ポンプ 1 台，送ノkポンプ 1 台，溶 ( 2 )  熔J安保 JTJ トラン ス

島平:Jr i冷却 ポンプ 1 台，実験室主Rシャ 1世20KVAX 1台

ッタ ーモータ - 2 台 V DG)JII 正ポン 問 途 燃 依 然 刑 と し工作室棟とハ

プ 1 台に給渇す る。 ンマーロ民主kK 刃1世間| 別総を設けむ気

( 5 ) 実験川動力トラ ンス 室 lζ て切僻して{ 史 JTJする。

1ゆ150KVAX 2 台 ( 3 )  必1))Jffj トランス

( V 結 線 三 相 三 線 式 ) 1針。KV AX 2台

! 日途上J己一般1i)))J 以外の送J!li ¥j 幾

JJl J瓜機，ポン プ， ホイスト ， コムベ

ヤ一等30台，整抗日出お よび実験主主主

測定室棟，J 1. ( { 射室t J j . ( の各麗実験 用1i ))

力』ζ 給電する。

(  6  )  セレン整 ｩＱｲ ｴｾｴｩ

交流fJll J 3相200V

ii' 1疏slIJ 50 - 60V， 200A 

m途化乍分析' 伝， RI 実験京 X 9

' . f ご，放射能損l陀室， ω氾出，IJ 定宝，

VD G 操作室， V DG 加i以後室， Co  60 

操作室の各室の 50A以下の: Q荷m。

( 7 )  : i l l i 相周コンデンサー

3<t 30KVAX  1台

用途尖! 験動力用 とする。

ＨｾＡ験用ＢＱｩｊ ＩＩｊ 以外は操作維を設け低

圧 コンデ ンサ ーを内 j践する )

( 8 )  木航' 屯気安高低円: 配屯縦

( イ) ｾ ｊ 日目 般 Ｈ ｗ ｈ ｍ Ｉｘ Ｑ ｩＱ￯￮

( ロ) 高n叉fE縦x 11m Ｈ法的 ｲＧｲｾ ＮｑＺ

15 0 MVA)  

(V 結線三柱! 三線式)

ｊｔｉ 途工 ｦｬ￴ＺＫＧｾＪ 各層Ｚ工作機 Ｙ 台，

フ 7 ン1合， ｲｾ 空治解力 ｩＭ［Ｍ ｛Ｑ ｾｊｪｴ ＲＵｋｗ ， 

廃ｾ物処理室各相 Ｚ動ノ ｾｭ 。

( 4 )  工作室電気室高低11: 配電盤

ＨイＩ 高 ｊｬ 受 ｾｇＺｦｦｩＺ ｸ Ｑ ｩＱ￯￮ ( 100MVA)  

( ロ〕 動力高原盤 X 1 1/  (  1 /  )  

( ハ) 到I j ) ] 低J H: r X 1 1/

(ニー) I G灯差込並総f. t:日日低 J UI在X 1

面

4.  配電方式概要

( イ) 一般電灯差込

屯気室配電縫より本館内 4 分屯盤 l乙

配篭し，分岐はノーフユーズサーキ

ットブレーカー にて鐙光灯 4 0 Wは時1

相 200V 回線，蛍光灯 20W ，一部白

熱灯および差込は lji.相 100V 回線 と

する。使所ｾＡＧｦＺを ｩ 徐き ｊｲｈ ｪＶＱ＼Ｑｾ 在光灯と

する。

( ロ) 尖験問屯灯，革命i会



電気室配屯鍛より実験事IP 幹線，測

定室主ｾ 1 幹線. )¥({射線 1 幹紋( l 比大

250 平方粍) の巾相三記長式幹線より

各室iil J廊下lζ 各室係の分包般に配む

し，各室 1灯の常夜灯以外のfE灯差

込lζ 紛屯する。分岐はノーフューズ

サーキットブレーカーを使用す る。

なお下記コンセントは防水型とし

Tこ。

ｒｉ 貯 ＱｾＦｗ ， RI 配分室，汚染除去室，

CoOO 照射室， V DG 照射室の全部お

よび化学分析室 RI 実験室 X 9 室の

廊下fill) 壁面を除き全部. また監視lこ

使なるよう分電盤開閉法負荷側 lζ 表

示灯を設け，閉路中は赤 ランプを点

灯ーする。

また ｒｉ 実験室 ｘ Ｙ Ｕ 誌にはｬｩＧｬｴＧｬｾＧ［｛［Ｚ力討

を各室廊下仮IHζ; 設ける。

( ハ) 一般周到j 力

2ー ( 4 ) 項の各動力に給電する。電

動機は. 主として地階機械室 ，7) <槽塔

およびその周辺lこ設置し，操作主主を

電気室 1 ケ所，機械室 1 ケ所. 水槽

塔 1 ケ所 lζ 集中して設置し屯気室

ならびに機械室 lζ て遠方操作する。

V DG加庄ポンプfE源，赤外分析室コ

ヤコン屯源等は各室前刃型開閉 Ｒｾ を

経て給iEする。

( ニ) 実験用動力

2- 5 項の冷暖房用送風機実験棟送

排風機事ポンプ等の操作盤は機械室

および実験棟 2 階[ζ 操け，電気室ま

たは機械室より遠方操作を行なう。

5 トンおよび% トンホイスト，コム

ベヤ - X 4 台のfE源は照射室古iJ 廊下

のill) J ) ] 分屯盤を総て給電する。実験

室主l 1 ，測定室械には動力開閉認を廊

下側 l乙設け，室内動力端子( 蝶ネヂ

付) 函を設ける。また RI 実験室 X 9

室 ｬζ はｩｬｬＩ ｊ 力用 ｴＧｬ 劣 ｅｦｓ 力計を各ｾ毎 ｬζ

廊下側 lζ 設ける。

( ホ) 高原モーター

3ゆ3300V，120KW高圧モ ーターを機

械室に設け，圧縮機に直結する。岡

高圧操作銚は屯気室高圧母線より分

岐し， POS を経て給電される( 冷l援

j)J . m) 。

( ' " ) 実験用E主流50V

2- (  6 ) 項の各負荷lこ屯気室整流2*

縦より実験棟 1 幹線弱屯説1) 定宅， 1照

射材I l 幹線を送均 分岐する。

5.  電話並びに 弱電設備

(  1  )  電話 60回クロスパ一式向動

交換機を設備する。

( 2  )  屯気時計，事務室』ζ 蜘 lお ). (  

無伎侭式) およひ配屯縫 い 秒信号

明巾盤および30秒信号回路各 1回路

と手動修正装置付 ，また時報子時計

および充包器を格納する電池は 6 V

36AHX 4) を設け 2 企| および 3 針

子 ｈ 寺計を Ａｾｉｏｖｊ する。なおメロディア

ムチャイムを設け， 11寺報子時計，ス

ピーカーにより報| 侍する。

( 3  )  鉱戸装置 ，Gi .上型6 0 W鉱声装

置を事務室 lζ 設け，所内の呼出述絡

等 lζ 使用し，下記のものを満足する

装置とする。

( イ) マイク放送， レコード演奏，

テープ演奏， ラジオ受信の放送。

( ロ) I ! 寺報用チャイムの自動的な放

送。

( ハ) 管理宅 lζ リモートコントロー

J レボックスを設け，モニタースピー

カーにより政送を確認できるほか，

同所より拡声装置の電源をリモート

コントロ ールマイクロホン Ir . より一

斉放送ができる。

なおスピーカ ーは廊下等 7 個および

トランペット型スピーカー ( 10 W)

2佃を水納塔上 lζ 設ける。

(  4 )  ，Ｇｾ，退表 示装置各郎長等の 山

i忌を表示する。受付 K て操作し山退

表示ｻ，ｾ ( 10窓) を研究室および 'JJ 務

室に設ける。

( 5 )  インターホ ーン同H寺通話方式

とする。

( イ) 親子 1 局用( 事務室ー守術室

11m 

( ロ) 親子 5 局用 X 2 台( 研究室-

RI 実験室問)

( ハ) 相互式 8 局用( 所長室，羽l 長

室，事務室，研究室間)

( ニ) 相互式 4 局 ( V DG燦作笠一同

加速機室一同照射室一資材宝)

( ホ) 親子式 1 局用 ( Co60 操作宗

一間照射室)

( 5  )  出報並びに 1;子，'1' ， J也19，寺屯気室

{ζ 綜合監視般を設け火災 ( 5 窓) ， 

満滅71< ( 7 窓) および運転停止( 6  

窓) の各' ，! } 報および運転友示 ( 10窓)

等を行なう。また事務宅，待n直宅，

守衛室，管理室』ζ 高1I 曾報盤を設ける

(  6 )  第1種および第3廊接地端子を

各実験室に設ける。

(  7 )  Co60 並び Ir. VDG Iζ はインタ

ーロック電気錠，また V DG I乙は 5人

用キース ヰ ッチ型インターロック笈

置を設ける。

( 8 )  各部l定計掠用として 10A，10 

対または 20 対端子盤を V DG照射室

- V DG操作室- RI 取扱室間および

C060 照射室ー C 060 操作室問 lζ 設け

る。

6  停電に対する考慮

停屯H寺の処置としては当然発電機の

設置の必要があるが，関fE引込線の

停電回数を集計したと乙ろ非常に少

ないので，発電機設置の経由と l沈み

合せて，消火ポンプ用エンヂンを設

置し，非常用 ( VDG 冷却用も兼ねる

)  Iこ備えた。

D. 結 び

なお本工事施工に当っては，空調工

事は東洋キャ リア工 業 ， 給 排 水 衛

生工事は山田工業，電気工事は主と

して住友電工を主体とし，太陽電設

大阪電気商会，工藤電気の 3 社の手

を煩わし，完全なる施工の協力を得

た乙とを設計監理者として感謝いた

します。

筆者 口建設計工務株式会社

安 富 力

中 村 莞
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住友宝塚放射線研究所のフ ー ドについて

日本エア ーコンジシ ョナース 株式会社

ヒュームフードとして，オークリ

y ジ型11台とカリフォルニヤ型 3 台

を設置した。

オークリッジ型は，日本エア ーコ

ンジショナ ース( 株) 製N HD- 61 改

造型で，間口 1. 8m， 奥行 9 0cm， 高

さ 2. 16mの上向排気式である。配管

が監の腰lζ 沿って横走しているので

下台の後方lζ 配竹スペースを採って

いる点が普通のものと異なってい

る。フードの木体は 1 mm厚斑鉛鍍鋼

板の二重張になっていて，作業面は

1 . 5mm厚ステンレス S US- 7を用いて

いる。覗窓は上げ，下げ，停止自在

式で 5mm 厚透明並硝子をはめ込ん

である。

照明は 3 0 W鍾光灯 2 綱を jjiJ 面外

部で点滅しうるよう κ しあかり取の

ガラスは 5 mmi耳で照明器具の汚染lを

防いでいる。設備としては，電源の

防水型 コンセント 1個，給水栓1個，

ガス 口 1 個，普通封| 水口 1 個，高波

度封| 液排水口 1 個を有し，タク トの

ダンパーおよびパッフノレ上部のダン

パーは外部で操作ができる。内部は

防護用特殊塗料( ストリッパプルペ

イント) で下皇室および仕上塗がしで

ある。

カリフォルニヤ裂も， 同社製 N H

- 62S型で，間仁1 1 . 8 m，奥行 8 5cm，

高さ 2. 04mの上向1 ) 1 気式である。フ

ードの本体は上質竪木乾燥材を用 い

天査部は 1 . 2mm厚亜鉛鍛制板，作業

面は 1 .5 mm厚ステンレス S US- 7 で

張つである。窓は両国とも 3 枚引逃

いで両側は 3 mm厚透明硝子のはめ殺

しになっている。設備としては 30

W 後光灯 2 例，担日込裂コンセント 4

倒，給水栓 2 コ，普通排水口 1 @ ， 

高濃度認! 被口 1 伺を付属さ せ てあ

80 

オークリツジ狸フ{ ド

カリフオルニヤ型 7 ード

る。

天蓋の両側 lζ バイパス吸気口を設

け，引迩戸の開閉 lζ 応じて自動的 lζ

室内空気を吸引する。ラックは 9 mm

径のステンレスパイプを絡子状lζ 組

んだもので，作業の占 ｾｉ 合によって前

後lζ 移動できる点が普通と巡ってい

る。内部 !Cは耐蝕塗料( スト リッパ

ブノレペイント) の下塗および仕上塗

を施い外却にはビニー J レ耐水塗料

を 施 し で あ る 。 ( 文21 ・谷山)

I  I  



放 射 線 研 究 所 の 計 画 に つ い て

A. 日本放射線高分子研究協会大阪研究所

B. 大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所

A. 日本放射線高分子研究協会大阪研究所

1. 研究所の概要

本研究所は，紡績，化繊，化学工

業，高分子工業 l乙関係ある民間会社

87*-土の協力 {ζ より，大学おぷぴ官公

私立研究機関と密接な述擦を保 っ

て. 設立せられた最初の民間協同の

研究所である。

1I. 本研究所の目的

高エネルギー放射線を利用する高

分子Iζ 関する研究を行い，その事業

は

l  放射線源の取敏いおよび照射

法に関する 研究。

2  合成ならびに天然高分子原料

および製品の製造と加工など

について高エネルギー放射線

を利用する乙とに関する基礎

的研究。

3  放射線高分子学研 究 員 の 益

. 成。-

4 .  欣射線高分子学lζ 関 す る 凋

査。ーー・ーー ー

などである。

]] [. 本研究所の内容

大阪研究所の研究部門には第 [ 研

究室より， ｾ ｖ 研 究室ま で の江つの

研究室があり. 各主任研究員室，な

らびに10個の共通実験室がある。

第 I 研究室

放射線i f j j ( の運転管理。政射線( (

( アー ト紙写真本側)

関する物理学的研究。

第E 研究室

高分子の固体照射( 一般に高分

子の放射線照射に関する基礎研

究。材料試験，高分子の構造研

究)

円本! 直射線高分 F 研究協会大阪研究所のu! 筑波

計 ｊ ｾ ， ｉｊ に あ た って は ｲ， ｕ ， ｐ ｉ Ｇ 学部木村純 一 教侵 ，

T 学部経団- nJ l. 関村波 ?て教佼，縮問問比1) 砂綬

な らびに協会Pll 'Ji 1併す. JIiC'I :抜 反J庇PPτ]1白のと

指導またはと凶1J をj!} た。 . uこ大 I1i llf 立政射線

中央研究所の綜合的3十両は京大見学部木村段一

教綬 を 委貝長 と する下 記の ｾｮ の 企 ｪｬｅ し たも の

で品る。

京 初 大 学 教 佼 木 村 車 生一

大阪大学教佼 Ｑ ＮＱＱ 国百ｾ ＢＢ ｊｬ ｂ

大 阪 大 学 教 俊 /1、l通 公平

京昂i 大 学 教 授 告 井 m久

京 郎大学教鐙宣伝値 Ｈ ｾ

京l l I l 大学助教授精回友也

それらのうら建築ならぴ IC附併設備投百十は当研

究室が担当したも のである 。肥して符先生のと

指導C 協力に2 I 心か ら感謝したい。

(糟図友也)

第班研究室

放射線重合 lζ 関する研究。

第四研究室

低分子照射 (低分子の放射線化

学)

第V 研究室
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町T 面! 図 ( 1 )

日 本 放 射 線 高 分 子 研 究 協 会 大 阪 研 究 所 研 究 棟 当 初 計 画 案

国体物性( 被照射高分子固体の

基礎的研究)

平屋部分の各研究室等は普通鉄筋

コンクリート構造であるが，研究室

の配置転換を考慮して， 面 積 の 拡

大，縮少に対応、できるように，移動

W 田研究所建物

規模

敷地面積 約 17，000 坪 式木製キャビネットによって間仕切

建物延面積 433 .5坪 墜を構成している。( 暖冷房設備)

内訳 V . 建築計画

1  研究部門 138. 7坪 三棟の研究機. 一棟の管理棟より

2  事務郎r
ll

] 69. 4坪 なる( 配置図アート紙参照のこと) 。

3. 放射線照射部門 84 .9坪 第一期工事は研究棟一棟。

4 その他 140 .5坪 研究棟

研究所建物の内 ，Ji!l. 射線照射関係 一般的なトレーサー研究棟 lζ 管

の各室は放射線漏洩防止のため! こ厚 理部門を一時的に附設した。

70- 160cmの普通コンクリート C 060 V.D. G 照射室等放射線照

ｾ，屋級， ｊ ｾ ミ液等が作られている。 射関係の諸室を工作室をはさん

で配置する乙とにより，ホット

・エーリヤとコールド ・エーリ

ヤの明確な区分をはかった。! 照

射関係棟の二階に配電，空調機

械室を設け， 研究練中廊下に設

けられた上下グクトによって各

室との連絡を計っている。

研究練計画原案

当初の計画案は上図のどとく，

中廊下両個IJ 墜に立つ 2 本の主構

造柱より両側 lζ PC 8. 850mのj十

持史を持出す計画であったが.

その後の諸事情 lζ より実施策の

どとく変更された。( 満野)

B. 大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所 ( アート紙写真参照)
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1. 本研究所設立の目的

原下) ] 平和平IJ 用 の 進 行 に と も な

い，放射線およひ。放射性同位元素の

広範凶な利用が行なわれるよう lζ な

り，大阪府庁でも i昭和33年度より 3

年計画で放射線中央研究所の建設を

計画した。

本研究所の主な業務は，

1)  放射線および放射性同位元素の

管理，および工業. 12業， j. 市I生，

医 学 等 各 分 野 の 綜 合 的 研 究 。

Co60， リニアアクセレレータの照

射サーヒコ。試験研究の受註。放

射性廃薬物質の処理。既存府立各

ｾ＠



る。

2.  建物の構成ー配置計直一

放射能レベルによる敷地内地

域区分。

敷 地 は 大 別 し て ， ① 安 全 区 域

(col d 町田) ① 危 険 区 域 (war mα

hot oreo) の二つに区分される。

①安全区域 (col d ar田)

乙の区域は，正面入口，守術棟，

前庭，裏庭を含み，原則! として放射

管理を義務づける乙と な く，一般の

利用される木館，別館等の諸胞設が

配される 。

①危険区域 (war m or hot area)  

危険区域は，ｫｴ ｊＡｩＱＡ ｾｩ 棟 ， トレーサ一

棟，動植物育成核! ，廃薬物処怒施

設，野外放射線管理事長等が充分な空

間的余裕をもって配置される。これ

ら諸施設は，それぞれの放射能レベ

ルに応じて各個に管理室を設けるの

はもちろん，東門よりの同区域専用

の通路を設けて一般の歩行を禁止す

る。

b. 

j乳衛生工学; 集。

なお，職口は総務部23名，竹: t : 1l 室

9 名の他，各部部長以下各課に研究

日各 2 名，研究補助日各 q 当，郎内

迎絡日 1 ;名よりなる。

m. 建築計画

1.  立地条件および敷地

研究所木来の性絡上，敷地条件と

して次の諸点が問題になる。

交通 lζ 便利な ζ と。

地質が堅固であり ，洪水日湖

の危険がない乙と。

ガス，上下水道，屯気等の設

備の作易な乙と。

平坦な広い敷地が望ましい。

以上の諸点および管理上から，敷

地は大阪府堺市新家11可約 46143. 9m
2

大阪府立大学の隣接地が選ばれた。

乙の辺りは，地下水位が高く，地耐

力が低い( 約 10 ton/m2) のが欠点で

あったが，近年非常・な発展をみせて

いる堺工業地帯に近く ，道路網も比

較的よく整似i されており ，さらに府

工大学と隣接している乙とは，施設

の共同利mその他の点で有利であ

a. 

関係機関との特設施設の共同共

用。

2)  ｾｎ［ ｩｬＧｉ会，研究会の開催および研

修生のうけいれ等による堺門技術

者の主主成。

3)  講演会，映画会，展覧会等の閃

イ佳， 機関紙の発行，図古文献の整

型と公開等による放射線および放

射性向位元紫 lζ 関 す る 智 識 の 将

及 。 等 々 。

個々の建物について。

以下水，i ! 'jjlij の工 'n:灰 分 に し た が

。

b  

c. 

d. 

1I . 研究所の組識と構成

研究所は次の部課 lζ よって柿jぷさ

ｾＱ， る。

総 務 部 一 庶 務 課，企画課。

管理室ー放射線管理，長hRt LPJl

節 l i¥s ( 物理関係) 一放射線源

諜，放射線物性ｾ日，放射

線応用課。

第 2 部( 化学関係) 一無機化学

諜. 有機化学a I ! ，合成化

学課。

冴ｾ 3  }¥市 ()j;l 林，水産関係) 一

産課 ， 水産，，ｾ。

第 4 t郁( 衛生，医学関係) 一 環

Ｑ 凶 ＱＡ ， ｜ｩ 生ｾＡｬＡ， J.次孔t:; 札医' 予

)j;l 

川

町

内

永

什

叫

同

主

F

r
方

通

E

人

服

大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所 配 置 図
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い. I' .蛮l! i J l 物について述べる。

第 1期工事 ( 1昭和34年 10月完成)

主として安全区域内の建物で，，，. j ; ;

館， 5J1J宮山，守二術材1，給水黙を合む。

1. 本館. RC梢j住地上回附，ただし

ｾ｜＠ 1  ｊｑｉ 工 Ｇ ｊ ￧ 三問弁まで。 ｉｾ ミ而 ｾ Ｑ ＧＨ ＲＸ Ｕ Ｎ 71 

m2。本書官は全計画の運p ; 上の 中 心

となる建物で‘ 所長室以下総務部関

係の 'J 工務室，7 f 理室，各市l の 実 験

守" 研究室. 特殊実験室，図書室，

会議室等より なる。桁行 6 . 00m 9 ス

パン 梁間 8. 25m 2スパンの等梁間

梨構であって梁間 2 スパンの一方に

中央廊下をとり ， 廊 ｆ をとった ｾｴｲｊ (  

南) は小室邪( 主として研究室) と

し，もう一方( 北) は大室群( 主 と

して実験室) を配置した。平面中央

部lまH 字型の耐i友墜を配し，乙 の部

分をコア的 l乙倣っ て 給 排 水 ， 冷 暖

房 電気等の立上 り管等をここに集

中し た。水平配線および配管は 廊下

天井哀を利用した。標準室ユニット

はj 王室群で D :  7 .5 0 m X  W :  6 . 00m 

小宅 ｾｴ 下で ｄＺ 5. 25mx W :  3. 00m。乙

れら天井高はー織に 3 2 0 m，廊下の

天 jl'. 高 2 . 75 mである。

一般実験室- ?!1 1部より第 4 部

までの各郎! と大室 3 ユニットの実験

室，小室 4 ユニットの研究室が与え

られ. 各部の要求 IC応じて可iJlIJ式キ

ャビネット lこよ り仕切 られている。

各実験室 1 研究室とも天井高，柱内

法寸法，給気111山口， ｊｾ｜ ｉｙｪ Ｈ，Ｊ具等法

本的なｾ｟，ｦｾはできるだけ一織にして

| 守来の融通tl ニを重視した。本館の実

験容では，原f l I J として放射性物質は

放わず， j '. として基礎実験，準備的

研究を行なう ) J 針で， 室 内 仕 上 材

料 換 気) J 式に閲して放射能K よる

汚染に対する考! 台、は払われていな

い。実験室内で発生する有毒ガス

は，俳気を別系統にして， ドラフト

チエンパー 内( ( 1以わせジ ェ y トファ

ンにより底上排 気 塔 に 送 り放出す

る。

特殊実験室ーー 各郎共通の特殊ｾ

! 強引を本f ! i 'i - 'I;持! こ集中す る。この部

分 lt. 特殊な ifu' l 湿度条例，1 i 光条件
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を必要とするもので， ガラ ス窓簡は

な く全人工照明。必E2・に応じて|坊熱

ライニングを施 ζ し建物の空調系統

とは ｾｾ ｴ 立に空調装置を設ける。さら

に ｍ 税制定＿Ｊ具は ， すべて ｲｖｊ 髭 ｾｾｴ ＮＮｩ ｲ ＮB  

ｴＮｾ磁の上』 ζ おき Ｎ 構造 体 から 切 り離

す。電子顕微鏡室 x線室，質畳分

析室，赤外分析室，天秤室，核磁気

共鳴装置室，低温培長室. f亘視培長

室，暗室がある。

将来計画一 本 館 は 本 来 四i続五tt で

将来の増築の際の設備上構造上の考

応、が払われている。

2  講堂 RC構造 平屋，床面積

727 .02 m2  

講堂 ( 150席) ， 食堂の他z 将来

計図完成| ド? に全Rl l 物に熱源， fG溺iを

供給する中央機械室および工作室が

ある。

第H期工事 ( 昭和35年7月完戎予定)

主として危険区域内の建物で. 線

I原線. 動組物育成棟. 廃業物貯蔵庫

等を合む。

1  線j原棟，RC構造平屋一部地下一

階。峻構造外面線内百五ｾ 743 .0 m2。

リニアアク セレレータおよび C 06 0

の照射室，操作室，準備室，竹a 宛! 窒

および研究室よりなる。

リニアアク セ レレ ータ室ー リニア

アクセレレー タ ( 6  Mev)  は水平位

置におかれビーム は通常霊直下方{ζ

照射される。将来 2 0 Mev までの増設

を考 jぶ し て，同装置 の 後方遮蔽墜

を，プレキャストコンク リートブロ

γ クで積んだ。照射線は床面積42 .0

m2 一階床は全面鋼鉄製格子桁にグ

レイティングを乗せた。天井高4 . 25

m，地下室床面ま で 2 .5 0 m， 天Jl ' - Iζ

沿い 3 トン走行クレーンが走る。遮

蔽ｾｾはｾＩￍＡｩＱｊ￭Ｈにもっとも近い壁の外壁

で放射線誌が国際許容量の 1/ 10以下

に なる ように ，準備室 ｾＡｉｊ は普通コン

クリー ト盤厚 2 .5 0 m外部 lζ 面しては

壁厚 3J mの二重壁と し，壁間 1.90m

!C位燥砂を充燥し，また天井は RC

Mミj初予 9Cmとした。照射室への試

料は試料投入用コンベアーによって

準備室地下ピットより導かれる。

C o6 0 照射室ー 第 一 照 射 室 ( 10

KC)  7.  40m2. 第二照射室 ( 5 ，000 C)  

ＱＶ Ｎ ＶＲｭ ｾ＠ 第 三 照 射 笠 ( 100 C )  

20 42 m2， の三室が述絞して配置さ

れ銑鉄製1'1 引遮似院により j虫絡され

る。主主蔽控は各室 ｃｯ ￻ｏ がｾ Ｎ 総 監 ｬ ζ

もっとも近ずいた際 . そのE主の外壁

で放射置が国際許容量の 1/ 10以下を

原則 とした。第一照射室と操作室間

マニフ。レークー， rVj 禦窓部分のみ比

重 3. 5 の重量コンクリ ー トとし，他

! ま放射線レベル {ζ 応 じ て 1. 7 0 m，

1. 50m.  1. 1 0 m の三種の普通 コン

ク リート壁で遮蔽さ れ る。天井選、蔽

ミ版は比較的簿 くして天井面へ向 う

放射線は空中へ逃し室内への反射，

t票作廊，準備室への影響を少なくす

る。したがって放射線の反射，散乱

のおそれのある雨仕舞のための上震

は設けず，遮蔽床版は露出する。内

部仕上げは，第一照射室のみ 4. 5務

厚鏡板 ライニング { 也はコン ク リー

ト打放しヴィニ ノレペイ ント塗り。床

はアートフロアー，エポキシライニ

ング。床面埋込コンテナーの伎水を

防 ぐた め，各照射室は二重床とし，

Jぷ下に集7 l < 符を布設して排水する。

天)1ーに沿い 3 トンホ ペス トが走る。

なお，線記iii 棟は全館冷暖房空調を

行ない，両照射室およひ' 準備室の排

気は屋上排気塔より. J t てる。

2. 動植物育成練 RC構造平屋，床

面積 159m
2

o

作理室，iJlI J地物準{ J ll i室，汚染およ

びJ ド汚染動物飼育室， 水槽室， 温

室，網室より なる。放射線関係の試

験，研究K 供する動植物の飼育，; 1 &

培を行なうための胞設で，汚染動物

飼育室. 7l <桝安司温室の床緋; ) < は別

系統とし汚染沼1桝 lζ 導 かれ処理され

る。

第111期工事 ( 昭和35年度末完成予定)

トレーサ一実験室棟， ｉ 泥 ｾ物処 理

室，汚染廃液貯沼l . f t Ki，固型廃耳ミ物貯

i法笠. 野外放射線竹E塁線がm函され

ている。 以 上

(波町S)
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改訂版 木 構

建 築 ハ ン ド ブ ック

重 版 近 代 建 築

建 築 学 大 系

日本建築の形と空間

日 本 建 築 史 序 説

西 洋 建 築 史 図 集

施 工 計 画 と 仮 設 工 事

、仕 平i J { 郷勇若木構造の教材 ー実用的参考書と

- - =.  して定評のある本書は， 1時代の推移lζ 鑑み，

6  新知識を入れ乙乙 lζ 全面的改討を行いました

B 6 判 320頁前後 上製 予￥450 〒 50

史 池 築 学 大 系 編 集 委 員 会 編 欧 米 =州 雄一郎

・浜口降ー ・山本学治， 1-1* =糾i代縦一郎 ・

6  阿部公正 ‘ 現代］浜口隆一と最適任者の執 ｾｦ
A  5  ｾＭｉ ｊ＠ 414頁 特 製 商 入 ￥し0ω 〒110

N . F ・カーヴ ァ 著 浜 口 隆 一 訳 米 国 の 新

進建築家が日本建築の造形的本質をえぐりだ

した写以によって構成された逸本であります

A 4 変形半lJ 200頁 特 製 ￥ 2，000 干200

太悶博太郎著 日本建築史の概念をわかりや

すく理解できるように ，その重点を抽出した

具体的な参考書 として学生向の好著作です

B 6 判 158頁 上製 ￥ 120 干 20

日木建築学会編原始から 19世紀までを取扱

い，写真図面を主主宮lζ そえて解説したもので

す。巻末には索引をそえ便利を計っ ていま す

B 5 判 98頁 上 製 ￥ 450 〒 50

永井久雄著 乙の本は施工計画の考え方，仮

設工事の見積の仕方を平易IL記述したもので

現場lζ 携わるものの必備の書物であります

B 6 判 392頁 上製 ￥ '150 〒 50
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州 制 ピ 可 シ

ーーｾ Ｎ ＮＮＮＮＭ 一 F ーー一一一 一一司ー

ｉ 竺旦 ｊｾ ー・ 「会貝の声」禰 IC どしどしと投前下さ い. 白山な討論の場としてと利JTI 下さ い. 内容は自由。

却ももいι f' 1fコ々、

“ Ou t wa r d - I ook i ng  (外 向 き の) " 留 学 す る N'君 に

金 沢

東京のガット総会で，ょくでてき

たことばに 「外向きのーJ ( Outward-

|∞ king)  とL、うのがあったそうだ。

市場の争海戦をしたり，自国のまわ

りばかりにカジリついて考えたりし

ないで， もっと広く全体を見渡し

て，共同の利益をはかろうという怠

味である。

主主築産業でも，産業聞の障壁が次

第 {ζ 消えてしまって，建築 !ζ 偶有の

問題だと臼負していた乙とが，案外

他愛もない乙とで品うったりするので

なかろうかと考え ながら ，年頭にア

メリカ! こ留学するという N 君! こ，次

のような手紙を苦いてみた。( 乙の

人は，口本生産性本部とアメリカの

国際協力計画による 「住宅建設部

門J の研修生として留学中)

日ム 異

ものだと思います。

えらい人達が Stranger としてみて

くる報告は，食傷するほどきかされ

ていますが， 本当に実務の中にある

ひとが，むとうの「メカ ニズム J IC 

身をおいて， 長期 I( トレーニンク" を

うけるというととは，公団にとっ て

有忠義だと思います。 他lζ 大きな目

的と仕事があるわけでしょうが，私

たちが木当 lζ 知りた いと思っている

次の二点についてできればなんらか

の i nfarmat ion をもってかえって下

さる ζ とを期待しますc

1，アメリカ社会とアパート

私たちがやっておる 「コミュニテ

イの設計 」という乙とは. そのお1棋

と多量さにおいても，いままでの建

築設計の領域にみ られなかった 乙と

だと思います。

え方を，私た ちは利用 しているよう

にも思えます。設(11のの手段として

tt Jり切り方lζ 佼弓 ている lともいえま

しょう。

「新設計要領案J I乙もガルーピン

クコミュニテイ，クラスターある

いはネ ーパーフッドという考え方を

入れていますが. 私たちのイデアの

底流には， エベネザ ・ハワ ード以来

の i Nei ghbouri nessJ という感覚，あ

るいは ，" <ン フォー ドなどのいっ て

いる i Suburbani smJ というイ メージ

が，なんとなくあるのではないでし

ょうか。それが近くは，アメリ カの

i Communi  ty- Reorganiza  t  ion J の精神と

どっちゃ ICなって， ある設計の理念、

をtWいているように思います。

ところが， ζ れもテレビですが，

「日本の学者と学問」という乙とで

堀悶普街さん他が気ーしあっていまし

たが r.. .. 日本 ICは日木の学問 !ζ 個

有の内在的論理がなければならな

い。. ..... それは歴史怠識 t 価値意識

につながるものである筈だ・・・ー 』 と

しんねんという新しい時点 lζ 立つ したがっ て，設計の 「理 念 と 技 いうことでした。

てーいわゆる 60'S を展望しているい 法」などと いう乙とも，もちろん先 鈴木成文さんも ，いつか 「・・・・社

ろいろの 「放送座談会j をきいてい 人のつみ重ねを利用し て はいます 会学のある結果だけをそのまま建築

るうちに g アメリ カにゆ〈あなたlζ が，さらに戦後のイギリス . アメリ の方 !ζ 入れていいものかどうか・」

ゼヒみてきていただきたいと思う乙 カ等の実状とレポート lζ 頼って， な と疑問を与えられた乙とがありまし

とがありました。まだ「在 日」とき んとなく固まっ てきているのではな た。

いて，とり急いで記してみます。 いかと思います。 ルネサンスを経ているところと .

テレビで「志賀直哉」が武者小路 夜、は，乙の淵源まで整理して摘 ま そうでないと乙ろとでは R回 rgonl za・

と「白様」時代の思い出を語ってい なければな らないとは考えません tion の Re とか Suburbanism の おb

る中にとうもらしています。 が，ただ私たちがいろいろのものを とかという感覚によほどの途いがあ

r ミゴッホミなんかは，まった t 読んで理解しているよう なととが木 るよう lζ 考えます。

武者が紹介したものだがー武者はド 当κ そう なのか。ただあれだけのも 私たちは，日本における「コミュ

イツ語ができたものだからーあの頃 のなのか。ということをだれかによ ニテイ論」の根の浅さ加減について

は，私たちはむ ζ うの乙とがわから って確認しておきたいという気が強 いろいろ考えるわけですが， ミ失な

なくて，なんで・もしりたい ・・・夢中 くいたします。 われた人間をもう一度ミというアメ

であったわけ .. .... J アメ リカの社会学者の書いたレポ リカ だから乙そ，乙れが一つの潮流

H与代の社会EJ t : l も迷うし，コミュ ートなどをみた乙ともありました lとなっているのかとも考えます。

ニケーションの手段も較べものにな が. なにか 内 容さをよむのとあま しかしながら，それがどういうふ

、なくはなりましたがJ 今わ私たち りかわら ないような感じがするので うに板をもっているのか。どういう

の周りにも，乙ういう情熱はほしい すね。そして，そうした社会学の考 具合 lζ 社会的思潮として浮び上 って
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きているものか。そして，また池築

設計の Procedure の中にどういう現

われ方をしてきているのか。という

乙とを如実にみてきていただけませ

んか。

アサヒの元旦. 2 日号でニューヨ

ーク沢山支局長，茂木総局長の 「変

りゆくアメリカ」を読まれた乙とと

思います。

自のきいた，バランスのとれたレ

ポートと思いましたが，それほど顕

著な特徴を呈しているアメリカだと

もいえるのかもしれません。ともか

く，そこに苦かれてあ るζ とと 閉じ

ζ とを，荘、たち公凶の Developer は，

今j似 ζ 演出しているよう な恰好です

ね。

つまり，中WJ}白の郊外族をめざま

しくふやし，おそろしい 類ｾ 化 と個

性の没却κ はしっておりますが，反

町. 外] 彰上の生活綴式はと司んどん向

上するという … ・イタチどっ ζ みた

いなし どとをしているわけですが，

てそれではどうなのかという解答

までは苦かれてい ませんでした。し

かしア メ リカと H本との距離が，い

まではもう乙のように密着 して きて

いるのだという乙と なら，一局前記

の問題も私たちにとってJ 'r剣に考え

方を迫ってきているよう lζ 思うので

す。

2. メカニズムと人間

m2の問題は，メ カ ニ ズ ム の中

における タレントの在り方，その

organoze を向うでどういうふう κ 考

えてやっているかということです。

私は，いまは「経済J の優越して

l 、る 11与代だと思います。 例えば，芸

術祭日をうけた岡本愛彦の 「いろは

にほへとJ の中で「ー・・ ・・いまの日本

lζ 金のほしく ない奴がいるか，日本

自身が金をほしがっ ているではない

か .... J という風にいわせていると

ころがありますが. 1960年代が黄金

の年だといって，国をあげてワクワ

クしているのも. 1] 木そのものが金

をほしがっている証左であり，経済

が第一義の問題になってさたという

乙とでしょう。

そして，産業の拡充と近代的の基

調の一つが 『技術革新』の惨透だと

いわれておるわヴですが， ζ 乙でま

た，アサヒ 「白本 経 済 の高さと低

さJ ( 1.1 ) をみてみますと，

「と経済は人な りミだ・… 技術革

新の時代i乙は， ミ人ミの問題が経済

政策の中心課題になってきている 目..

ミ教育ミを経済の問題としてミ人間

養成の計画性ミが，乙 れらの課題に

なるだろう。 ( 中山伊知郎氏ほか) J  

と書いていました。

また ， 乙 れ とちょ弓とＧ ｾ� ｬ を ーにす

るかのように 「週刊新潮新年号」に

「日立」の倉聞社長も 「人聞を育て

なければダメだ ...... J というふうに

発言しているのにぶつか りました。

「経済」の優越してい る時代とい

われる，その経済界でも，つまり

「人J =  i 能力」の問題が次第K 中

心課題になって乙よ うとしているの

だと思いますが， 乙の能力というこ

とは. 客観的なものよりは. 企業の

メカニズムの中にはまり込んだタレ

ン トというふうなものでしょうし，

弁証法的に発育 させる ζ とのできる

ものだと思っています。

そして ζ れを，どういうふ うにフ

ルに or gani ze する かという乙と が今

後の大き な問題だと信 じます。

さてそこで「建築」ですが， 「設

計」を除いた「胞工 ・工事監査到uの問

題は，私はすべて“ J ob- Manag em朋 t "

という乙とで，一般の生産管理とほ

とんどかわら な く巧え，扱われてい

るに迩いないと思います。

と乙ろが「設計 」と い う 領 域 で

は，多少事情がちがうのではないか

と患います。

それ特有の「創作性」というもの

を，事業体はいかに取り入れ，だき

込んでいるか。

タレン トというものを，メカニズ

ムの中にどういうふうに編成し，ど

ういう形で「生産性づけJ を行なっ

ているか。

それが笑務の P明 edure としてど

ういう具合κ 線訳されているのか。

むζ うの大き な Housi ng 臥oilder のデ

ベロッ プマン トとか Publ i c小松 Jsi ng

とかで，設計の理念にどの程度の

int e時計 が，もたれているかというこ

とにもなりましょう。

乙んなζ とは，だれもあまりみて

きていませんので知りたいと思いま

す。

設計 IL限ら ないでも ，アメリカ産

業が乙ちらよりず っとう色を行 ってる

はずですから，乙ちらで今問題にな

ろうとしている前記の「人J . i 技

術J のζ とが，きっと問題として抱

かれていたと思うのです。一一私は

三木清にしたが って乙 れからは「構

想力をもっ た論理で技術を再編成す

る」 ζ とだと考えるのですが，その

実証例がむ乙うにすでにありはしな

いかと期待するわけです。

もう 少しつづけますと実はこの乙

とも. 19581f 朝日学芸らんた思想界

今年の焦点ミで，すでlζ ふれ られた

乙とがありました。

r... ・中間層が駒大し，夜もヒ J レ

も企業に即した生活をして，組味や

コラク まで「規絡化」 してしまった

・a 目・・ここ からもう一度はっき りした

イデオロギーをつかんで. 主体性を

とりもどさない限り「生産性向上迩

勤J も実 らないだろう ... .. .J という

ふ うにです。そして，乙の産業時代

で「主体性のあるイデオロギー」と

は，もう「技術論」をおいてほかに

ないと，私自身はy ; えているわけな

のです。

テレビをみながら占き流したの

で，まとまりのないものになりまし

たが，以上の二つのととは「娃築の

中だけで建築をみないで，建築の外

から建築をみてほしいという乙と

ι 建築設計のなかに合まれている

メカニズムとタレ ーノ卜，企業と人間

性の相魁をどう制度化 している かと

いうことをみてもらいたい」とい

う，私たちの切実な JUI待です。

0960.1. 3)  

< : n 者日本住宅公団大阪支所設計課)
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d 企』

ロ

| 理 事 会 1

9 日 4 時一一 5 1時 於 会 館 会 議 室

出席者 鴻池副会長外 IO:ml 'JT-

設 予 ( 1  ) 合同新年交礼会開催の件

( 2 ) 新年ー午餐会開催の件

( 3  ) 学会11候補fttmt の件

(  4  ) イ4燃建築研究会委員推的事項l i X 似の件

( 5 ) 事務局職員年末11与支給の件

( 6 ) その他

(イ ) 住宅委員会テ レビ放送 に関する 件

( ロ) 出版委員追加委嘱の件

( ハ) 電源開発協議会lζ 入会勧誘を受けたこ

とK 関する件

( 7 ) 入退会者承認に関する件

( 8 ) 報告事項

学 会賞 候 補 詮 衡 協 議 会 |  

18日 12時半一一 3 時 於 会 館 会 議 室

出席者 田中，小林，河東各主J己裂が

岩崎，奥島各委員長

議 事 1  学会賞候補詮衡に関する件

23日 121時半ー ー1 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 小林，設楽各主J己恕 "J]:

越国. 岩崎，奥 j斗各奈良長

議 ") ト 1  学会A 候補詮衡に関する件

コンクリート建築物. 肉升装用

(  12 月 分 〉

戸 時 築 調査 委員会 1

10日 3 1時一 一 5 1侍 於 会 航 集 会 送

出席者 滝沢委員長外 " ?I! 日

議 事 ( 1  ) 泉布観の調査発表について

( 2 ) 昭和351，ドの発表建物の予定を決定

( 3 ) 調査ならびに発表に関する手引のl削及い

方を決定

I  ｾ Ｎ竺竺 ｼ
3 日 3 時半一一 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 高橋委員長外 7 委員

議 事 ( 1)  r内壁工事J 出版の件

( 2 )  r建物および設備の保全」改訂版山版の

件

( 3 )  i建築基準法および関係法規一覧表」改

訂版出版の件

( 4 ) 出版委員追加委嘱の件

室議

件

A

F

五

の

催

談

会

員

活

於

委

案

6

画

時

外

企

6

長

送

一

回

民

放

一

委

ピ

半

島

レ

「

1

1
一

時

西

テ

一

会

一

3

f

現

一

日

間

1

現

当

一

川

崎

山

山

一

宅

一

手

一

+ヱ

一

一

{

一

議

11 日 5 時一- 8 時 於 会 航 会 議 室

出席者 illi 烏委員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) テレビ放送の実施企画について筏淡

( 2 ) 毎日テレビ放送局との交渉に関する件

( 3 ) その他

水

誌

で

見

た

と

m

M
刑

・ら

む

下

4

C

M

W

"

は

焚

L

U

2

y
口

久

見

本

等

御

巡

り

鼓

L

ま

す

本融弐阪市東淀川区三国町一一一醤菜市・東京 ・畠古屋・広島・福岡 ・蹴
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|  事 業 委 員会 |  

7 日 5 1時半一一 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者岩崎J ; i 日長外 9 委員

議 事 ( 1  ) 忘作怨級会の件

( 2 )  1悩和35"f 1  )  J  - 3  )  J  'jI;!It企 l聞のれ

( 3 ) その他

小委員会 ( 忘年懇親会)

14日 5 時半一一 7 時 於 太 閤 図

忘年懇親会の会場設備について現場打合せ

小委員会 ( 図集レイアウト委員会)

8 日 4 11寺一- 611与於会館: r u 会室

出席者ー 佐久間氏外 3 委員

工高生コンクール入選作図集のレイアゲト実施

小委員会 ( コンクリート工事指針絢集)

9 日 3 時一一 5 時 於 会 館 談 話 室

出 席 者 奥 島 委 員 長 外 3 委員

鉄筋コンクリー卜工事借金| の改訂K ついて審議

小委員会 (左官工法指針編集)

14 日 121時半一一 1 1時半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 谷 口 ，山田各委員

左官工法指針の改訂について審議

|  編 集 委 員 会 |  

幹 事 会

17日 3時一一51時 於会館会議室

出 席 者 塚 本 安 員 長 外 4 幹事

4 月| 住宅特集」号の企画 K ついて審議

委 員 会

19日 4 時一- 6 時 於会館会議室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外 6 委員

殺 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 正月 「モニユ メン ト特集」号

( ロ) - 2 片 ・「原子力不'Jm施設特集」号

( ハ) 3 月「建築言 I' j函特集」号

( 2 )  4 月 「住宅特集J 号の企蘭都議

( 3 ) その他

特集企画外の原杭の掲載について

| 座 談 会 |

「伊勢湾台風についての座談会J

9 日 2時一一51侍 於ホテノレニュー名古屋

11¥席者 塚本委員長司横尾，訂崎両教俊

d F1 11{ 鹿市;(Eイ1' . 省佐藤氏外 6 氏

編集委員会の主催で開催

| 集 会 |

6会長午餐会

11 日 12時一一 1 時 半 於 抑 業 ク ラ ブ

大阪府政築士会の当惑で開催。出席者 13 1'，

忘年懇親会

17日 6 11寺一- 8 時 於 太 閤 園

出 席 者 尾 崎 会 長 外 270 名

始めて立食の形式を採り，営業人による楽団や苛術で

貝lを添えた。有志会員各社よりの寄贈品による福引，土

産物など例年のとおりなかなか好評。参加者匂二々増加を

見る。

| 見 学 会 |

経費佐官見学会

1 日 5 名

2 日 6 名

3 日 7 名

大徳寺の策室を見る会

修学院離宮見学会

9 日 14:t' ，

10 日 14名

5日 1 時半一一 5 時 15名

岡田孝男氏の現地解説lζ よって見学

|  後援した会 l  

1. 公開座談会

テ- 7 i今後のj照明は如何にあるべきか」

1. 主 催 照 明 学 会 関 凶 支 部 懇 話 会

1.  I:l 時 12月 4 日 1 1均一一ー

ＱＮ 場所近畿電気工 Ｑｾ K.K. 前笠

1.  出 席 者 照 明 関 係 者 5 名ならびに本会会員

建築家 5 1' ，

下 ｊＧｾ のブ ｪ が Ｑ 月末 ｉ｣｟Ｈ ､ｉされました。

11 . 41: ' ，日々 公社近総電通局主112忠商l Jえ lil J) 1: n氏

住官金融公F巨大阪支所次長 l，J 川火; 火氏

お詑ぴと訂正

￯ｅｮｲｪ 悩械の悩例の新年Ａム白のうら，矢ＮＮ｜ｩｬｬ股 ｫｫ の ｮ 良名が八 ＱＺｾ ｄｬ［ｬｬｊｊ

となっており ますが矢島lli 助のr:mいでしたので L L  ICお，tt ぴ111 しあ

げると J Uc訂正させていただきます。

"・4・"""・・0・・4・.11 ' "111111' " ' " 1111"' 11111・11111" " ' " ・11111111・111' " ' ' ' "111' ' 111 11111' 111111111 ' ' ' ' ' ・111 1111 11111'

編 集 後 記

本庁i > 組むに当って， はじめ，概念をつかむ忍味で「岨，( J . 1J とは」に

ついて， 阪大の成田1iI 三郎教綬に再三お願いしていたが，お忙しいため

結局玉舗は仰られはかった。 しかし「原子 ;)J 利HI 脳殺 とは」 κ ついて ，

硲研の藤井さ んより玉縦を いた t: いたので， およその概念はつかむ ζ と

ができると思う。 大成路殺の附ぬきんより「股計抱工における滋. 1 > : 的怨

B1: J という論文をいただき . 本号の価値を一段と高めさせていただいに。

材料とか施工氏関しては， r飯射線jjs蔽 コンクリート」はらびに「ア

イソトーブ実験室の仕上材料J についての愉文をのせるととができたの

は革主 将K 怠ると思う。

ｲ ｣Ｚ ｵ ， 実例として ， 住友ＺＺｬｩ思放射線研究所， ｑ 民 川 のｦｉ，�Ｚ・ＯＮｾ分 ｆ 協会

研究所. ｾｴ の大阪 ＱＨ Ｎ Ｑ 立政射線日 ｦ 兜所の Ｓ 点をその ｊｲｩ Ｑ ｦ ， ! I ! 設について制

介占せていた I九、 fニ。

以上，C 協}J 下さった方々 3 執事者 I CP事く感測します。
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社 団 法 人 日 本 建 材 協 会 1 2 月 分 会 報

会 合 と 事 業

会計部理事会 3  iI 3 - 5時 於 建 築 会 航

青木副会長，金光，笠原正直IJ 理事長，臼 jl :部長以下 2

:7， ，事務局 3 ｾ，Ｗ，＠ ;1'，席

会計諸般につき協議打合せした。

展示場委員会 7 日 1 - 2時30分 於n木建材会館

出席者高田委員長 以下 5 :f， 京町橋第二展示場柱

IJI j，北浜第一展示場地下空小間有I i 嘆の件外協議

理事会 8 日 3- 5時 於 日 本ul 材会館

金光，笠原副理事長，若 ，Jl:Cfu: 'JJ 外 121ン'， I'H席

Ａ￬ＱＧＱ報告後新作会開催の件事務局下 ｊｾｊ 日与の件 ，新 作

否定礼会の糾 . 入退会詮衡等協議

六協会主脳会談 ＱＱ 日正午 ＭＱ 時半於 Ｑ Ｑ 本紙Ｚｾ倶楽部

在l坂建築関係 6 団体主脳と事務局担当出席

本会より金光，村石正副理事長出 j託懇談した。

新年会小委員会 12 日 1 - 211寺30分 於ul 築会館

村石副理事長，鈴木必雄理。JJ ，事務局8111

"

'';' 見JI般fllU

席，

理事会一任の 1 月新年会開催に つ き協議の結果 1 月

13 日( 水) 4 - 8時，来山悶 lζ て開催決定後，田中，吉

見職員は来山閣に赴き下検分. 万般打合せた 。

日 誌

1 日 5 ，30時 - 8 ，30時 中村会長藍綬褒授賞を祝し堂島

入栄l乙て脱 さん会を開催 中村会長 . ｉｉ ＮＡｉｾ板市 ｩ 子 木村

総務部長，背木副会長外 16:y， 山席

3 日 Ｑ ， ＳＰ 時 ＭＵ ＱＱ 与強 化 プラスチックスｾ材説明会

於: U! ; 没会合li Ｖ Ｑｾ 今集会室 強化プラスチックス協会主催

11 木正II 材協会後段

Ｓ ， ｙ ｩ ｲＺ， Ａｩ ミ強 化 プラスチ ｹ クスとｕｬＮｦｾについてミ

京大教授工博 Ｎｦｾ設氏

ミ強化γ ラスチックスのmおへの必川のI i QJ m点ミ

東大生研教授工博 hl 野 口一氏

出席者 凡
1301ンi

9 日 日本建材協会 Je理事 jl: 場f;{ 氏病気全伏後拶 lこ来

会

16日 不燃建築研究会開催 2時 - 4時 於 大 阪 商 工 会

議 所 金 光 理 事 長 山 市

17日 U木建築協会忘1 f . 会 5 - 8時 於 太閤 副 木 会

々員多数参加

19日 2 - 5時ミ合板についての講演会ミ日本建材協会

並建築学会近畿支部共催於日本建材会館

講師ミ合板についてミ 大阪府林務 課 脇田勝之氏

ミ欧米の合板製品についてミ

浪 速 合 板 株 式 会 社 社 長 村 石秋吉氏

( 盛況の来聴者)

会 員 動 勢

社屋移転

エスロンフローリング販売 K Kでは 'j J : 務所を京区瓦UIJ

2 の55 ( 三和ビ J レ〉へ移転。電話@ 1875 ・7755。

電話増設

青盛建材 K K福岡営業所では①4357m をW: 設。

森村金属 K Kは⑬0228を附設。但休 11 ，夜間若干 IJ "，liffJ

電話変更

井上窯業 K Kは⑫2825- 7(こ変災。

そ の 他

宇部スレート工業 K K取締役社長国司恭平氏は ζ の皮

字部コソレフ観光 K K社長! こ就任し後任として下村義一

氏が就任。

⑨ 本…部灯…所日在一大畑加…一一…阪肺問一…市柑榔悶叩東駆相相区闘酎j北t…

第 1 会 場 同 上 会 館 内 電 話@7円17η2  

日 本 建 材 会 館 大 阪 市 西 区 京 町 橋 竃 停 前 電 話@5590

第 2 会 場 開 上 会 館 内 電 話⑬ 5092

福 岡 分 室 博 多 駅 前 通 松 下 ピ ル 機 入 電 話③ 1225

。。



装 飾 と 実 用 性 を 跨 る …

88crn X  121 crn.. .  800円

88cmX I 52cm. ..  900円

121 cmX  152cm・.. 1300円

1  52cm X  152cm. . .1600円 .

1  82cm X  152cm・・・2000円

様 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪市 城 東 区 野 江 東 3 (京阪 野 江 駅 前

T E L 代 表 ⑮ 1751- 4 ・3638

別 註 寸 法 の 場合 は

一 ~ 二 割 高 で す

京 ・広 島 ・和 歌 山

中式ヌカイライトベンチレーター

ヌテールサ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業掠式会事t大阪出張所
大 阪 出 張 所 兵 雌 県 尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 8 9 T E L 大 阪 ( 4 8) 0545 

T E L  川 崎 ② 4540

市 北三 条 車 7 - 4  T  E  L. . L帆 ③ 0515

長崎代 Ｑ 即日 ｺ 品同 以 品崎市弘 ｾＢ ｲ 11 ・関 西 工 諜 ( 1' ; ) T  E  L 品 崎 ② 帥 46

撤 式

会 員

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207- 8・4836- 7

1  



一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ます一一

ム

一品

会

株 式

会 社

設 計施 工

25 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

后 大阪市西区江戸沼南通一丁目 三七番地

m話 大 阪 @ 代 表 5231 ・8231 番

東 京 ・名 古 屋

京都 ・事1
1
戸

p

岡山・ 高松 ・広島 ・橋岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福 井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸④5892

庸口城代表取締役

庖

所

支

出 51 

和

生

市

口

調

衛

J

一

一

一

除

商

釘

佑

=

一

換

械

除

l

・

機

泊

恒

房

諸

:

!

冷

院

誼

開

暖

病

・

j斎

創 業

大 正 二 年

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 嫡 通 大 同 ヒソレ714号

電 話 大 阪 @1568 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピノレ522号 篭 話 中 局 @1  7  6 6  

広

株式

会社

東 京

J !  

広

阪

幌

大

キL

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特 許Y M式ノレーフド レイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目四四番地

電話大阪⑧代表4496- 8 ・4993- 4悉

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲 12号館 5 号

電 話( 281) 局 6505- 8番

金 沢 市 高 両 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

庖

金沢営業所

福井出張 所

高松出張 所

本

名 古 屋 広

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

段 計 施 工

暖冷房 ・環境衛生 ・水道 ・電 気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐期通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 番

東京都港区芝田村 町 6 丁 目 電 話倒1 ) 代表 7121

名古屋市中区材木町 1丁目 電 話 @ 代 表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 場 代 表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庄

村l 戸 支 庖

福岡支! 苫

支 庖

大阪 市東 区高麗橋 三 丁番壱漆地 ・ 電話代表 ＲＶ 局 ｦ ｾｾｾｾ
l3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

阪業 大工機
一
一
一

空気調和装置・設計施工
給水一・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

社材建

式

社

株

会

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 中 ノ 島 二丁目( 新朝日 ピノレ 5 階)

電話大阪@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区 中津南通 2 丁目 51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3のH ll 話東京(451) 5281

広島出張所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 電話広島③7544

福岡出張所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳ヒ・ノレ

事事式

会社

本社及東京支l苫

営 業 所

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 @7031⑧6793

東京都中央区宝町二 ・六〈村幸ピル2階 )( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ③ 1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市 東 本 町 四 丁 目 ー凶九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 ④1158

株 式 会社

本 社

出張所

2  

暖冷房・水道・衛生設備

都 市 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

霞 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・( 代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 回 区 北 長 狭 通 7 丁 目 l の 1

位 ③ 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

名古屋市中区侮ク校町 2 の 3 電 ③ 1 7 6 5

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の 10 電 (911) 2346

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 包 ② 1 3 7 5

所張

H

H

山

山

営業所



一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど不1) 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 底

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪市北区堂島船大工I sJ 五三番地( 毎日大阪会館内)

包 話 大 阪 @ 局 8 3  5  6  ( 代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

社

庖

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪 市北 区 中 ノ島 Ｓ 丁目 Ｓ ｾ 地て朝 日 ピノレ Ｘ 階Ｉ

電 話 大 阪 @ . 7 6 4 1 (大 代 )

社 東 京 都 千代 田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 庖 東京都港区芝浜松町 2- 7 芯 (431) 7  3  4  1  - 5  

北海道出銭所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電②2203・③5374.5969

仙 台 出 強 所 仙台市元寺小路t五城 ピ ル 〉 沼 ② 8061・⑤ 926 1

名古屋出張所 名古尾市中区東向町 6- 5 電 @127 0・1484

広 島 出 張 所 広 島 市 大 手 町 8 - 155 明 日 ③ 7 9  4  9  

福 岡 山 張 所 福 岡 市 薬 研 隠r 3 明!l @0788・@0296

生

置

暖

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興

本

社
株式会社

4

2

 
取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 ー 務地

電 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 i昨

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生問区下山干通八丁目 三三 1f i 斯元町@3035'番

京 都 市 中 京 区 高 倉 通三条下ル m怒 上 ③ お69帯

宵 森 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 氾 訴 大三沢36苔

商
株式会社

広

本

支

神戸出強所

京都出強所

三沢出張所

温 湿 度調遺産 ・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温湿度調整装置、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

! ( 代表) 0f577

大 阪 市 北 区 宮 田 町 30 氾話大阪@ i o m~9・0f570

本 社 東 京 都 千 代 閲 区 丸 ノ 内 2 - 10  

包 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

む 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

1屯 話 ⑨ 2 8  9  3  

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

市 川 進 男代表取締役

京 都 市 中京区両替町通リ姉小路上ノレ

電 話 @( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 @8  8  2  9  

四日 iii 市浜田西末広町包話7503・3665

津 市 栄 町 2 ー 111 電 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 業 所
仙 台 支 庖

四日市営業所

濠 営 業 所

名古屋出張所

社

媛房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピノレ六 階

包 括 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7  2  5  

( 代) 9951- 9 ・ω6 1 - 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

気 ・ 空 気 調 和

生・ 電 気

施 工

暖 冷 房 ・ 換

給 排 水 ・ 衡

設 計

大

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

包 括 大 阪 @ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 回 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 東 京 (866) 7 6 8 3 ・7 7 1 6 ・2 5 9 4

下 関 市 大 和 町 33 大和ピノレ 23号室

話 ② 7 3  0  6  

日

東 京 支 庖

本

京東

下関出ｾ所

出雪量所

アーマーコー ト西日本代理庖
冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防水美装塗料… … ア ーマーコ ー ト

特殊防水パテ… … タイガー印コ ーキシグ ・

ノヘイドロ ν ーノレ

床面主主装仕上材料… … フアノレベトン

美 装 吸 音 材 料 … ・・ラテ ックス，ボー ド

本 社 大 阪 市 北 区 茶 尾 町 33 T E L大阪@3∞3番

九州出強所 久爾米市: 朕古賀町北134の1 T E L 久留米7ω5番

北陸出頭所 石 川 県 松 任 町 字 布 市 町50 T E L 怯 任 672番

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 3 丁 目 4 6 1'昏 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 ( 921) ( 代表) 6  2  9  4  

支広出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

3  



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 械 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

気 株 式

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 ( 481) 1316・2536 ・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

. A.  

' z5; '  浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 @2  8 9 1ー 5 番

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁目十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

:z:s; 式株

.t:::= 

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所
所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社
. 6.  

コ:3i:

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本社大阪市北区梅ケ校町二五番地

電 話 大 阪 @8131代表 - 4 ⑧7263

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

村
ム
『
，取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

電 話 大 阪 ⑧ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜必町( 大門ピノレ〉

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

一一=
悶

原栗取締役社長

電 動 機 自 動 操 作 用 配 電 盤 ・分 電 盤 ・受 電 盤

自動遠方操作 盤 ・電動機単逆相運転防止装置

温 湿 度 自 動 装 置 監 視 盤 ・遠 方 監 視 自 動 装 置

各 種 フロ ントスイ ッチ ・スペースヒ ーター及 び

ク才一タヒ ーター・ 其の他特殊電気機器設計製作

森 井 電 業 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 三 田 綱 町 一 審 地

包 括 東 京 (451) 9  6  1  1  - 5 番

工 場 室 京 雲 港 区r布J 官g- J 号 一 弐 番 善

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 六 番 地

1[ i 謡大阪 (44)9516-8需 夜間専用 (44)5ω 番

名古屋出張所 名 古 鹿 市 中 村 区 長戸井町 三丁 目四十一審地

電 話 笹 島 ( 54) 6 8 6 5 ・9 4 9 5 番

福 岡 出 張 所 福 岡 市 東 職 人 町 二 七 帯 地

m 話 (4) 7  8  1  3 番 (5) 3  5  1  6 番

. 6.  

コヨE

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

.t:::= 

ヌLト 電マヤ株式会社

太

大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 番 地

m話 大 阪 @ 代 3 0  5  6  

東京都中火区銀島区東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館 607 号室 電話東京( 541) 7464

北海道 ・名古屋 ・四日市 ・福 山 ・福 岡

龍本山取締役社長

u  

東京営業所

本

所張出

.t:::= . UI - _  .L' !... 

ヌL 慣習E エ丸、 云云

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 口 三 朝 日 ピル 7階

ｈ Ｎ￬務 大阪 ｽ ｾ ｊ ③ Ｙ 5  3  1  ( 大代表〕

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 悶 丁 目 十 一 番 地

屯 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1 帯( 代表) - 3  

出強所 京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 2 0  

包 括 京 都 品 @ 3  4  8  1 番

電 気 工 事 設 設 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ビノレ 3 階)

電 話 ⑧ 7 0 7 7 - 9

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 @5  1  4  8 ・6 6 4 6  

東京都中 央区西八丁沼 4 丁目 10番地

f 愛関ピル 3 階) 電話 (551) 5 59 0 - 2  

名 古 屋 市 中 林 区 泥 江 町 2 ノ l

電 話 ⑧ 7 1  4  6  

社

事

エ

エ

施

気

計 ・

電

設

電陽朝

社

取 締 役 社 長

庫

庖

本

倉

支

営業所

電 気 設 備 工事 ・ 設 計 ・ 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

社

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3 ・5 3  7  3  

大阪市城東区里子江西之町三丁目一一三

電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

ゐ
一
品

明

式

正

株

本中

. t: = 

ヌL

取締役社長

本 電

社

中

本

社
4

2

 

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電話大阪⑮代表 4 0 3 5 ' @3  5 1  5  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

式株

.t::= 

ヌL電東

社

本

支

j工

機器工場

資材倉庫

出張所

4  



リグノイド床・床材料 CONT RACT OR PAI NTI NG 

負
雪車

阿円事工装塗製造 ・販売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

塗 装 庖林

株式

会社

本 広 ー大阪市西区南郷江上辺一丁目 三一

電 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7
TEL. 大 阪 @1756- 7・東 京 ⑧ 1335

砲管・線五 l ュームを

ベンft-?ー'1.シ京寸L

禽

τ

ね

商

昨

引

い

幸

廿

一

一

一

加

問

.⑬-
洋 瓦

雨風 lζ 強く緩勾配 iζ 最適

超軽量荷重( 坪当 37貫)

和型より安い

金回 大仏瓦，各種和洋瓦

可也 工 穆 筒 負 一 式

京都市東山区今熊野池田町九 @  3555  

大阪市東区内淡路町一丁目 @  975 

大 和

発 売 元

大 仏

本 山

大阪営業所

止
防

案
一

量

菜

風

軽

λ

耐

定

妻

服

安

扇

ナニワ緩匂l ! 2頁

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

最

大
阪

南

海

謹

奇

干

早

皇

室

制

五

口

六

五

毎

i

p

-
勺

』

汐

/

i

l

l

ノ

E
町

山

占
的

種

イ

計

雄

ね

各

睡

n
街

U

7

、

割

刀

戸

川

ボ
舶
を

u

由

民

ツ

蹄

餅

吉

附
臨

時

多

額

大

ヘャ 商 月 報 無 料 法 皇

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円子町一0 一七替地 湊町駅貨物入号門前

電話 (53) 4  8  9 0  (54) 0808- 9  

Standard 

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神 国 道 野 里 宿 停 前

製造元東京" ! ) - ; / ヒ ッ ト商 会 包 大 阪@0417・4091

5  



， 

|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

.'  
J  

大 阪 出 張 所

商 会

会 社

タ

ゆ

っ

工タ ア

鈴 木

ヤ乙/
木鈴

アン株 式 会 社

m話 @0098 ・5837 ・8729大 阪 市 北 区 茶 屋 問J 33 

大阪ガス会社指定

大 声速申 風 呂 強 低 成

一i1HI l 区元町1丁目 742 但 ν 賑 漏 電 停 前 電話⑧5313 ・8128

シヤνヲー
社

. .6.  

-::Z:J; 式株業エ和平

ｅ ヲ霊 ｈ ｩｅ］ｾ・

大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁目 m( 64)  5750 ・8444

東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 飽(741) 0160 ・1733

J l ヨレ
熱海

ンコ
}[.. メ株式会社製 造 元

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特約販売庖

ブ ロ ッ ク

セ Y トラノレ硝子特約販売 J占

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

各種陶管・大正便所 . .S.P. 石綿パイプ ・モルタ

ル製敷プロック・腰鍋ブロック・スペンサー

セＮＱＧＮＯト煉瓦 ・ 流司洗濯槽 Ｎ ｾ芥箱 ・ 空気抜 ・ヒ ュ ーム管

各種セメン卜製品・コンクリー卜製品製造・販売

三 舟 建 紋 織 曾⑨ 

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽根崎新地西入) 電話大阪@ 1274- 6

支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 必

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @2  4  2  0 番

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四ノ一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五O 堂ピル 5 階

T E L大阪⑧2021 ・3486 ・1141

社

応支

Ｍ］ｦＮＮ Ｍ Ｇ 勾ｾ ，

i凶越正1

タイガー印

決然えない建築資桜

Eaι 置遣置昌

モデルル ームへど うぞ

厄iEヲヌ粛~ド

努イ対一トーｾ
絡対に亀裂 E 笠じない劃期的下塗壁材

ー歩でも時代感覚iこ校Lょう t 努力L います

認1iz 踊 姐?誌な

工場末阪市住舌区西加賀屋町4丁目81 電話往舌 (67)5109

断師事星野温

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野箔膏太阪支底

本

東邦商会 出張所

軽 量 鉄

設 計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

骨

エ

電 気 工 事 設 計 施 工

電 工 社 大 阪 支 庖

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

電 話 ⑧ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 謁 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 9  6  8  向 島 西 1 9  

社

布.

本

エ

大 阪 市 北 区 菜 村 町 41

電 話 @ 6 3 3 5 (代表) - 8  

東 京 都 渋 谷 区 大 和 田 町 25

電 話 ( 461) 4  2  4  6  - 4  2  4  8  

名古屋市・四日市市・ 三島市 ・甲府市

宇都宮市

株式会社

社

支 庖 並

営 黛 所

本

7  



ｾ又手ールサ・ ν シ司

邑 " ドｾー可

ｾ＠ シヤ‘ ソ

'E恒 E 正司‘

⑨芳j書3F町警合内烹余T55

8  

党け液製カーラス

咳笠霊費ト

ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町 2- 4 ( 三菱倉庫 ピノレ〉 電 話 大阪 @3389 ・1389

東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6 電 話 ( 281) 6 9  2  6  -- 8  

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水 工 事 尽

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事 ミ

議 耐酸モ ノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業J i r {

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪@1333番

阻 . G. C武

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米国パプコ. コンパウンドアスフアルト販売

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

本 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 一 ノ 五 一 電 話@3434--6

工 場 大阪市阿倍野区旭町二ノ六六



日本て初めての年限仕様

(A) 

地区| 組 合 員 名 住 所 m 結

( 株) 久 保 商 l占 大阪市北区真砂町5 大 阪@ω0 7 - 8・4836- 7

( 株) 木 下 謹 三 商 応 大阪市西区江戸掘南通5/ 35 大 阪@5408・5486

近 ( 抹) 明 正 ネ上 大阪市北区組ノ上町45 大阪 ｾ ＸＱＵＷ Ｍ Ｙ

( 抹 ) 井 上 rJt 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通l ノ7 大 阪 @お31- 5

( 妹) 大 相 商 会 大阪市南区高津町4番丁73
大 阪@ 1588・1905・ω8 7

( 抹) 石 田 建 材 庖
大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大 阪 @お40・3505

内 外 工 業 抹 式 会 社
大阪市阿倍野区旭町1ノ51 大 阪@3434- 6

• 旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪 @伝55- 7

順不

日本 渡 背 工 業( 株) 大阪支応
大阪市北区富田町40 大 阪@54挺い8

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵員fl区荒田町1丁目
神 戸 ⑤2140・2697

)  同
( 抹) 中 出 高 1':・‘ 、 神戸市兵l ' I l 区上沢通6ノ9

神 戸 ⑤4630

タ テ パ ヤ ν 商 j古
京師110下京区四条大宮南入学校前 京 初@ 剖68

聞砧応用化工( 株) 大阪出張所
大阪市西区京町堀上海l ノ14 大 阪@5951(代)

東 岡 田 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区西菊井町2ノ12 名古屋@2057・0121

( 株) 名 il! .商 会 名古屋市中区宮出町41ノ2
名古屋@1329・2817・2106

海 高 織 il! 材 r.s 名古溢市中区材木田: nノ12 名. ! i 嵐@3295

ｾ ｴ 北川 工業株式会社 金沢市西側町8
金 沢 @ 4552- 3

北 川 工 業 ( 株) 富山営業所
宮山市奥田新町28

笹 山 ②2218 ③1014

小 ぬ エ 務 I占 高岡市大野旭町2丁目32ノ3 高 岡 2463

隆 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所
富山市神通町3区I ω3 福 山 8221

中 ｾｴ 盛 建材抹式 会社 広島市鉄砲町108
広 島 ②2281- 4

1' 1盛 建 材 ( 株) 岡 山 首3住所 間山rl i m凶 聞IJ3
岡 山②7911・8169

国 ( 有) 小 野 娃 商 庖 間山市内山下30ノ10
岡 山 ②4272

( 株 ) 浜 原 1阜 商 ! 苫 尾道，! i li 宮町
応 氾 27ω

四 〈申告) 浜 原 盤 商 応 防府支庖 防府市大林寺
防 府 1037

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高峰市宮[ 脇町筑泊
高 絵 ③印43

田 正 有1 商 事 株 式 会 社 総山市11書町21
松 山 ②8161- 5

九 ! 川 越 材 … :
福岡市万行寺前町14 福 岡@ 1225- 6

跳 J . I l 材工 業 株 式 会 社 福岡市繋院田IJ 65
福 岡0 4326

州 高 橋 工 業 株 式 会 社 長崎市大泉町45 長 崎 ②9228

建設省阪建 22 号 認可

出資金 600 万円

量 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 郷 土 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東京初足立区小台町六三三 ( 岡島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中凶 ・四国 ・九州

T E L  @ 代表 5951

T  E  L (911) 代表 1181

9  



(  :カタ ロ グ 進 室 )

角 形 鋼 管

「鋼 管 を 索 管 と し た

継 目 無 角 形 鋼 管」

形鋼を組合わせ て溶接し た角形銀管と比べると

均質 で、経 量 で、経済的 な( 高級) 継 目無角形鋼管

。

佐友金属工業株式会社

本 社 大 阪 rh Jk Lえ 瓦 町 . T 目 3 1 電話{ 大代表)大融 朋) 2201

支 社 東 京 ｉＺｉ ｈｾ ｉｬｉｾ丸 ｊ 向 Ｑ ｔ 目 Ｘ I  6  (錨住定ピル1. 話( 大代賓}東京011)2211

指 定 問 屋

f I 左 商 ・ 樟 式 会 壮 大 隊 111 ｾ比 ｒ 副 Ｕ 1  ｾ＠ 2  2 ・1. . . 1 人阻@ 6 7 8 1  

Ｋゲタ 圃 菅 株 式会社人阪市西医鋪町通 Ｑ ｲＱ ＮｬＱ‘轟 池 ‘ ＮＮＮＱ大阪ｾ 6 3 3 1  

山 み 掴 集 株 式 2 祉 A 血市繭l正安置寺8宿泊 1 丁目 叩Ii J t l ・ 話 大 阪 @ 2 8 3 1  

合名会 社 回 ｩ 且 輯 古車 ｾｉＺ 刷 岡 ，b  '- jltj 開r 1  6  ・置」 梢閥ｾ 2 2 3 5  

z£l  

アルミ= ウムの新しい瓦/

アルマイト染色仕 上色瓦

金. 育. 赤 . 緑色 1，1)

発明賞に

輝く…

• ｾｒ Ｎ 規格板 Ｎ そ 町 他 Ｗ ル ｩ 建材も販売致 して お Ｑ Ｉ i す.

よ

い

住

心

地

を

お

約

束

一 世 計 施 工 は 施 工 明 細 書 で ー

ー特 徴 一

合近代建集に "' 7 "1 チした美しい銀白色 合熱反射高 〈夏11 涼 し< ! f . は鴫かい

合経〈てき& 1 ' lt 量産不要の理想的屋恨材 合不燃・ 耐震性で防火 ・宮、集地区にも

合緩勾配で完全な防風水特許 優遇

北陸軽金属工業橡式会社

ヨ住 宅士 富山県高岡市金屋町 1 6  8  電 話 ( 代 ) 2 0 4 5  

東京幽彊所 東京郷昼田区業平衝 4 丁目 10 電話情22 )7911. 98騎

10 



4 製 造 調 融 社

飽 和 建

k.k. 工

k.k. エ

因 島 応 用 化

東 亜

日 遷 化 学

日 新 工 業

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k.k. 大 阪 支 広

井 上 工 材 k.k.

池 田 商 事 k.k.

内 田 商 会

梅 本 石 油 k.k.

綾 松 商 会

大 阪 朝 日 涯 育 k.k.

三 友 ア ス フ ァ ，1 - 卜 k.k.

川 崎 物 産 k. k. 大 阪 営 業 所

中 西 理E 膏 産 雛 k.k. 大阪営禦所

k.k. 長 野 商 庖

日 本 建 般 興 業 k.k.

前 回 商 庖

村 井 工 業 所

山 女 商 事 k. k.

‘ 工 事 業 社

旭 . 化 建 工 業 k. k.

k. k. 井 上 浄 夫 筒 庖

k. k. 石 田 建 材 庖

大 阪 耐 厳 工 議 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

k.k. カ ナ ヱ 商 会

共 緊 漉 膏 工 業 k. k.

k. k. 木 下 隆 三 商 庖

k.k. 久 保 商 庖

坂 口 興 業 k .k.

清 水 興 業 k.k.

k. k. 大 和 商 会

友 田 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k .k.

日 本 涯 膏 工 業 k.k. 大 阪 支 広

k.k. 双 葉 商 会

松 本 渥 膏 工 業 k .k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス 工 . k.k. 

k.k. 日月 正 社

米 国 工 禦 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k .k. 中 出 商 会

三 情 工 禦 所

中 村 涯 膏 工 業 株 式 会 社

日 建 涯 膏 工 業 k.k.

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k.k. 浜 原 盤 商 底

青 盛 建 材 k .k.

古 市 断 熱 工 業 k. k .

正 和 商 事 k . k.

k.k. 山 本 商 会

砂賛 助 会 員

丸 善

( アイ クエ オ11頃)

(37) 氏ゆ2 ・857

(66)  8861- 2  

(97)  44ω ・8288

(44) 代5951

八尾 (029) 2308 ・3039

(39) ω 24- 5 ・2ω5

(53)  5281- 3  

大 阪 市 東 淀 川 区 回 川 通 5 丁目 91

大 阪 市 西 成 区 繍 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 滅 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 43

大 阪 市 西 区 京 町 郷 土 通 1丁 目 14

八 尾 市 竜 華 町 字 太 子 堂 629

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 通 3丁 目 39

大 板 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 40

k .Ic. 

社

社

大阪出彊所

重量 k. k.  

k .k.  大阪営業所

大 阪 支 庖

書院

官

賞

盛

k

工

k

材

工

工

工 *

k .k .  

(23)  1731代 ・2931代

(44) 代お81- 5

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36)  7474- 6・8563・7406

(39)  2080 ・2207 ・0238

(36)  5858- 9 ・5850

(53)  4520 ・8401

(79)' 4427 

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  0853 ・5196

(23)  2771- 2 

(44)  &224 

(73)  2514  

(44)  0255代 ・5392f"

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 (三 和 ピル)

大 阪 市 西 区 京 町 郷 土 通 2 丁目 4

大阪市東区道修町 1 丁目 11(加藤 ピル)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 番 町 14

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 町tr 913

大 阪 市 北 区 絹 笠 町5O (堂 ヒソレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 5丁 目 36

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大阪市西区土佐堀i i ! i 1丁 目 13

( 37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

( 37)  1333 

(33)  3679 ・4481 ・8471

(35)  2922  

(94)  5561- 2  

(44)  5紛8 ・5486

(34)  0207- 8 ・4836- 7

(34)  1105 ・鉛 40

(37)  0251- 3 

(64)  1回8 ・1905

(35)  4779 ・ω97

(64)  3434- 6 

(34)  1804 

(37)  3375 

(35)  9231 

(45)  23ω ・2030

(34)  8157- 9 

(75)  7271 

神戸 ( 5) 2697

神戸 ( 5 ) 4630 

神戸 ( 4 ) 6930  

神戸 ( 4) 5総 4

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2) 4272 

尾道 27ω

広島 ( 2) お81- 2

高松 (3) 5034  

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 煽 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 図 町 8 2  

大阪市城東区里子江.東 之町 4 T 目104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 婦 南 通 5丁 目 35

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1丁 目 51

大 阪 市 北 区 宮 田 町 4 0  

大阪市東淀川区 木 川 西 ノ 町 2 丁目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 43

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 科繊共栄ピル

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 ー 悉 町

松 山 市 登 町 2 了 目 9 5  

( 27)  1251(代)

|  日 ? 人 ア ス フ ア J B 卜 同 業 会 関 西 支 部 f  ぷ わ ; ， 97  11611 .  Ｎｾｬｓ ￨Ｇ＠

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目
k. k.  油石

11 
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ア ル ミ サ ッ シ ・ ア ル ミ ドア ・ア ル ミ ス パ ン ド レ ル

FR型ALUMI.SASH

a民

、e

( 旧社名 株 式 会 社 不二製作所)

不ニサッシエ業株式曾社

本 社 : 川 崎 市 中 丸 子 1 3  5  1ft J也 屯 72- 4261 (代)

東 京 事 務 所 : 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 - 5 番 地 電 571- 5526 (代 )

大 阪 支 応 : 大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 町 中 3- 4 帯 地 電 47ー 1 4  5  4  

営 業 所 : 福岡 ・名 古 尾 ・金 沢 ・仙 台 ・札 械 工 場 : 川 崎 ・大 阪

ぅ・は. A I の 岨 化 抽

fA 1  ，0 ，) がアルミニ

ウ ム 白醐化t - 防 ぐ 役 目

を す る ". らです 。 こ の

安 定 怠般 化皮臓 をつ〈

るた めに . アルミニウ

ム 拡 散 初 回 l 年 位 は腐

食 が 進 行 し ま す が . ぞ

れ以植 は 醒 化皮 臓 に 保

の 使 用 に 耐 え る よ う に

忽 ります. この融 化庄

当社目 制品 悼す べて ア

ル ミラ イ ト 仕 上 で . い

つ まで も誌腿 怠光沢宏

保ちます。
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ロ 目

ア アスフアルト開業会 ...・ H ・..… 11

浅海電気kk ・H ・H ・...・ H ・..... ・H ・. 4

kk 朝日主業社- 日. .. ……・…・ 3

伊奈製陶kk ・- …-・・.. .・ H ・. . . 中挟

井田商事kk … ・. ..・ H ・.. .・ H ・..…・ 5

kk 岩住鉄工所・・ ・‘ ・・・・・・・ ... .... ... 15

岩元工業kk ・・ H ・H ・- 一… H ・H ・-… 14

kk 荏原製作所・・ ・・… 一… … 表4

kk 栄興商会. .. .. .・ H ・..… ....・ H ・. 3

栄進鋼業kk …・・ …. ... ......・ H ・-田8

オリエンタノレメタノレ製造kk 中挟

大阪建材工業kk ・…. . 、H ・H ・... .. 20

kk 大阪城口研究所… ... ..・H ・... 2  

kk 大阪電気暖房商会. .. .・H ・-… 2

大阪耐酸工業所 ・… ...・ H ・.. ..… 8

kk 奥村重兵衛商庖. . .・ H ・H ・H ・.. 40

奥山化工業kk … … ……. ..・ H ・.. 19

絵本建築原務所 ... .・H ・... .・ H ・.. 17

カ 樫野石灰工業kk ・・ H ・H ・. .... .・ H ・6

kk 川岸窯業. . .・ H ・. . …………… 5

川口ゴム工業kk … … .. .・ H ・. . 前付

河津装飾kk … … …. . .・H ・.. .. 前付

kk 関西機械建材・社. ..・H ・... ・H ・.16

関西三塁タイノレ会目次対抗菌裏

関西ぺ イジ トkk. ... . 目次対抗菌

近畿建材工業kk … … … .. ..・H ・3

工藤電気kk … H ・H ・. ... ・H ・...・ H ・4

kk 久保商庖… … … ・… … - …. 1  

kk 建材社. . . ・ H ・..… ・… … ・…… ・2

kk 工英社. . . . ・ H ・...・ H ・.. .・H ・.. 表2

江東電気kk ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・... 4  

kk 小俣製作所. . . ・ H ・..・・ H ・H ・... 40

kk 金剛商会… .. .・ H ・... ・H ・. .…・・ 5

サ 斎久工業kk … … … … … ...・ H ・. 2

kk 斎藤省三樹庖 ... .・H ・.....・ H ・. 2

「材料と設計」 … .. ..・H ・-… 本文

三機工業kk ・・H ・H ・- …. ...・ H ・-… 2

kk 三幸商会・ H ・H ・..，… ・…・… … 5

kk 三興社・… .. .・ H ・- … ... ・H ・.. 4  

kk 三晃商会...・ H ・.. . …… H ・H ・. 2  

三宝電機kk … … H ・H ・-… …・… ・4

kk 三和ν ヤッ ター製作所… 前付

敷島金物kk' … ........ ... ・H ・-… 前 付

特 別 広 告 ( 順不同)

東海興業kk ….........・ H ・........ 5  

浪速建材工業k k … … … … … ・B

kk 竹中工務庖- … … … … … … 7

小野田セ メ γ トk k . ・…・・・・・・ 8

山田ヱ業kk ・H ・H ・- …… .. 9.  13 

次
(50音順) 建 築 と 社 会 昭 和35年 VoJ. 41 No. 2 

彰 国 社 -…・ ... ・H ・.... .. .. … 85
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須賀工業kk .....・ H ・- …- ・・… ・. 2  
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セメダイ y ・・ H ・H ・..… … … 中 挟

タ タキロン化学kk ……. . . ・ H ・.. 43 
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ナ ナニワ瓦kk ...... ・・・・…・・・・・・ 5  

内外工業kk …・…… ・… ・… …目 8

内外土木建材社… … … ...... ..15

中之島製鋼kk ・・ H ・H ・....・ H ・- 前付

中本電気 ｾｫＮＮ ＮＮＮＮ … Ｍ ………一 Ｔ

浪速合板…. . . .....・ H ・.. ...・ H ・... 7  

浪速建材工業kk .. … ・…・ ・・・18

日本管工業k k .… ・… … ・・…・・ … 3

kk 日本金具製作所・… … ・中挟

東洋キャリア工業k k .… ……ー 9

田島応用化工kk …. . . ・H ・. ... .… 10

k k 閲組. . . ・ H ・…・・……. . . ・ H ・11

kk ヤマト m気商会 .. .... .. .. .. .. .12

淡陶 k k・・ H ・H ・H ・H ・-… H ・H ・.... ..13
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k k 日;本ν ヤ ッター製 作 所 … 表3
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日本ドアーチェ ック製作所 … 16
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ハ k k 林塗装庖… ・・… 一… … …・ 5

kk 汎建製作所...・ H ・.. ..・ H ・... … 17

k k 目立銀作所・・ H ・H ・...・ H ・- 表3

kk 平川鉄工所 H ・H ・-…...・ H ・- 前付

平田タイノレ・ H ・H ・.. ……. . .・H ・..15

フタ パ黒板 .. .・ H ・.. .. ・H ・... ..・H ・5

福屋工業k k ・・H ・H ・.... ... ・H ・..… 5

藤森建材kk ・・ H ・H ・. . …. . . ・H ・- 前付

不ニサ ッν 工業k k ・H ・H ・..… … 12

「プラスチックス ・エ- i/ J … … 40

平和工業kk ・・ H ・H ・.... .. ..・ H ・-… 6

5差国セメント k k ・・H ・H ・- …・… ・14

北陸軽金属工業kk ・H ・H ・H ・H ・.. 10

マ 水谷ペイジト kk. . … …. . .・ H ・.88

kk 三高製作所・… … … … … … 17

k k 三谷製作所… … … ・… … 前付

三舟建材閥会 ......・ H ・.. .… …一 6

美索工業所・… ・・目次対抗面装

kk 室谷繭活・ ・… … ・...・ H ・.. .. 7  

k k メノレコ γ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・・…・ 6  

森井包業kk .…………. . . ・ H ・-… 4

ヤ 山岡工業k k … 一… … … … … ー 2

山宗化学kk .… …・…. . . ・H ・- 表3

k k ヤマ ト電気商会- … …...・ H ・4

kk 山本建材社. . . ・ H ・. . . . …・…… 20

k k 油脂化工社… … . . … … ・表3

kk 吉田芳雄商庖. . ..・ H ・H ・H ・.... 5  

吉野石膏k k .…・…. . . ・ H ・- …一 7

kk 寄 木 商 庖 . ... .. . . … .. .・ H ・... 15

ラ k k ライ ト製作所・… … … - 一 l

東京鋼板工業kk . . …. .. . … ... 14 

鹿島建設k k …...・ H ・-…・・ ・・ 一15
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kk … … … -… .. 16 
大阪暖房商会

旭硝子k k . . . ・…・・・- … ........ 16
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波 型 積 子 屋 ‘ 担 完 全 豪

タ ー ピ ヤ 舗 装 工 事 ・ 設 計 筋 工

建 材 社

T E L  (44)  3983 ・4396

株 式 会 社 内 外 土 木

大阪市西区土佐掘船町23 ( 大阪商工ピル〕
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押 出 型 材
ア ル ミ ニ ウ ム の j ljl 出 型 材 は 複 雑 な 型 状 の も の が 容 易 に 作

れ、! l I l 品コストを下げ、奨 し 〈 、 鈎 び ず、 合 金 に よ っ て

鉄 鋼 に匹敵する強度を持ちま す 。

品 近 は 、 越 鏡 、 船 舶 、 航空機 、 そ の 他 軽 工 築 や 家 庭 諸 共

等極めて広範囲に使閉されています。

アルミニウム工業に於て伝統を締る当社は、 f通新式押 出

機により、管、 1章、総 . そ の 他 各 種 の 型 材 を 生 産 し 、 急

激 に I哲大してきた新しい需要仁応じています 。

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

本 社 堺 市 海 山 町 6 の 2 2 4

電 話 廓 ( 3 ) 1181 (大 代表 ) ・大 阪 ( 67) 3522(代 褒)

東 京 営 蝶 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 1 の 1 2  

電 話 (661) 0087 ・0334 ・07 15・1776 ・4626・7667

J  

扉

押 上 式

捲 上 式

横 引 式

株式会社繍. ，ぬ械建給総

営 察 所 大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 二 丁 目 ー 電 話 大 宅 獄 当

大 阪 市東撞 川 区野 中 北 通ニ T 目 三五 電 話 三 国聞 ｉ ｾ［ｾ

大 臣 市 岨 疲 区 野 江 西 之 町二 丁 目 二 電 話櫨 東 国 岡田

名 古 慶 市 中 区 東 踊 町 七 丁 目 二 電 話 名 古原包咽372

広 島 市 小 網 町 三 丸 電 話広 島旧日250

禍 岡 市 上 州 崎 町 二 五 電 結 構 岡 旧 活326

ス チ ー ル シ ヤ ' y タ

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

軽 便 シ ャ ツ タ

特 殊 機 械

第 一 工 ，場

輯 ニ 工 場

名 古 腫 出 唖 所

広 島 出 現 所

福 岡 出 明 間【カ タ ロ グ 温 且 乞 田ー 蝿 }

/ ( / ( / (  

議録⑮ ｾｉ 司 ＧｩＧｾ ，繭線

.，;' 

z f  

〆

.， 

〆

d  

ｾ＠

d  

着陸 品 目

ド ア ー チ ェ y ク

フ ロ ア ー ヒ ン ヂ

ピ ポ ッ ト ヒ ン ヂ

ラ パ トリ ー ヒ ン ヂ

カ タ ロ グ 進 呈

営

問ス一

タ

タ

ク

ユ

警芝日本ド? ーテz ・ック狼作所

尼崎市 金楽寺 Ｒ 丁 目 Ｒ Ｔ 帯地 ・ ｪＧ ｮｾｬｩ 大阪 Ｈ ＴＸ ) 5855 ・7273番
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サッシ. 1. 阿・. シヤ'，'1-

注ｾ 際 主 詰 加 冨 調

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 ー 6 9

F唱V も

話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代表〉

ス チ J レ サ ツ シ ユ

伝 統 に ス チ J レ シャツタ

輝 く ス チ Ｉｾ＠ ド ア

優 秀 な
新 規 製 品

製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

株 式 会 社
汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 思 貴 島 北 之 町 1 1  電 話 此 花 ⑬ 2 9  0  3 ・4 4  6  1  

ｾ旬、
綜合建築設計への道

設計都 1. 各種鉄骨 ・鉄筋 コンク リート 造建築

の設計監理

株式会社

2. ダイ ヤモ ン ドトラス・ ジグザグ トラ

ス ・平行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐夙木材接合金具の製造阪売

PAT . O式( 織本式) ヂベル及クランプ 《

、、! 決妙心

地質部 ボーリ ング ・建築物基礎工 、， v  

事の為の土質調査

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

〈旧織本建築設計々算事務所 ・絵本特殊総造研究所 ・合体)

東京都中央区日本稿かきがら町 3 の2 電話 (671) 似 43 ・7∞7 ・7062
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カ タ ロ グ 焔 盆

/ 似 ft!-. 替

ｾｩ ｴＺ ￘［ＧＮ＠
( カタログの お申込みは 全 国 有 名 出 相へ) 食純利壁の最高級…・・

E ヨ場支皇霊

* 日本座敷に優美な ・・ H ・H ・... .
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